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The Four-Way Test
Of the things we think, say or do
     1.  Is it the TRUTH ?
     2.  Is it FAIR to all concerned ?
     3.  Will it build GOOD WILL and BETTER FRIENDSHIPS ?
     4.  Will it be BENEFICIAL to all concerned ?
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❖本号の表紙

一年を通じてまことに拙い編集ではございましたが、月信担当幹事と致しまして
皆様のご協力、ご通読にこころから感謝申し上げます。
とりわけ新型コロナウィルス禍の只中にあった年度後半に於いては「載せるべき

記事がない」という、かつてない危難に襲われ、しばしば絶望の態に陥ったことも
ありました。それを助けて戴いたのは、当時の浅木ガバナー、村尾代表幹事ほか多
くの方々から戴いた貴重なサジェッションでした。特に第10号（４月）の編集に苦
しんでいた折、村尾さんから戴いた「敢えて地区大会記録誌を待たず、パー・ホイ
エンRI会長代理のスピーチ全文を掲載しよう」というご提案には、その趣旨と共に
思わず膝を打ち、一挙に救われる思いがしたこと、またフェイスシールド・プロ
ジェクトにあっては、日々刻々と膨らむ発注～贈呈数の報告を文字通り固唾を呑ん
で見守っていたこと等々、つい昨日のことのように思い出されます。
また、毎号表紙画として貴重な作品をご提供戴いた福田泰弘会員（神戸）の御篤

志にも触れないわけには参りません。殊に第12号（６月）の「富士快晴」と本号の
「風見鶏の館と神戸遠景」は満を持しての描き下ろし、さらに後者はコロナ禍のさ
なか、現地に赴いて筆を執られたと聞き及んでおります。掲載当初から微妙な色合
いが出ていない等々、様々おかけしたご困惑のお詫びともども、長らくの手篤いご
協力に心から御礼申し上げます。
最後に終始編集をお手伝い戴いた、小林さんはじめガバナー事務所の皆さん、さ

らに菱三印刷（株）ご担当の皆さんにも一年間のご苦労を労うと共に、重ねて感謝
申し上げる次第です。
皆様ほんとうにありがとうございました。

月信担当幹事︓松岡　泰生（神戸）
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特に年度後半に於いては、この月信紙上でも毎

号に亘って「未曾有の」「かつて経験の無い」或

いは「やむを得ず」「中止」「縮小」等々、常な

らぬ単語の羅列が続くなか、文字通りSturm und 

Drangの裡に年度を終えることになりました。

皆様に擱かれても、終息はおろか「共存」を前

提とすべきCOVID-19禍の只中にあって、日々の

事業活動はもとより、クラブ例会の催否をはじめ、

ロータリー活動の維持運営には大変なご苦心、ご

苦労の毎日を送っておられるものとお察し致して

おります。

しかしながら、ここで2019-20年度を振り返

るにあたり、「かつて経験したことの無い、怒濤

の一年」で済ませることは出来ません。限られた

紙数ではありますが、異例づくめの地区大会開催

（2.22）を分水嶺として俯瞰し、以下述べさせ

ていただく次第です。

キックオフにあたってまず専心したのは、あら

たな会員基盤の多様化推進、即ち現在の環境下で

如何に成長を図るか、の一点でした。残念ながら

数値目標には全く届かないまま終わりましたが、

特に公式訪問を通じて強く印象づけられた皆様の

「伝統と結束」には敬服と同時に大いに励まされ、

困難な時代にあってなお、成長を図ろうとする皆

様の決意と行動を通じて、会員とクラブ、ひいて

はクラブと地域社会とのいっそう強固な「つなが

り」を肌で感じることが出来たのは小職にとって

大きな収穫でありました。

この「つながり」こそが、地区大会に於いて

パー・ホイエンRI会長代理が述べられた印象的な

一節「会員とクラブのエンゲージメント」そのも

のであり、これを以てすれば成長の道筋は自ずと

我々の眼前に現れるものと信じております。皆様

に擱かれては、築かれたクラブの伝統と結束を今

後も不動の基礎とし、どうか自信を持って取り組

まれるよう願って止みません。

また、ホイエン氏はスピーチの中で「（RIは）

ツールを提供します。それらのツールはクラブが

最善を尽くし、クラブの進化を手助けできるよう

に設計されています」と述べられましたが、今年

度思い切って行った地区組織の改編も全てこの主

旨に基づくものであり、今の環境に即して、より

皆様が利用しやすい地区の「枠組み」を提示した

ものとあらためてご理解願いたく存じます。特に

伝統ある職業奉仕部門をはじめ、各委員会の位置

づけや活動指針、地区会計のあり方など、当初は

疑問や戸惑いがあったと承知しておりますが、あ

くまで小職の念頭は「全クラブからガバナー輩出

を可能ならしめるよう地区活動をさらに効率化す

る」及び「いっそう新鮮かつ優れた人材を求め

る」ことにありました。もちろん結果については

今後を俟たねばなりませんが、皆様に擱かれては

当年度の試みを同じくツールの一つとしてご活用

いただければまことに幸いであります。

刻々と、急激な変化を見せていた状況に対応し、

急きょ圧縮開催に踏み切った２月の地区大会は、

図らずも波乱の年度後半を象徴するイベントとな

りました。この極めて重い決断を下すにあたって

実行委員会、地区役員及び先輩ご諸兄からいただ

いたご助力、そして遠路万難を排して来神され、

示唆に満ちたスピーチを賜ったパー・ホイエンRI

会長代理ご夫妻をはじめ、なによりも友愛の精神

を以てご来場いただいた皆様のご理解あってこそ

の開催であったと、今もって感謝の念は増すばか

りです。さらに異例の短時間にあって戸惑いや落

胆ばかりでなく、多くの方々から思わぬご褒詞ま

で頂戴したことは、年度を通じて望外の光栄であ

りました。

さてご承知の通り、以降の地区行事・プログラ

ムは悉く中止あるいは縮小を余儀なくされたので

すが、そんな苦難のなかでとりわけ印象深く、ま

た大いに力づけられた以下の二例について、この

場で触れないわけには参りません。ひとつは云う

までもなく「ロータリーフェイスシールドプロ

ジェクト」への参加であります。2760地区（愛

知）からの貴重な呼びかけに即応して、苦闘が続

いていた県下の医療機関に対して相当数に上る防

護具をいち早く提供し、スタート時には想像も出

来なかった状況のもと、図らずも地区を越えて目

標の「つなぐ」を実現することが出来ました。こ

れは将来に於いても貴重な成果であったと信じる

所以であります。

そして今ひとつは、多くの海外派遣留学生に対

して即時帰国を実行した一切の経緯であります。

中には慎重自粛を求めていた現地の意向を敢えて

覆し、易きに流れず行動された関係各位のご努力

にはただ感服の二字であり、ロータリーの危機管

理に於いて、今後の規範ともなろう実例が示され

たことは、やはり特筆されるべき成果と云えるの

ではないでしょうか。

以上二例に通底するのは、未曾有の逆境下に

あってなお決断し活動することが出来る、関係役

員、ガバナー補佐ならびに委員会各位の高い見識

と行動力、そして各クラブに於ける皆様の真摯な

ご努力であります。「出来ない」ではなく「出来

るようにする」即ち、端的には最新ツールを駆使

したリモート会合の積極的な実施に至るまで、当

地区のロータリアンが随所で発揮されたスキルと

実行力、そのほか讃えるべき事柄には枚挙の暇も

ありません。紙幅の関係上、個々にお名前を挙げ

ることが出来ないのは甚だ残念ではありますが、

そのお詫びと共に、最大限の賛辞と感謝を重ねて

申し述べたいと存じます。

未だ厳しい状況が続く今日、まず何より注力す

べきは退会の抑止でありましょう。それゆえ我々

ベテラン会員に課せられた責務は従来以上に重大

であります。記念すべき「日本のロータリー100

周年」を迎え、いや増す重責を引き継がれた髙瀬

ガバナーには、当然ながら能う限りの協力を惜し

まない覚悟でありますが、併せて一日も早いウィ

ルス禍の終息と、ご自身の健康をこころから祈念

申し上げております。

本稿を終えるにあたり、2019年地区研修・協

議会に於いて髙瀬ノミニー（当時）が示された

2001-02年度リチャード・キングRI会長の講演

録「ロータリーから貴方へ」に鑑み、シンプルで

あるがゆえに重い問いかけ「なぜ貴方はロータリ

アンであり続けるのか」を今一度深く自問しつつ、

当年度の事業報告と致します。

ご精読ありがとうございました。

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　浅　木　幸　雄　（神戸）

クラブ会長の皆様
クラブ幹事の皆様
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未だ厳しい状況が続く今日、まず何より注力す

べきは退会の抑止でありましょう。それゆえ我々

ベテラン会員に課せられた責務は従来以上に重大

であります。記念すべき「日本のロータリー100

周年」を迎え、いや増す重責を引き継がれた髙瀬

ガバナーには、当然ながら能う限りの協力を惜し

まない覚悟でありますが、併せて一日も早いウィ

ルス禍の終息と、ご自身の健康をこころから祈念

申し上げております。

本稿を終えるにあたり、2019年地区研修・協

議会に於いて髙瀬ノミニー（当時）が示された

2001-02年度リチャード・キングRI会長の講演

録「ロータリーから貴方へ」に鑑み、シンプルで

あるがゆえに重い問いかけ「なぜ貴方はロータリ

アンであり続けるのか」を今一度深く自問しつつ、

当年度の事業報告と致します。

ご精読ありがとうございました。

下段の写真は特に思い出に残る１枚を選んでいただきました。

１年を振り返って

　2019-20年度のガバナー補佐を拝命し、グルー

プ内の例会だけでなく他グループIMなど様々な

会合を通じて、数多くのロータリアンの方々と

ロータリーを楽しませていただき、本当に有意義

な一年でした。阪神第１グループの各会長・幹事

の皆様とロータリアンの皆様方には心から感謝し

御礼申し上げます。

　しかしながら、２月の地区大会を境にコロナ禍

によって例会だけでなく各行事、会合がすべて中

止になり、３月14日に予定していました当グルー

プIMも中止せざるを得なくなりました。準備を

進めて頂いた方々には深くお詫び申し上げます。

　また、コロナウィルスの対応に日々奮闘されて

いる医療従事者に対し感謝の意を表するため、各

クラブのご協力によりロータリー・フェイスシー

ルドを阪神第１グループでも合計4,920セット謹

呈することができました。有難うございました。

　私が所属する尼崎中RCは、2000年に創設し2020
年に20周年を迎えます。その年度にガバナー補佐を
輩出し、IMと20周年記念式典を開催しました。
　会員数の少ないクラブで、当然私も大役を仰せつ
かる覚悟は出来ていましたが、いざガバナー補佐を
引き受けた時、大変な事になったなと思いました。
　IMのテーマは“子どもたちに伝えよう”「尼崎
の昔、現在（いま）、未来」とし、地域研究資料館
館長　辻川　敦氏に、「尼崎城築城をめぐって」と
題して、近世尼崎城、戦国期尼崎城、そして現在の
尼崎城についてお話して頂きました。
　懇親会では、ロータリアンが「尼崎」という共通
話題で“楽しい懇親”の場になり良かったと思いま
した。
　４月７日の緊急事態宣言後は、自粛要請で、会員
相互の場が改めて重要だと考えさせて頂きました。
　最後に、ガバナー補佐としての一年をしっかり支
えていただいたクラブのメンバー、並びにご協力い
ただいたグループのメンバーに心より感謝いたしま
す。

ガバナー補佐

神　谷　誠　治　（尼崎中）

尼崎グループ 阪神第１グループ

ガバナー補佐

下　岡　節　三　（川西猪名川）



3

特に年度後半に於いては、この月信紙上でも毎

号に亘って「未曾有の」「かつて経験の無い」或

いは「やむを得ず」「中止」「縮小」等々、常な

らぬ単語の羅列が続くなか、文字通りSturm und 

Drangの裡に年度を終えることになりました。

皆様に擱かれても、終息はおろか「共存」を前

提とすべきCOVID-19禍の只中にあって、日々の

事業活動はもとより、クラブ例会の催否をはじめ、

ロータリー活動の維持運営には大変なご苦心、ご

苦労の毎日を送っておられるものとお察し致して

おります。

しかしながら、ここで2019-20年度を振り返

るにあたり、「かつて経験したことの無い、怒濤

の一年」で済ませることは出来ません。限られた

紙数ではありますが、異例づくめの地区大会開催

（2.22）を分水嶺として俯瞰し、以下述べさせ

ていただく次第です。

キックオフにあたってまず専心したのは、あら

たな会員基盤の多様化推進、即ち現在の環境下で

如何に成長を図るか、の一点でした。残念ながら

数値目標には全く届かないまま終わりましたが、

特に公式訪問を通じて強く印象づけられた皆様の

「伝統と結束」には敬服と同時に大いに励まされ、

困難な時代にあってなお、成長を図ろうとする皆

様の決意と行動を通じて、会員とクラブ、ひいて

はクラブと地域社会とのいっそう強固な「つなが

り」を肌で感じることが出来たのは小職にとって

大きな収穫でありました。

この「つながり」こそが、地区大会に於いて

パー・ホイエンRI会長代理が述べられた印象的な

一節「会員とクラブのエンゲージメント」そのも

のであり、これを以てすれば成長の道筋は自ずと

我々の眼前に現れるものと信じております。皆様

に擱かれては、築かれたクラブの伝統と結束を今

後も不動の基礎とし、どうか自信を持って取り組

まれるよう願って止みません。

また、ホイエン氏はスピーチの中で「（RIは）

ツールを提供します。それらのツールはクラブが

最善を尽くし、クラブの進化を手助けできるよう

に設計されています」と述べられましたが、今年

度思い切って行った地区組織の改編も全てこの主

旨に基づくものであり、今の環境に即して、より

皆様が利用しやすい地区の「枠組み」を提示した

ものとあらためてご理解願いたく存じます。特に

伝統ある職業奉仕部門をはじめ、各委員会の位置

づけや活動指針、地区会計のあり方など、当初は

疑問や戸惑いがあったと承知しておりますが、あ

くまで小職の念頭は「全クラブからガバナー輩出

を可能ならしめるよう地区活動をさらに効率化す

る」及び「いっそう新鮮かつ優れた人材を求め

る」ことにありました。もちろん結果については

今後を俟たねばなりませんが、皆様に擱かれては

当年度の試みを同じくツールの一つとしてご活用

いただければまことに幸いであります。

刻々と、急激な変化を見せていた状況に対応し、

急きょ圧縮開催に踏み切った２月の地区大会は、

図らずも波乱の年度後半を象徴するイベントとな

りました。この極めて重い決断を下すにあたって

実行委員会、地区役員及び先輩ご諸兄からいただ

いたご助力、そして遠路万難を排して来神され、

示唆に満ちたスピーチを賜ったパー・ホイエンRI

会長代理ご夫妻をはじめ、なによりも友愛の精神

を以てご来場いただいた皆様のご理解あってこそ

の開催であったと、今もって感謝の念は増すばか

りです。さらに異例の短時間にあって戸惑いや落

胆ばかりでなく、多くの方々から思わぬご褒詞ま

で頂戴したことは、年度を通じて望外の光栄であ

りました。

さてご承知の通り、以降の地区行事・プログラ

ムは悉く中止あるいは縮小を余儀なくされたので

すが、そんな苦難のなかでとりわけ印象深く、ま

た大いに力づけられた以下の二例について、この

場で触れないわけには参りません。ひとつは云う

までもなく「ロータリーフェイスシールドプロ

ジェクト」への参加であります。2760地区（愛

知）からの貴重な呼びかけに即応して、苦闘が続

いていた県下の医療機関に対して相当数に上る防

護具をいち早く提供し、スタート時には想像も出

来なかった状況のもと、図らずも地区を越えて目

標の「つなぐ」を実現することが出来ました。こ

れは将来に於いても貴重な成果であったと信じる

所以であります。

そして今ひとつは、多くの海外派遣留学生に対

して即時帰国を実行した一切の経緯であります。

中には慎重自粛を求めていた現地の意向を敢えて

覆し、易きに流れず行動された関係各位のご努力

にはただ感服の二字であり、ロータリーの危機管

理に於いて、今後の規範ともなろう実例が示され

たことは、やはり特筆されるべき成果と云えるの

ではないでしょうか。

以上二例に通底するのは、未曾有の逆境下に

あってなお決断し活動することが出来る、関係役

員、ガバナー補佐ならびに委員会各位の高い見識

と行動力、そして各クラブに於ける皆様の真摯な

ご努力であります。「出来ない」ではなく「出来

るようにする」即ち、端的には最新ツールを駆使

したリモート会合の積極的な実施に至るまで、当

地区のロータリアンが随所で発揮されたスキルと

実行力、そのほか讃えるべき事柄には枚挙の暇も

ありません。紙幅の関係上、個々にお名前を挙げ

ることが出来ないのは甚だ残念ではありますが、

そのお詫びと共に、最大限の賛辞と感謝を重ねて

申し述べたいと存じます。

未だ厳しい状況が続く今日、まず何より注力す

べきは退会の抑止でありましょう。それゆえ我々

ベテラン会員に課せられた責務は従来以上に重大

であります。記念すべき「日本のロータリー100

周年」を迎え、いや増す重責を引き継がれた髙瀬

ガバナーには、当然ながら能う限りの協力を惜し

まない覚悟でありますが、併せて一日も早いウィ

ルス禍の終息と、ご自身の健康をこころから祈念

申し上げております。

本稿を終えるにあたり、2019年地区研修・協

議会に於いて髙瀬ノミニー（当時）が示された

2001-02年度リチャード・キングRI会長の講演

録「ロータリーから貴方へ」に鑑み、シンプルで

あるがゆえに重い問いかけ「なぜ貴方はロータリ

アンであり続けるのか」を今一度深く自問しつつ、

当年度の事業報告と致します。

ご精読ありがとうございました。

下段の写真は特に思い出に残る１枚を選んでいただきました。

１年を振り返って

　2019-20年度のガバナー補佐を拝命し、グルー

プ内の例会だけでなく他グループIMなど様々な

会合を通じて、数多くのロータリアンの方々と

ロータリーを楽しませていただき、本当に有意義

な一年でした。阪神第１グループの各会長・幹事

の皆様とロータリアンの皆様方には心から感謝し

御礼申し上げます。

　しかしながら、２月の地区大会を境にコロナ禍

によって例会だけでなく各行事、会合がすべて中

止になり、３月14日に予定していました当グルー

プIMも中止せざるを得なくなりました。準備を

進めて頂いた方々には深くお詫び申し上げます。

　また、コロナウィルスの対応に日々奮闘されて

いる医療従事者に対し感謝の意を表するため、各

クラブのご協力によりロータリー・フェイスシー

ルドを阪神第１グループでも合計4,920セット謹

呈することができました。有難うございました。

　私が所属する尼崎中RCは、2000年に創設し2020
年に20周年を迎えます。その年度にガバナー補佐を
輩出し、IMと20周年記念式典を開催しました。
　会員数の少ないクラブで、当然私も大役を仰せつ
かる覚悟は出来ていましたが、いざガバナー補佐を
引き受けた時、大変な事になったなと思いました。
　IMのテーマは“子どもたちに伝えよう”「尼崎
の昔、現在（いま）、未来」とし、地域研究資料館
館長　辻川　敦氏に、「尼崎城築城をめぐって」と
題して、近世尼崎城、戦国期尼崎城、そして現在の
尼崎城についてお話して頂きました。
　懇親会では、ロータリアンが「尼崎」という共通
話題で“楽しい懇親”の場になり良かったと思いま
した。
　４月７日の緊急事態宣言後は、自粛要請で、会員
相互の場が改めて重要だと考えさせて頂きました。
　最後に、ガバナー補佐としての一年をしっかり支
えていただいたクラブのメンバー、並びにご協力い
ただいたグループのメンバーに心より感謝いたしま
す。

ガバナー補佐

神　谷　誠　治　（尼崎中）

尼崎グループ 阪神第１グループ

ガバナー補佐

下　岡　節　三　（川西猪名川）
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 １年たつのは早く、１日は長く感じるとよく言

われますが、上半期は就任後に阪神第２グループ

（６クラブ）の挨拶廻りに始まりクラブアッセン

ブリーと多忙な日を過ごして参りました。後半に

入り２月の地区大会は１日で中止、２月29日に予

定しておりましたIMも中止となり各方面に多大

なご迷惑をおかけいたしました。３月に入ると各

クラブの例会も休会が続いた結果、活動状況は空

白のままです。その中で年度末の６月18日に阪神

第２グループの「新旧会長幹事会」をホテル竹園

芦屋に於いて開催出来た事はコロナ禍の中、年度

末にせめて顔を合わせて懇談したいという思いで

皆様に集まって戴いた事は阪神第２グループの

ロータリーに対する熱意がひしひしと感じられ感

激いたしました。

　ロータリーバンザイ！　感謝。

ガバナー補佐

中　村　昌　良　（芦屋川）

　さて、関係クラブ会長はじめ幹事の皆様、各ク

ラブ会員の皆様には１年間大変お世話になりまし

た。各クラブのご活躍に感謝いたします。

　一般に青少年に関するプログラムを設定すると

き、目標、方針の検討・決定から終了後の評価を

して、次につながる方針・目標を決定するのです

が、その間にもその時々の状況に応じて再評価・

検討が重ねられます。

　年度を通じて、ガバナー補佐としてのその役割

と、自分への評価ができたかどうか、皆さまにご

迷惑・戸惑いを招いたのではないかというのが正

直な思いです。下半期の予期せぬ災禍であわただ

しく過ぎ去った日々に何もできなかったことをお

許しいただきたく思います。

　大変皆様にはお世話になりました。

　２月15日のIMを終え、２月22日、23日の地区

大会もコロナ感染の影響で縮小を余儀なくされま

した。また３月から６月初めまでの例会も各クラ

ブ休会となりました。ただその休会の中にあって

も、神戸第２グループの各クラブは例会をただ単

に休むのではなく、オンライン例会を行ったり、

地域社会のための積極的な貢献活動を続けて参り

ました。地区としても、地区医療フェイスシール

ドプロジェクトを各クラブ協力のもと実施出来た

ことは、大いに意義があったと思います。特筆す

べきは、１か所に丸投げをするのではなく、本当

に必要としている医療機関にお配りが出来たこと

です。神戸第２グループの会員の皆様とは多くの

情報を共有し、また一緒に多くの汗をかき、グ

ループ発展のために尽力して参りたいと考えてお

りましたので、正しく今年度のキーワードの

「Connect」が出来たと実感しています。

　この一年振り返ればRI2680地区の皆様、本当に

お疲れ様でした。

　地区大会が、直前プログラムを大きく変更する

ことになり、スタッフ並びに会員の皆様にはご迷

惑おかけいたしました。早くからの準備や対応に

と多大なご尽力を賜り感謝致します。

　楽しみにしていたハワイでの国際大会も中止と

なり残念な結果となりました。

　後半はコロナの影響を受けましたが、各クラブ

の方とも普段はお目にかかれない中、協議会に出

席させて頂き、クラブの取り組みやロータリーへ

の思いをお聞きすることができました。浅木ガバ

ナー年度「ロータリーは世界をつなぐ」のテーマ

どおりの活動につながったと確信しております。

　皆様の今後のご健勝とご活躍を祈念しておりま

す。

阪神第２グループ 阪神第３グループ 神戸第１グループ 神戸第２グループ

ガバナー補佐

安　行　英　文　（三田）

ガバナー補佐

井　堂　信　純　（神戸）

ガバナー補佐

奥　田　祐　司　（神戸中）
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 １年たつのは早く、１日は長く感じるとよく言

われますが、上半期は就任後に阪神第２グループ

（６クラブ）の挨拶廻りに始まりクラブアッセン

ブリーと多忙な日を過ごして参りました。後半に

入り２月の地区大会は１日で中止、２月29日に予

定しておりましたIMも中止となり各方面に多大

なご迷惑をおかけいたしました。３月に入ると各

クラブの例会も休会が続いた結果、活動状況は空

白のままです。その中で年度末の６月18日に阪神

第２グループの「新旧会長幹事会」をホテル竹園

芦屋に於いて開催出来た事はコロナ禍の中、年度

末にせめて顔を合わせて懇談したいという思いで

皆様に集まって戴いた事は阪神第２グループの

ロータリーに対する熱意がひしひしと感じられ感

激いたしました。

　ロータリーバンザイ！　感謝。

ガバナー補佐

中　村　昌　良　（芦屋川）

　さて、関係クラブ会長はじめ幹事の皆様、各ク

ラブ会員の皆様には１年間大変お世話になりまし

た。各クラブのご活躍に感謝いたします。

　一般に青少年に関するプログラムを設定すると

き、目標、方針の検討・決定から終了後の評価を

して、次につながる方針・目標を決定するのです

が、その間にもその時々の状況に応じて再評価・

検討が重ねられます。

　年度を通じて、ガバナー補佐としてのその役割

と、自分への評価ができたかどうか、皆さまにご

迷惑・戸惑いを招いたのではないかというのが正

直な思いです。下半期の予期せぬ災禍であわただ

しく過ぎ去った日々に何もできなかったことをお

許しいただきたく思います。

　大変皆様にはお世話になりました。

　２月15日のIMを終え、２月22日、23日の地区

大会もコロナ感染の影響で縮小を余儀なくされま

した。また３月から６月初めまでの例会も各クラ

ブ休会となりました。ただその休会の中にあって

も、神戸第２グループの各クラブは例会をただ単

に休むのではなく、オンライン例会を行ったり、

地域社会のための積極的な貢献活動を続けて参り

ました。地区としても、地区医療フェイスシール

ドプロジェクトを各クラブ協力のもと実施出来た

ことは、大いに意義があったと思います。特筆す

べきは、１か所に丸投げをするのではなく、本当

に必要としている医療機関にお配りが出来たこと

です。神戸第２グループの会員の皆様とは多くの

情報を共有し、また一緒に多くの汗をかき、グ

ループ発展のために尽力して参りたいと考えてお

りましたので、正しく今年度のキーワードの

「Connect」が出来たと実感しています。

　この一年振り返ればRI2680地区の皆様、本当に

お疲れ様でした。

　地区大会が、直前プログラムを大きく変更する

ことになり、スタッフ並びに会員の皆様にはご迷

惑おかけいたしました。早くからの準備や対応に

と多大なご尽力を賜り感謝致します。

　楽しみにしていたハワイでの国際大会も中止と

なり残念な結果となりました。

　後半はコロナの影響を受けましたが、各クラブ

の方とも普段はお目にかかれない中、協議会に出

席させて頂き、クラブの取り組みやロータリーへ

の思いをお聞きすることができました。浅木ガバ

ナー年度「ロータリーは世界をつなぐ」のテーマ

どおりの活動につながったと確信しております。

　皆様の今後のご健勝とご活躍を祈念しておりま

す。

阪神第２グループ 阪神第３グループ 神戸第１グループ 神戸第２グループ

ガバナー補佐

安　行　英　文　（三田）

ガバナー補佐

井　堂　信　純　（神戸）

ガバナー補佐

奥　田　祐　司　（神戸中）
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　本年６月に惜しくも逝去された故・川端英雄淡

路グループガバナー補佐［1953.12.24生、1983.９.

21入会］を偲び、謹んで追悼文を掲載いたします。

　川端英雄氏は、ロータリークラブを心から愛し、

楽しみ、より良い社会の実現を目指し、常に積極

的に活動をされていたことが印象的であり、地域

社会の発展に尽くされた功績は非常に大きいと思

います。

　川端氏が全身全霊で開催された2020年（令和２

年）２月２日午後２時からの淡路グループIM

「新時代のロータリーを語ろう」は、後に続くわ

れわれの良き指針となり記憶に残るものとなりま

した。

　川端氏の数々の偉業に対し、心から尊敬と感謝

を捧げ、謹んで氏の御冥福をお祈り申し上げます。

　　　　　文責：淡路グループガバナー補佐随行

　　　　　　　　村上　俊二（津名）

　「Yes, I Do !!」の合言葉のもと、東播第２グ

ループ５クラブの会員の皆さんと、元気に楽しく

活動を終えることが出来ました。

　ポリオはじめ各種プロジェクト、並びにIMも

「地球環境対策」をテーマにクラブメンバー手作

り講演会を実施、地域に向けた具体的な方向を発

信出来ました。

　又、２月後半からは、コロナ禍で種々の活動が

自粛を余儀なくされるなか、フェイスシールドを

はじめ、医療用ガウン、マスク、飛沫防止仕切板

等々の寄贈など、東播第２グループ一体となって、

地域に貢献出来たことは、例年とは又違った形で

のロータリーパワーの発揮として受け止めており

ます。クラブ各位に厚く御礼申し上げます。

　あっという間の１年でした。

　２年前の９月末日に第１回のガバナー補佐会議

がありそのころから各グループのガバナー補佐が

IMに向けて取り組み、我がグループも日程の調

整開催場所の設定、IMの内容等検討を始めまし

た。

　当グループの登録料の関係もあり予算ぎりぎり

のところでありましたが、藤田紘一郎博士の講演

をメインに“健康寿命を延ばす”というテーマで

お話ししていただきました。IMは令和元年11月

30日に開催いたしました。今思えばコロナウイル

ス騒ぎの前で“免疫力をつける”、“腸内細菌”、

“ウイルス”のことで予備知識として感染防止に

タイムリーで有益であったと思っております。

　残念なのは同期の淡路グループ川端英雄ガバ

ナー補佐が亡くなったことであります。

　同期として友を無くした感です。ご冥福をお祈

りいたします。

ガバナー補佐

尾　上　潤　二　（明石北）

　ひと言で云うと波乱万丈の年度でした。

　2018年９月のガバナー補佐会議から始まり、13

名が初顔合わせ以来、皆仲良くなり、全てのIM

に全員参加すべく行動を共にして参りました。し

かしながら、新型コロナ感染拡大防止対策により

後半は全て中止になりました。当グループのIM

は何とか実施できましたのは何よりの幸運だった

と思います。

　残念なのは、志半ばで旅立たれた淡路グループ

の川端英雄ガバナー補佐、また、西脇RCの前川

秀一代表幹事予定者には親しくしていただきまし

た。ご両名のご冥福を祈念しております。ありが

とうございました。

東播第１グループ 東播第２グループ 東播第３グループ 淡路グループ

ガバナー補佐

新　井　哲　三　（高砂）

ガバナー補佐

伊　藤　英　樹　（三木）

ガバナー補佐

川　端　英　雄　（津名）
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　川端英雄氏は、ロータリークラブを心から愛し、

楽しみ、より良い社会の実現を目指し、常に積極

的に活動をされていたことが印象的であり、地域

社会の発展に尽くされた功績は非常に大きいと思

います。

　川端氏が全身全霊で開催された2020年（令和２

年）２月２日午後２時からの淡路グループIM

「新時代のロータリーを語ろう」は、後に続くわ

れわれの良き指針となり記憶に残るものとなりま

した。

　川端氏の数々の偉業に対し、心から尊敬と感謝

を捧げ、謹んで氏の御冥福をお祈り申し上げます。

　　　　　文責：淡路グループガバナー補佐随行

　　　　　　　　村上　俊二（津名）

　「Yes, I Do !!」の合言葉のもと、東播第２グ

ループ５クラブの会員の皆さんと、元気に楽しく

活動を終えることが出来ました。

　ポリオはじめ各種プロジェクト、並びにIMも

「地球環境対策」をテーマにクラブメンバー手作

り講演会を実施、地域に向けた具体的な方向を発

信出来ました。

　又、２月後半からは、コロナ禍で種々の活動が

自粛を余儀なくされるなか、フェイスシールドを

はじめ、医療用ガウン、マスク、飛沫防止仕切板

等々の寄贈など、東播第２グループ一体となって、

地域に貢献出来たことは、例年とは又違った形で

のロータリーパワーの発揮として受け止めており

ます。クラブ各位に厚く御礼申し上げます。

　あっという間の１年でした。

　２年前の９月末日に第１回のガバナー補佐会議

がありそのころから各グループのガバナー補佐が

IMに向けて取り組み、我がグループも日程の調

整開催場所の設定、IMの内容等検討を始めまし

た。

　当グループの登録料の関係もあり予算ぎりぎり

のところでありましたが、藤田紘一郎博士の講演

をメインに“健康寿命を延ばす”というテーマで

お話ししていただきました。IMは令和元年11月

30日に開催いたしました。今思えばコロナウイル

ス騒ぎの前で“免疫力をつける”、“腸内細菌”、

“ウイルス”のことで予備知識として感染防止に

タイムリーで有益であったと思っております。

　残念なのは同期の淡路グループ川端英雄ガバ

ナー補佐が亡くなったことであります。

　同期として友を無くした感です。ご冥福をお祈

りいたします。

ガバナー補佐

尾　上　潤　二　（明石北）

　ひと言で云うと波乱万丈の年度でした。

　2018年９月のガバナー補佐会議から始まり、13

名が初顔合わせ以来、皆仲良くなり、全てのIM

に全員参加すべく行動を共にして参りました。し

かしながら、新型コロナ感染拡大防止対策により

後半は全て中止になりました。当グループのIM

は何とか実施できましたのは何よりの幸運だった

と思います。

　残念なのは、志半ばで旅立たれた淡路グループ

の川端英雄ガバナー補佐、また、西脇RCの前川

秀一代表幹事予定者には親しくしていただきまし

た。ご両名のご冥福を祈念しております。ありが

とうございました。

東播第１グループ 東播第２グループ 東播第３グループ 淡路グループ

ガバナー補佐

新　井　哲　三　（高砂）

ガバナー補佐

伊　藤　英　樹　（三木）

ガバナー補佐

川　端　英　雄　（津名）
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　先ずはこの１年、グループ内４クラブの会長・幹事様
をはじめ、会員の皆様にはご支援、ご理解、ご協力を賜
り厚くお礼申し上げます。思えば、2018年９月29日第１
回ガバナー補佐研修会が神戸ポートピアホテルで開催さ
れたのがガバナー補佐としての第一歩でした。ガバナー
補佐に課せられた活動の説明、研修を受け、責任の重大
性に驚いたものです。自身、会長も経験しながら、これ
までクラブ内でのんびりとロータリーライフを過ごして
いた私が、ガバナー補佐の責任を果たせるかどうか不安
を感じましたが、これも自らのトレーニングだと理解し、
精一杯務めさせていただきました。特にガバナー補佐を
させて頂いたことによってグループ内のクラブを数多く
訪問し、又、他グループのIMに出席することによって、
ロータリーの基本について多く考えさせられ、学ばせて
頂きました。そして11月２日に開催したIMでは、西播磨
創生フォーラム「町の魅力と地域創生　ロータリーの果
たす役割」のテーマの下、３市２町の首長をお招きして
パネルディスカッションを行いました。残念なことは、
新型コロナウイルスによって地区大会２日目の本会議が
中止になった事と３グループのIMが中止になった事がと
ても辛くてなりません。
　最後になりましたが、ご支援頂きました我がクラブの
皆様に改めて心より感謝申し上げます。ありがとうござ
いました。

 すでに記憶もあいまいとなりましたが、三年半前
のとある日、神戸RCの重鎮である松岡PDG・加藤
PDG・秋山元代表幹事から、代表幹事にとのご依頼
がありました。すぐさま浅木GND（当時）が神戸
RC会長年度にコンビを組んだ名幹事である道満会
員（2019-20年度 神戸RC会長）の顔が思い浮かび、
私ではないだろう、きっと気分を害されるに違いな
いと躊躇しましたが、抗う間もなく既定路線になっ
ていました。
 代表幹事はその激務ゆえ、体調を崩して当たり前
と諸先輩から聞いていましたが、小職は思いのほか
頑丈にできていたせいか、幸運にも任期を全うする
ことができました。
 浅木DG年度を総括しますと、前半は平時、後半は
有事と激変の１年でありました。今も国内外で多く
の人々を苦しめているCOVID-19のまさに蔓延期と
いう災禍の中にあっても、大過なく地区運営を終え
られましたのは、地区役員・地区委員会そして地区
幹事会の皆様から頂戴したロータリーの友愛があれ
ばこそと、改めて厚くお礼申し上げる次第です。
　アフターCOVID-19の１日も早い到来を念じつつ…

 ガバナーの晴れ舞台は地区大会、ガバナー補佐の
晴れ舞台はIMというイメージをロータリアンなら
持っているのではないだろうか。2680地区には13の
グループがあり、13人のガバナー補佐が選出されて
いる。新型コロナの影響により、地区大会は大幅な
縮小開催に、そしてIMも、13のグループのうち
我々のグループを含めて３グループが、中止を余儀
なくされた。
 準備万端で、あとチラシのゲラ刷りのチェックを
して、GOの返事を出す日に中止をせざる事態と
なった。実行委員長、実行副委員長等と何回も打ち
合わせを重ねた結果がこんな事態に･･･！　ただ愕
然となったが、４月18日に地区から『フェイスシー
ルド寄贈プロジェクト』の提案を受け、渡りに船と
すぐに16,200セットを申し込む。連休明けの５月８
日には姫路市に約15,000セット強、14日は神河町に
約1,000セットが寄贈でき、『拙速は巧遅に勝る』を
実感出来た。タイムリーな良い事業になったと自己
満足している。最後に、残念ながら楽しみにしてい
たホノルル国際大会がキャンセルになったことも、
ある意味、良い思い出となった。
　皆さん１年間有難うございました。

ガバナー補佐

増　田　泰　之　（姫路東）

　この一年を総括するに、新型コロナウイルス感染

拡大により、後半の地区諸行事・各クラブ例会が自

粛あるいは中止となり、誠に残念でなりません。

　但馬グループでは、９月にガバナー補佐杯ゴルフ

大会を神鍋高原CCにて43名の参加で開催いたし、

大いに親睦を深めることができました。

　11月のIMでは、浅木幸雄ガバナーと井堂信純ガ

バナー補佐をお迎えし、紅葉の神鍋ブルーリッジホ

テルにて131名の参加を頂きました。五荘小学校金

管バンドの素晴らしいオープニング演奏、記念講演

では劇作家で兵庫県立観光芸術専門職大学学長予定

の平田オリザ氏の熱のこもった但馬への思いを拝聴

し、懇親会ではクラブ対抗歌合戦などで盛り上がり、

楽しいひと時を過ごすことが出来ました。年を越さ

ずに開催出来たことは本当にラッキーでした。

　各クラブ訪問も年４回の予定でしたが、コロナ禍

の為に最後の退任挨拶も出来ないままになり、改め

てこの１年グループ内会員皆さまのご協力に感謝し、

御礼申し上げます。

ガバナー補佐

若　宮　正　仁　（豊岡円山川）

代表幹事西播第１グループ 西播第２グループ 但馬グループ

ガバナー補佐

大　西　賢　一　（相生） 村　尾　憲一郎　（神戸）



9

　先ずはこの１年、グループ内４クラブの会長・幹事様
をはじめ、会員の皆様にはご支援、ご理解、ご協力を賜
り厚くお礼申し上げます。思えば、2018年９月29日第１
回ガバナー補佐研修会が神戸ポートピアホテルで開催さ
れたのがガバナー補佐としての第一歩でした。ガバナー
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いた私が、ガバナー補佐の責任を果たせるかどうか不安
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させて頂いたことによってグループ内のクラブを数多く
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頂きました。そして11月２日に開催したIMでは、西播磨
創生フォーラム「町の魅力と地域創生　ロータリーの果
たす役割」のテーマの下、３市２町の首長をお招きして
パネルディスカッションを行いました。残念なことは、
新型コロナウイルスによって地区大会２日目の本会議が
中止になった事と３グループのIMが中止になった事がと
ても辛くてなりません。
　最後になりましたが、ご支援頂きました我がクラブの
皆様に改めて心より感謝申し上げます。ありがとうござ
いました。

 すでに記憶もあいまいとなりましたが、三年半前
のとある日、神戸RCの重鎮である松岡PDG・加藤
PDG・秋山元代表幹事から、代表幹事にとのご依頼
がありました。すぐさま浅木GND（当時）が神戸
RC会長年度にコンビを組んだ名幹事である道満会
員（2019-20年度 神戸RC会長）の顔が思い浮かび、
私ではないだろう、きっと気分を害されるに違いな
いと躊躇しましたが、抗う間もなく既定路線になっ
ていました。
 代表幹事はその激務ゆえ、体調を崩して当たり前
と諸先輩から聞いていましたが、小職は思いのほか
頑丈にできていたせいか、幸運にも任期を全うする
ことができました。
 浅木DG年度を総括しますと、前半は平時、後半は
有事と激変の１年でありました。今も国内外で多く
の人々を苦しめているCOVID-19のまさに蔓延期と
いう災禍の中にあっても、大過なく地区運営を終え
られましたのは、地区役員・地区委員会そして地区
幹事会の皆様から頂戴したロータリーの友愛があれ
ばこそと、改めて厚くお礼申し上げる次第です。
　アフターCOVID-19の１日も早い到来を念じつつ…

 ガバナーの晴れ舞台は地区大会、ガバナー補佐の
晴れ舞台はIMというイメージをロータリアンなら
持っているのではないだろうか。2680地区には13の
グループがあり、13人のガバナー補佐が選出されて
いる。新型コロナの影響により、地区大会は大幅な
縮小開催に、そしてIMも、13のグループのうち
我々のグループを含めて３グループが、中止を余儀
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　皆さん１年間有難うございました。

ガバナー補佐
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では劇作家で兵庫県立観光芸術専門職大学学長予定

の平田オリザ氏の熱のこもった但馬への思いを拝聴

し、懇親会ではクラブ対抗歌合戦などで盛り上がり、

楽しいひと時を過ごすことが出来ました。年を越さ
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　各クラブ訪問も年４回の予定でしたが、コロナ禍

の為に最後の退任挨拶も出来ないままになり、改め

てこの１年グループ内会員皆さまのご協力に感謝し、

御礼申し上げます。

ガバナー補佐

若　宮　正　仁　（豊岡円山川）
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大　西　賢　一　（相生） 村　尾　憲一郎　（神戸）
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2760地区（愛知県）ご提案のロータリーフェイスシールド寄贈プロジェクトに参加以来、短期間にもかか

わらず、各クラブから当初の想定を遙かに超えた発注があり、既にご承知の通り、いち早くグループごと取

りまとめ、或いはクラブ独自として県下医療機関に総数85,000枚を超える贈呈を終えることが出来ました。

以下は当年度における地区内の全記録としてあらためて一覧いただけるよう、既に月信12号（6月）に記載

した贈呈式の模様についても敢えて再録しております。

記載にあたり、貴重な写真など度々に亘ってご協力戴いたガバナー補佐ならびに各クラブの皆様には重ね

て心から感謝申し上げます。

医療関係者らの新型コロナウイルス感染防止に役立

ててもらいたいと、「国際ロータリー第2680地区尼崎

６グループ」が、「最前線で働く人たちのために利用し

ていただきたい」と神谷ガバナー補佐がフェイス・シー

ルド720枚を尼崎市医師会東文造会長に贈呈しました。

尼崎グループ
ガバナー補佐　神谷　誠治（尼崎中）

贈呈月日︓５月15日(金)
寄 贈 先︓尼崎市医師会
フェイスシールド︓720枚

フェイスシールドとは
防護具（PPE : Personal Protective Equipment）の一つで、湿性生体物質の飛沫に含まれ
る病原体による曝露から、眼部と同時に鼻腔や口腔粘膜を防護し、さらに側頭面への跳ね
返りや飛び散りも減少させます。
＊寄贈品には額部分にロータリーマークが入っています（イラストはイメージです）

阪神第１グループ

阪神第一グループでは今回のコロナ禍で苦労されてい
る医療関係者に合計4,920セットのフェイスシールドを
贈呈しました。５月11日に伊丹市医師会にて目録贈呈式
を行い、14日に神戸新聞に掲載されました。医療従事者
からは全国的に医療用品の入手が厳しい中での寄贈に対
し、謝辞を頂戴しました。

ガバナー補佐　下岡　節三（川西猪名川）

贈呈月日
①伊丹・伊丹有明・伊丹昆陽池RC ５月11日（月）
②川西・川西猪名川RC ６月２日（火）
③西宮イブニングRC ６月３日（水）
寄贈先
①兵庫県保険医協会伊丹支部、伊丹市医師会、
　伊丹市歯科医師会
②川西市医師会、川西市歯科医師会 
③西宮市介護施設及び医療従事者
フェイスシールド︓4,920セット

　地区コロナ対策特別計上予算枠を利用し、阪神第２グ
ループとして「フェイスシールド」1,440枚（120枚×
12箱）を申請し、西宮４クラブと芦屋２クラブに振り分
けました。
　各医療機関に収めさせていただき医師の先生からも大
変喜ばれ感謝状を戴きました。

阪神第2グループ
ガバナー補佐　中村　昌良（芦屋川）

贈呈月日︓2020年６月
寄 贈 先︓
・芦屋川RC　６月12日寄贈 芦屋医師会（4箱）・芦屋歯科医師会（1箱）
・芦屋RC　６月12日寄贈 芦屋医師会・芦屋歯科医師会・会員へ配布（60枚）
　※芦屋医師会（4箱）・芦屋歯科医師会（1箱）は芦屋RCと共同で寄贈
・西宮RC　希望会員へ配布︓その先は各会員にお任せ（240枚）
・甲子園RC　西宮市へ寄贈（240枚）
・西宮夙川RC　会員のドクターの方々に希望枚数をお渡し
・西宮恵美寿RC　西宮市へ寄贈（120枚）

神戸第一グループでは、新型コロナウイルス感染症
対応に奔走されている神戸市立医療センター中央市民
病院の他、地域の病院、医療関係者に対し、各クラブ
が地域内で、それぞれ贈呈を行いました。

フェイスシールドが品薄で入手が困難な時期に、タ
イムリーに贈呈したことで、各関係箇所から、多大な
る感謝の意をいただくことができました。

神戸第1グループ
ガバナー補佐　井堂　信純（神戸）

贈呈月日︓各クラブでの贈呈
寄 贈 先︓神戸市内の病院および医療関係者等
フェイスシールド︓グループ合計13,080セット

迅速に各クラブで対応していただきました。各クラ
ブ会長・幹事様のご尽力に感謝申し上げます。

阪神第3グループ
ガバナー補佐　安行　英文（三田）

贈呈月日︓各クラブでの贈呈
寄 贈 先︓各福祉、医療関係など
フェイスシールド︓5,760+6,240枚

医療用品が逼迫している中、意義のある事業であった
と思います。

神戸第2グループ
ガバナー補佐　奥田　祐司（神戸中）

神戸西神ロータリークラブ
神戸モーニングロータリークラブ
贈呈月日︓６月４日(木)
寄 贈 先︓西神戸医療センター
フェイスシールド︓3,600枚（神戸西神RC）
　　　　　　　　　480枚（神戸モーニングRC）
マスク︓10,000枚
　　　　（台湾板橋北區RCより神戸西神RCへの寄贈分）

神戸西ロータリークラブ
贈呈月日︓５月28日(木)
寄 贈 先︓兵庫県立こども病院
フェイスシールド︓600枚

ロータリーフェイスシールドプロジェクト
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ロータリー活動も３月、４月、５月と自粛している
中、この度、浅木ガバナーそして髙瀬ガバナーエレクト
よりフェイスシールドの寄贈案内を受け、西播第２グ
ループとしまして計11,520枚を申請し、各地域の医師
会への贈呈式を行いました。この新型コロナウイルスで
身動きがとれなかった奉仕活動に一石を投じました。あ
りがとうございました。

西播第2グループ
ガバナー補佐　大西　賢一（相生）

贈呈月日︓５月27日(水)～29日(金)
寄 贈 先︓相生市医師会、赤穂市医師会、
　　　　　たつの市揖保郡医師会、
　　　　　宍粟市医師会、赤穂郡医師会、
　　　　　佐用郡医師会、
　　　　　相生赤穂市郡歯科医師会
フェイスシールド︓11,520枚

東播第1グループ
ガバナー補佐　尾上　潤二（明石北）

本日、高砂・加古川両医師会先生方にフェイスシー
ルドをお届けすることが出来ました。
コロナウイルスとの格闘を毎日続けておられる先生

方のお仕事に微力ではございますがお役に立てればと念
じております。

第二種感染症指定医療機関である、県立淡路医療セン
ターにフェイスシールドを寄贈しました。試着した小山
院長からは「体を守れるフェイスシールドは現場職員の
不安を拭えるもので大変助かる」と謝辞を受けました。

東播第2グループ
ガバナー補佐　新井　哲三（高砂）

贈呈月日︓６月９日(火)
寄 贈 先︓高砂市医師会殿　加古川医師会殿
フェイスシールド︓480セット

淡路グループ
ガバナー補佐　川端　英雄（津名）

医療関係者への支援として　明石市保健所感染対策
局にフェイスシールド480枚を明石北RC吉川会長と共
に現物を手渡ししました。大変喜んでいただき明石市保
健所より東播第１グループあてに感謝状をいただきまし
た。

贈呈月日︓５月28日(木)
寄 贈 先︓明石保健所　感染対策局
フェイスシールド︓480セット

前田静也会長（三木）と池町雄介会長（三木みど
り）が仲田一彦三木市長にフェイスシールド寄贈の目録
を贈呈しました。三木市内の医療現場に三木市を通して
配布をして頂きます。COVID-19禍の中、医療現場で日
夜戦っている医療従事者の保全に役立てていただければ
幸甚です。グループ内のその他のクラブについても当該
地域で贈呈式を行いました。

東播第３グループ
ガバナー補佐　伊藤　英樹（三木）

贈呈月日︓５月14日(木)
寄 贈 先︓三木市・小野市・加西市・西脇市
フェイスシールド︓17,280枚
（三木市3,840枚、小野市2,880枚、加西市960枚、西脇市9,600枚）

津名ロータリークラブ
贈呈月日︓６月２日(火)
寄 贈 先︓兵庫県立淡路医療センター
フェイスシールド︓480枚

３月７日に予定していたIMも中止を余儀なくされ、
本年度何か消化不良気味の４月18日。ガバナー事務所
からメールで、地区コロナ対策特別計上予算枠を利用し
て、今不足している医療防護具のうち、フェイスシール
ド寄贈プロジェクトの提案を受け、即16,200セットを
Get︕まさに『拙速は巧遅に勝る』を実感しました。良
い事業になりました。

西播第１グループ
ガバナー補佐　増田　泰之（姫路東）

贈呈月日︓５月８日(金)、14日(木)
寄 贈 先︓姫路市（８日）
　　　　　神河町（14日）
フェイスシールド︓16,200枚

但馬グループ各クラブより、６月２日一斉に贈呈。
但馬地域基幹病院の公立豊岡病院へ1,200セット、
他医療機関へ720セット、４医師会へ600セット寄

贈。

但馬グループ
ガバナー補佐　若宮　正仁（豊岡円山川）

贈呈月日︓６月２日(火)
寄 贈 先︓公立豊岡病院他
フェイスシールド︓2,520枚
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研修委員会

委　員　長 副 委 員 長

　日本のロータリーの会員数の減少傾向が止まら
ない。2680地区も例外ではない。退会者の多くは
ロータリーがよく理解できないまま退会に至ると
いう。そうであれば、クラブで研修を実施し、
ロータリーに対する理解を深めることこそが会員
の退会防止、ひいてはクラブの活性化に役立つと
考える。
 会員への研修の手法として、浅木年度は、RLI
（Rotary Leadership Institute）が最も適切な手
法であると考え、これを学んで、当地区に定着さ
せることに注力した。RLIは1992年にアメリカで
始められたクラブの潜在的なリーダーのリーダー
シップ開発プログラムであり、日本では現在34地
区中３分の２以上の地区が正式なプログラムとし
て採用している。RLIでは、ファシリテーターと
いう進行役を中心とした少人数によるグループ構
成によって議論が進められ、そのテーマはロータ
リーの各分野から満遍なく抽出された多数のテー
マの中から順次選択される。すべてのテーマを済
ませると、RLIの全カリキュラムを修了したもの
と認定される。すなわち合理的に構成されたカリ
キュラムにより、単なる一方通行の情報の伝達で
はなく、会員相互の議論を通じて自然に知識を獲
得し、理解を深めていくシステムである。
 研修委員会は５回の委員会を開催した。第２回
委員会の前に委員長らが先進地区である2760地区
（愛知）でRLIの実際の実施状況を見学し、その

成果を次の委員会に反映したし、第３回委員会で
は同様に先進地区である2650地区（京都など）の
ベテランのファシリテーターを招き、実際的なプ
ログラムの進行方法を学んだ。その後の２回の委
員会で委員自身がRLI方式による議論に参加し、
また順次ファシリテーターを務めて経験を積んだ。
最後に集大成として2020年２月１日に地区内各ク
ラブのクラブ研修リーダー、職業奉仕委員長、情
報委員長等111名の会員の出席を得て「クラブの
研修」講習会を開催した。この会合の名称の趣旨
は、研修はクラブ自らが実施するのが肝要である
が、クラブを支援する役割を担う地区が主催して
「クラブの研修」の方法を学ぶ講習会を開催する
というものである。講習会では出席者を８グルー
プに分け、研修委員会の委員全員が手分けをして
ファシリテーターを務めた。
 年度最後にまとめの委員会を開催し、この講習
会の成果を総括して次年度に引き継ぐことを予定
していたが、新型コロナウイルスの感染拡大によ
る活動自粛で開催できなかったことが残念である。
しかしながら、次年度においてもRLIの取り組み
が継続されると聞いているので、RLIが研修メ
ソッドとして当地区に定着し、各ロータリークラ
ブから真のリーダーが輩出され、クラブが活性化
することが期待される。

（洲本）
中村尚義

研修委員長　滝澤　功治（神戸須磨）

地区委員会報告

（神戸須磨）
滝澤功治

　「職業奉仕」を「社会奉仕活動」的側面から再

構成する考え方が提唱され、これを実施するRI理

事会決定が2019年７月から発効し、地区内からは

戸惑いの声も上がっている。

　これに対応するため、職業奉仕・職業倫理小委

員会は、２月の研修委員会『「クラブ研修」講習

会』でのRLI方式のグループ討論に「職業奉仕・

職業倫理」関連項目をテーマとして上程し、討論

内容を整理・分析し、地区内クラブにフィード

バックすることとした。

　『「クラブ研修」講習会』は、RLI方式導入実

験として成果を収めたが、当小委員会には課題を

残す結果となった。社会奉仕や国際奉仕、ロータ

リー財団の用語定義、適用範囲、実施手続など

「知識共有」にはRLI方式ディスカッションは有

効であろう。しかし、「職業奉仕」は「ロータ

リーの捉え方」に関わり、個々のロータリアンの

人生観にまで遡る。これをRLI方式の俎上に載せ

ることが可能なのか、相応しいのか。この点の検

証は、職業奉仕の問題としても、RLI方式の問題

としても重要な論点となる。しかし、新型コロナ

ウィルスの感染拡大により、検証のための議論を

予定していた委員会が不可能となった。次年度以

降の委員会への期待に応えることができないまま、

年度末を迎えることとなった。

職業奉仕・職業倫理小委員長　大内　晋二（神戸須磨）

　71クラブが一定の情報を共有するために、どの

様な研修方法が良いのかが本年度の課題でした。

この度は、「クラブにおけるRLI方式による研修

のあり方」と題して、各クラブよりクラブ研修

リーダーと職業奉仕委員長を対象に講習会を開催

しました。多少はクラブの役に立てたのではない

かと思っています。これからも、RLI方式の研修

方法に磨きをかけて、少しでも分かりやすい研修

を開催したいと思います。

　これからのRLI小委員会は次のような事柄を中

心に進めていきたいと思います。

１．研修内容の充実

２．研修ツールの鮮明化と高度化

３．地区及びクラブディスカッションリーダー

（DL）の養成

４．ファシリテーション研修方式の充実

　一方的な研修ではなく、クラブと地区が一体と

なって、ロータリーの輝く未来像を模索していき

たいと思います。

※RLI = The Rotary Leadership Institute

　　　　ロータリー・リーダーシップ研究会

研修副委員長・RLI小委員長　中村　尚義（洲本）

小 委 員 長

職業奉仕・職業倫理 RLI

（神戸須磨）
大内晋二

（洲本）
中村尚義



15

研修委員会

委　員　長 副 委 員 長

　日本のロータリーの会員数の減少傾向が止まら
ない。2680地区も例外ではない。退会者の多くは
ロータリーがよく理解できないまま退会に至ると
いう。そうであれば、クラブで研修を実施し、
ロータリーに対する理解を深めることこそが会員
の退会防止、ひいてはクラブの活性化に役立つと
考える。
 会員への研修の手法として、浅木年度は、RLI
（Rotary Leadership Institute）が最も適切な手
法であると考え、これを学んで、当地区に定着さ
せることに注力した。RLIは1992年にアメリカで
始められたクラブの潜在的なリーダーのリーダー
シップ開発プログラムであり、日本では現在34地
区中３分の２以上の地区が正式なプログラムとし
て採用している。RLIでは、ファシリテーターと
いう進行役を中心とした少人数によるグループ構
成によって議論が進められ、そのテーマはロータ
リーの各分野から満遍なく抽出された多数のテー
マの中から順次選択される。すべてのテーマを済
ませると、RLIの全カリキュラムを修了したもの
と認定される。すなわち合理的に構成されたカリ
キュラムにより、単なる一方通行の情報の伝達で
はなく、会員相互の議論を通じて自然に知識を獲
得し、理解を深めていくシステムである。
 研修委員会は５回の委員会を開催した。第２回
委員会の前に委員長らが先進地区である2760地区
（愛知）でRLIの実際の実施状況を見学し、その

成果を次の委員会に反映したし、第３回委員会で
は同様に先進地区である2650地区（京都など）の
ベテランのファシリテーターを招き、実際的なプ
ログラムの進行方法を学んだ。その後の２回の委
員会で委員自身がRLI方式による議論に参加し、
また順次ファシリテーターを務めて経験を積んだ。
最後に集大成として2020年２月１日に地区内各ク
ラブのクラブ研修リーダー、職業奉仕委員長、情
報委員長等111名の会員の出席を得て「クラブの
研修」講習会を開催した。この会合の名称の趣旨
は、研修はクラブ自らが実施するのが肝要である
が、クラブを支援する役割を担う地区が主催して
「クラブの研修」の方法を学ぶ講習会を開催する
というものである。講習会では出席者を８グルー
プに分け、研修委員会の委員全員が手分けをして
ファシリテーターを務めた。
 年度最後にまとめの委員会を開催し、この講習
会の成果を総括して次年度に引き継ぐことを予定
していたが、新型コロナウイルスの感染拡大によ
る活動自粛で開催できなかったことが残念である。
しかしながら、次年度においてもRLIの取り組み
が継続されると聞いているので、RLIが研修メ
ソッドとして当地区に定着し、各ロータリークラ
ブから真のリーダーが輩出され、クラブが活性化
することが期待される。

（洲本）
中村尚義

研修委員長　滝澤　功治（神戸須磨）

地区委員会報告

（神戸須磨）
滝澤功治

　「職業奉仕」を「社会奉仕活動」的側面から再

構成する考え方が提唱され、これを実施するRI理

事会決定が2019年７月から発効し、地区内からは

戸惑いの声も上がっている。

　これに対応するため、職業奉仕・職業倫理小委

員会は、２月の研修委員会『「クラブ研修」講習

会』でのRLI方式のグループ討論に「職業奉仕・

職業倫理」関連項目をテーマとして上程し、討論

内容を整理・分析し、地区内クラブにフィード

バックすることとした。

　『「クラブ研修」講習会』は、RLI方式導入実

験として成果を収めたが、当小委員会には課題を

残す結果となった。社会奉仕や国際奉仕、ロータ

リー財団の用語定義、適用範囲、実施手続など

「知識共有」にはRLI方式ディスカッションは有

効であろう。しかし、「職業奉仕」は「ロータ

リーの捉え方」に関わり、個々のロータリアンの

人生観にまで遡る。これをRLI方式の俎上に載せ

ることが可能なのか、相応しいのか。この点の検

証は、職業奉仕の問題としても、RLI方式の問題

としても重要な論点となる。しかし、新型コロナ

ウィルスの感染拡大により、検証のための議論を

予定していた委員会が不可能となった。次年度以

降の委員会への期待に応えることができないまま、

年度末を迎えることとなった。

職業奉仕・職業倫理小委員長　大内　晋二（神戸須磨）

　71クラブが一定の情報を共有するために、どの

様な研修方法が良いのかが本年度の課題でした。

この度は、「クラブにおけるRLI方式による研修

のあり方」と題して、各クラブよりクラブ研修

リーダーと職業奉仕委員長を対象に講習会を開催

しました。多少はクラブの役に立てたのではない

かと思っています。これからも、RLI方式の研修

方法に磨きをかけて、少しでも分かりやすい研修

を開催したいと思います。

　これからのRLI小委員会は次のような事柄を中

心に進めていきたいと思います。

１．研修内容の充実

２．研修ツールの鮮明化と高度化

３．地区及びクラブディスカッションリーダー

（DL）の養成

４．ファシリテーション研修方式の充実

　一方的な研修ではなく、クラブと地区が一体と

なって、ロータリーの輝く未来像を模索していき

たいと思います。

※RLI = The Rotary Leadership Institute

　　　　ロータリー・リーダーシップ研究会

研修副委員長・RLI小委員長　中村　尚義（洲本）

小 委 員 長

職業奉仕・職業倫理 RLI

（神戸須磨）
大内晋二

（洲本）
中村尚義



16

規定審議委員会

１　2019-20年度は、３年に１度のRI規定審議会
（COL）が2019年５月に開催された直後の年度で
した。同COLではご承知のようにメイクアップ期
間が大幅に拡張されたほかにローターアクトクラ
ブのRIへの加盟が認められるなどの重要な改正が
されましたので、①年度開始早々から改正内容を
検討するとともに地区内各クラブへ迅速に周知す
る必要がありました。また、②2019年RI決議審議
会（COR）に各国から提案されている決議案につ
いての各クラブの意見集約に続いて③2020年COR
へ当地区から提案する決議案の確定及び④立法案
検討会の開催に加え、⑤2020年12月末が提出期限
である2022年COLへの地区制定案の検討も開始し
なければならないという重要な任務が課せられた
年度でした。

　　なお、2019年COLに対しては、当地区からも５
つの制定案を提出しておりましたが、残念ながら
いずれも採択には至りませんでした。

　　また、2019年CORは同年秋に電子投票で開催さ
れ、これにも当地区から５つの決議案を提出して
おりましたが、同様にいずれも採択には至りませ
んでした。

２　委員会は、合計７回開催されました。ただし、
第１回（2019年８月６日）、第２回（10月８
日）、第３回（12月９日）及び第４回（2020年２
月３日）まではほぼ順調に開催できましたが、そ
の後は新型コロナウイルスの影響で通常の委員会
開催が困難となり、第５回（３月）はメーリング
リスト形式を試みたものの活発な意見交換には至

らず、第６回（４月）は流会となったため、第７
回（５月28日）はZOOM方式で行った結果、2020
年COR決議案への提出は見送らざるを得ないとの
結論に至りました。

３　2019年COLの改正は、①前述のとおりメイク
アップ期間が欠席した例会の前後２週間から当該
年度内に拡張されたことが大きなものでしたが、
②職業分類関係でも同一職業に属する会員数の制
限が撤廃されたこと、③会員数６名未満のクラブ
はガバナーの要請によりRI理事会が終結させるこ
とが可能となったこと、④ローターアクトクラブ
のRI加盟が認められたことなどのほかに、当委員
会に関連の深い改正として、⑤理事会などの裁量
の範囲内にある運営又は管理に関わる行為を要請
する決議案は「欠陥のあるもの」とみなすことと
されました。これは、今後は理事会などの裁量の
範囲内にあるとされる行為に係る決議案を提出し
ても窓口で排斥されてしまうことになりますの
で、非常に問題のある改正だと思います。

４　本年５月に予定されていた立法案検討会もコロ
ナウイルスの関係で秋に延期せざるを得なくなる
など、年度後半は十分な委員会活動ができません
でしたが、本年５月に「新型コロナウイルスと例
会運営についてのQ＆A」を発信したことにより
多少とも各クラブの円滑な例会運営に寄与できた
のではないかと考えています。

規定審議委員長　工藤　涼二（神戸西神）

戦略計画委員会

委　員　長 副 委 員 長

　副委員長に丸尾パストガバナー、そして委員に

ロータリー経験豊富な６名の猛者で委員会を構成

し、浅木ガバナー、髙瀬エレクト、吉岡ノミニー

も常時参加の中、月１回のペースで12月まで委員

会を８回開催しました。

　委員会に対しては、浅木ガバナーからは次の３

点の活動要請がありました。

１．地区戦略計画を立案し、ガバナーの任務遂行

を補佐する。

２．クラブが戦略計画を立案し、実行するのを支

援する。

３．日本のロータリー100周年に対する当地区の

取り組みについて検討する。

　まず、１については、委員会で地区ビジョンと

地区戦略計画を作成し、浅木ガバナーに上程しま

した。地区ビジョンはRIのビジョン声明を踏まえ

て、

私たちはロータリーの「奉仕の実践」・「中

核的価値観」を推進し、自らの人間力を高め、

活気にあふれ、魅力あるクラブを目指し、地

域社会や世界に持続可能な良い変化を生むた

めに行動します。

とし、地区における行動指針としました。そして、

地区ビジョンをもとに地区戦略計画を立案しまし

た。紙面の関係で詳細な記述は略しますが、「会

員増強」においては、会員基盤の多様性を図り、

地区全体の会員数を3,000人台に回復、「５大奉

仕の実践」におけるそれぞれの具体的な目標を掲

げ、「研修」においてはロータリアンが中核的価

値観を推進し、人間力を高める研修の充実、強化

を図ることとし、「ロータリー財団・米山奨学

金」の寄付目標達成により充実を図ることを戦略

計画の柱としました。

　続いて２については、12月１日に開催された

「ロータリー研修デー」の「クラブ管理運営セミ

ナー」において、クラブ管理運営委員会との共催

のもと、「クラブのビジョンと戦略計画」をテー

マとし、クラブの現状と課題を理解するために

「クラブの持続可能性チェック」のアンケートの

実施と解説、そして、RI、地区、クラブのビジョ

ンと戦略計画の説明と関連等について講演を行い、

クラブが戦略計画を立案、実行することに対して

の支援を行いました。

　最後に３については、日本のロータリー100周

年に対する当地区の取り組みとして、浅木年度、

髙瀬年度の２年間で25万ドルの基金を目標にした

地区冠名基金の設立を提言しました。冠名基金は

ロータリー財団に恒久基金として寄付をし、その

運用益でグローバル補助金プロジェクトを支援す

るもので、日本のロータリー100周年に対する当

地区のプロジェクトとして検討をいただければ幸

いです。

（加古川中央）
矢野宗司

（神戸西神）
丸尾研一

戦略計画委員長　矢野　宗司（加古川中央）

委　員　長 副 委 員 長

（神戸西神）
工藤涼二

（柏原）
冨田博重
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規定審議委員会

１　2019-20年度は、３年に１度のRI規定審議会
（COL）が2019年５月に開催された直後の年度で
した。同COLではご承知のようにメイクアップ期
間が大幅に拡張されたほかにローターアクトクラ
ブのRIへの加盟が認められるなどの重要な改正が
されましたので、①年度開始早々から改正内容を
検討するとともに地区内各クラブへ迅速に周知す
る必要がありました。また、②2019年RI決議審議
会（COR）に各国から提案されている決議案につ
いての各クラブの意見集約に続いて③2020年COR
へ当地区から提案する決議案の確定及び④立法案
検討会の開催に加え、⑤2020年12月末が提出期限
である2022年COLへの地区制定案の検討も開始し
なければならないという重要な任務が課せられた
年度でした。

　　なお、2019年COLに対しては、当地区からも５
つの制定案を提出しておりましたが、残念ながら
いずれも採択には至りませんでした。

　　また、2019年CORは同年秋に電子投票で開催さ
れ、これにも当地区から５つの決議案を提出して
おりましたが、同様にいずれも採択には至りませ
んでした。

２　委員会は、合計７回開催されました。ただし、
第１回（2019年８月６日）、第２回（10月８
日）、第３回（12月９日）及び第４回（2020年２
月３日）まではほぼ順調に開催できましたが、そ
の後は新型コロナウイルスの影響で通常の委員会
開催が困難となり、第５回（３月）はメーリング
リスト形式を試みたものの活発な意見交換には至

らず、第６回（４月）は流会となったため、第７
回（５月28日）はZOOM方式で行った結果、2020
年COR決議案への提出は見送らざるを得ないとの
結論に至りました。

３　2019年COLの改正は、①前述のとおりメイク
アップ期間が欠席した例会の前後２週間から当該
年度内に拡張されたことが大きなものでしたが、
②職業分類関係でも同一職業に属する会員数の制
限が撤廃されたこと、③会員数６名未満のクラブ
はガバナーの要請によりRI理事会が終結させるこ
とが可能となったこと、④ローターアクトクラブ
のRI加盟が認められたことなどのほかに、当委員
会に関連の深い改正として、⑤理事会などの裁量
の範囲内にある運営又は管理に関わる行為を要請
する決議案は「欠陥のあるもの」とみなすことと
されました。これは、今後は理事会などの裁量の
範囲内にあるとされる行為に係る決議案を提出し
ても窓口で排斥されてしまうことになりますの
で、非常に問題のある改正だと思います。

４　本年５月に予定されていた立法案検討会もコロ
ナウイルスの関係で秋に延期せざるを得なくなる
など、年度後半は十分な委員会活動ができません
でしたが、本年５月に「新型コロナウイルスと例
会運営についてのQ＆A」を発信したことにより
多少とも各クラブの円滑な例会運営に寄与できた
のではないかと考えています。

規定審議委員長　工藤　涼二（神戸西神）

戦略計画委員会

委　員　長 副 委 員 長

　副委員長に丸尾パストガバナー、そして委員に

ロータリー経験豊富な６名の猛者で委員会を構成

し、浅木ガバナー、髙瀬エレクト、吉岡ノミニー

も常時参加の中、月１回のペースで12月まで委員

会を８回開催しました。

　委員会に対しては、浅木ガバナーからは次の３

点の活動要請がありました。

１．地区戦略計画を立案し、ガバナーの任務遂行

を補佐する。

２．クラブが戦略計画を立案し、実行するのを支

援する。

３．日本のロータリー100周年に対する当地区の

取り組みについて検討する。

　まず、１については、委員会で地区ビジョンと

地区戦略計画を作成し、浅木ガバナーに上程しま

した。地区ビジョンはRIのビジョン声明を踏まえ

て、

私たちはロータリーの「奉仕の実践」・「中

核的価値観」を推進し、自らの人間力を高め、

活気にあふれ、魅力あるクラブを目指し、地

域社会や世界に持続可能な良い変化を生むた

めに行動します。

とし、地区における行動指針としました。そして、

地区ビジョンをもとに地区戦略計画を立案しまし

た。紙面の関係で詳細な記述は略しますが、「会

員増強」においては、会員基盤の多様性を図り、

地区全体の会員数を3,000人台に回復、「５大奉

仕の実践」におけるそれぞれの具体的な目標を掲

げ、「研修」においてはロータリアンが中核的価

値観を推進し、人間力を高める研修の充実、強化

を図ることとし、「ロータリー財団・米山奨学

金」の寄付目標達成により充実を図ることを戦略

計画の柱としました。

　続いて２については、12月１日に開催された

「ロータリー研修デー」の「クラブ管理運営セミ

ナー」において、クラブ管理運営委員会との共催

のもと、「クラブのビジョンと戦略計画」をテー

マとし、クラブの現状と課題を理解するために

「クラブの持続可能性チェック」のアンケートの

実施と解説、そして、RI、地区、クラブのビジョ

ンと戦略計画の説明と関連等について講演を行い、

クラブが戦略計画を立案、実行することに対して

の支援を行いました。

　最後に３については、日本のロータリー100周

年に対する当地区の取り組みとして、浅木年度、

髙瀬年度の２年間で25万ドルの基金を目標にした

地区冠名基金の設立を提言しました。冠名基金は

ロータリー財団に恒久基金として寄付をし、その

運用益でグローバル補助金プロジェクトを支援す

るもので、日本のロータリー100周年に対する当

地区のプロジェクトとして検討をいただければ幸

いです。

（加古川中央）
矢野宗司

（神戸西神）
丸尾研一

戦略計画委員長　矢野　宗司（加古川中央）

委　員　長 副 委 員 長

（神戸西神）
工藤涼二

（柏原）
冨田博重
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危機管理委員会

１．ロータリー活動における危機管理問題の重要性

は、RIJYEMの尽力等もあり、この数年間でそれ

なりに理解が得られる方向にあり、以前の様に

「そんな暗い話は止めろ」の様な発言をされるこ

とは無くなったと思います。そうした中で新型コ

ロナウイルスの発生は私達の想定能力の限界を教

えると共に、一方で想定の甘さをも教えてくれま

した。RIはパンデミックを危機の１つに挙げ、私

達に注意喚起をしていました。私達は、既に発生

したウイルス危機に対する対応を端緒として、危

機の常態下における新たな危機への予防と備えに

ついても更なる研鑽の必要性を知らされました。

２．本年度の前半は、これ迄の蓄積を生かし、これ

を地区に広め、RIJYEMとの協同を図ることを目

標としました。具体的には、第１に2019年12月１

日（日）、神戸ポートピアホテルにおいて「危機

管理・青少年関連セミナー」を開催しました。

テーマは危機管理全般に及んでいますが、特に外

部委員である小林和委員による講話は精神科医か

らの青少年問題に関するものであり、恒例となっ

た外部委員講話として参考となるものでした。第

２に、2020年２月９日、佐賀市の西九州大学にお

いて2740地区主催による第12回全国RYLA研究会

において、当委員会の委員長、副委員長が参加し、

第２分科会（危機管理について）において講話、

討議のファシリテーターをするなどまとめ役を果

たしました。

３．年明け早々からコロナ問題が発生し、2020年２

月28日には第２回委員会（於TKP三宮ビジネスセ

ンター）において委員長より「コロナウイルスと

危機管理」の解説があり、ガバナー、次年度代表

幹事から地区行事の開催についての報告がなされ

ました。2020年３月13日には緊急青少年交換小委

員会において、交換生の処遇が協議され、冒頭当

委員会委員長より基本的に早期帰国を決定すべき

であるとの意見があり、特に異論もなくガバナー

はその場で交換生全員の早期帰国を決定し、委員

会開催中に連絡可能な交換生にその旨が伝えられ、

無事全員の帰国が果たされました。交換生の処遇

決定は危機対応のモデルケースとなり得る貴重な

経験となりました。

４．今年度、委員会は２回開催したのみですが、多

くの教訓を残す年度であったと思います。

危機管理委員長　黒田　建一（西宮イブニング）

奉仕プロジェクト特別会計委員会

委　員　長

　本年度は、奉仕プロジェクト特別会計支援金運

用規定及び申請要項について、その財源及び支援

の基準について明文化しました。

　まず財源についてですが、WCS特別会計・

VTT特別会計-チャリティ親睦ゴルフ大会基金の

各残高（３件の2012-13年度末の残高の合計は800

万円を超えます）を引き継ぎ、各年度の「VTT

分担金等」という名目で特別会計運用規定に明記

されました。

　さらに、資金の支援につきましては、クラブ独

自の奉仕プロジェクトを実行費用総額の50％以内

で50万円を限度とするなどと明記されました。

　今年度は、ミャンマーにおける図書館築造と蔵

書寄贈プロジェクト等12件の申請に対し、187万

円の資金の支援の決定をいたしました。もっとも、

うち３件がコロナのために中止となり、最終の支

援金額は、合計138万円となりました。

　本年度のVTT分担金総額は、合計286万円です

ので、本年度の支援金額は半額程度しかなりませ

ん。

　新型コロナウイルスのためとはいえ、各クラブ

の奉仕事業が低調なのではないかと心配です。

　奉仕プロジェクト特別会計は、ロータリー財団

とは関係なく、地区の裁量で決定されますので、

ぜひ、当資金をご利用ください。

（神戸南）
石丸鐵太郎

奉仕プロジェクト特別会計委員長　石丸　鐵太郎（神戸南）

委　員　長 副 委 員 長

（西宮イブニング）
黒田建一

（伊丹）
田中賢一
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危機管理委員会

１．ロータリー活動における危機管理問題の重要性

は、RIJYEMの尽力等もあり、この数年間でそれ

なりに理解が得られる方向にあり、以前の様に

「そんな暗い話は止めろ」の様な発言をされるこ

とは無くなったと思います。そうした中で新型コ

ロナウイルスの発生は私達の想定能力の限界を教

えると共に、一方で想定の甘さをも教えてくれま

した。RIはパンデミックを危機の１つに挙げ、私

達に注意喚起をしていました。私達は、既に発生

したウイルス危機に対する対応を端緒として、危

機の常態下における新たな危機への予防と備えに

ついても更なる研鑽の必要性を知らされました。

２．本年度の前半は、これ迄の蓄積を生かし、これ

を地区に広め、RIJYEMとの協同を図ることを目

標としました。具体的には、第１に2019年12月１

日（日）、神戸ポートピアホテルにおいて「危機

管理・青少年関連セミナー」を開催しました。

テーマは危機管理全般に及んでいますが、特に外

部委員である小林和委員による講話は精神科医か

らの青少年問題に関するものであり、恒例となっ

た外部委員講話として参考となるものでした。第

２に、2020年２月９日、佐賀市の西九州大学にお

いて2740地区主催による第12回全国RYLA研究会

において、当委員会の委員長、副委員長が参加し、

第２分科会（危機管理について）において講話、

討議のファシリテーターをするなどまとめ役を果

たしました。

３．年明け早々からコロナ問題が発生し、2020年２

月28日には第２回委員会（於TKP三宮ビジネスセ

ンター）において委員長より「コロナウイルスと

危機管理」の解説があり、ガバナー、次年度代表

幹事から地区行事の開催についての報告がなされ

ました。2020年３月13日には緊急青少年交換小委

員会において、交換生の処遇が協議され、冒頭当

委員会委員長より基本的に早期帰国を決定すべき

であるとの意見があり、特に異論もなくガバナー

はその場で交換生全員の早期帰国を決定し、委員

会開催中に連絡可能な交換生にその旨が伝えられ、

無事全員の帰国が果たされました。交換生の処遇

決定は危機対応のモデルケースとなり得る貴重な

経験となりました。

４．今年度、委員会は２回開催したのみですが、多

くの教訓を残す年度であったと思います。

危機管理委員長　黒田　建一（西宮イブニング）

奉仕プロジェクト特別会計委員会

委　員　長

　本年度は、奉仕プロジェクト特別会計支援金運

用規定及び申請要項について、その財源及び支援

の基準について明文化しました。

　まず財源についてですが、WCS特別会計・

VTT特別会計-チャリティ親睦ゴルフ大会基金の

各残高（３件の2012-13年度末の残高の合計は800

万円を超えます）を引き継ぎ、各年度の「VTT

分担金等」という名目で特別会計運用規定に明記

されました。

　さらに、資金の支援につきましては、クラブ独
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（神戸南）
石丸鐵太郎

奉仕プロジェクト特別会計委員長　石丸　鐵太郎（神戸南）

委　員　長 副 委 員 長

（西宮イブニング）
黒田建一

（伊丹）
田中賢一

申請者 行　　事　　名 プロジェクト
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ローター
アクト
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2019ホームカミングＲＹＬＡ（RYLA学友会） 945,040 105,040

日本ロータリー学友会総会への参加（財団学友会） 103,248 103,248

青少年交換来日生京都研修（青少年交換学友） 56,300 48,160

青少年交換来日生広島研修（青少年交換学友） 52,740 35,140

青少年交換来日生大阪研修（青少年交換学友）
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2019-20年度　奉仕プロジェクト特別会計申請一覧
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クラブ管理運営委員会

　ガバナーから委員会への要請事項のうち最優先事

項は、クラブの活性化のために「クラブ戦略計画

（長期戦略）」を推進することであるとして、2019

年５月11日の地区研修・協議会部門別分科会及び12

月１日のロータリー研修デーにおいてセミナーを開

催しました。

　どちらのセミナーも出席要請対象者を2020-21年

度クラブリーダー予定者としました。分科会でのセ

ミナーでは、現在のロータリーの課題を確認し、自

クラブの「戦略計画」を立案・推進していく機会と

しました。なぜ戦略計画が必要なのかを説明した後、

テーブルディスカッションで他クラブと情報交換を

しながら、クラブの現状把握をしていただき、クラ

ブのビジョンの必要性とビジョンのためには戦略計

画が必要であることを理解していただきました。

　ロータリー研修デーにおけるセミナーでは、テー

マを「クラブのビジョンと戦略計画」として、戦略

計画委員会と協同開催しました。矢野宗司戦略計画

委員長を講師に迎え、RI、地区、クラブの順にそれ

ぞれのビジョンと戦略計画の説明及びその関連等に

ついて講話をいただきました。

　RIにおける戦略計画については、1906年から現在

まで、時代に対応するためにビジョンを策定し実施

してきた様々な戦略計画の流れを時系列的に提示さ

れました。それらの内容は今ではロータリーの常識

となっているものばかりです。

　このセミナーの前に、クラブの現状と課題を理解

するため、事前アンケート「クラブの持続性チェッ

ク」を各クラブ会長エレクトに回答していただきま

した。回答されたデータと共にその結果をレーダー

図で明示し、クラブにおける課題の発見や地区平均

値と比較できるようにして配布しました。

　魅力的なクラブになるため、あり続けるにはクラ

ブのビジョンが必要です。そのビジョンを策定し具

現化のための具体的な道程を作っていくためには、

戦略計画委員会の設置が必要不可欠であることに気

づいていただけたと思います。

　各クラブへの戦略計画委員会設置推進への協力に

ついて、４月４日の第７回委員会で進める予定でし

たが、COVID-19による地区行事、委員会自粛要請

により延期になったまま年度末を迎えることになり

ました。

　本来ならこのような状況下においてこそ当委員会

が、各クラブの例会開催状況の調査とその情報提供、

そして例会再開に向けての援助をすべきでありまし

た。幸いにも次年度クラブ管理運営委員会矢坂委員

長の機転で情報収集していただくことができました。

この場を借りまして感謝申し上げます。

委　員　長

（姫路）
城　　守

クラブ管理運営委員長　城　　守（姫路）

地区財務委員会

　本年度、ガバナーから地区運営方針において示さ
れた地区財務委員会の職務は、「地区予算案の作成
並びに地区資金の管理を行い、地区の財務に関する
年次報告書を作成する。」ことと「収支が正確に保
持されているか常時確認する。」ことでした。
　地区予算案については、会員数2,750名と想定した
うえ、原則として前年度を踏襲しつつ、委員会の統
廃合を反映させたものとすることを基本方針として
作成し、2019年３月17日のPETSにおいて予算を提
出し、５月11日の地区研修・協議会において承認を
受けました。
　本年度は、ガバナーの意向を受けて、予算執行の
基本姿勢として、「地区活動費」の予算を尊重した
執行と特別会計との関係の整理を掲げました。その
結果、地区経費の削減と運営の効率化を図るための
「2019-20年度地区委員会取り決め事項」に基づく
運用がなされるとともに、「奉仕プロジェクト特別
会計運用規定」の改定がなされました。
　そして、地区大会会計については、コロナウイル
スの影響により大幅な変更を加えざるを得なくなり
ましたが、特別事業として「ロータリーフェイス
シールド贈呈プロジェクト」の実施と「大規模災害
救援特別会計」の設置をすることができました。
　以上が本年度の活動として特記すべき事項ですが、
日常の「収支が正確に保持されているか常時確認」
しながら地区資金の管理に努めてくることができた
のは、ひとえに、村尾憲一郎代表幹事、土井正孝会
計長及び松岡辰弥副会計長並びにガバナー事務所ス
タッフのご協力と光斎信治監査委員長のご指導のも
と、飯田健一財務副委員長の助力があったからであ
り、ここに深く謝意を表します。

　６月17日（水）神戸ポートピアホテルにおいて、
ロータリー財団地区補助金プロジェクトに関する
年次財務評価を実施した。
　新型コロナウイルス感染症を考慮に入れ、出来
る限り少人数で行うこととし各監査委員会委員の
委任を受け、佐茂省治補助金小委員長（尼崎中）
と飯田健一財団資金管理小委員長（神戸南）出席
の下行った。
　18件の奉仕プロジェクトと７件の奨学金プロ
ジェクト、そして今年度は臨時費として10件の新
型コロナウイルス関連費等が支出され、その内容
を確認した。

委　員　長

（神戸）
上谷佳宏

監査委員会

委　員　長

（神戸須磨）
光斎信治

地区財務委員長　上谷　佳宏（神戸） 監査委員長　光斎　信治（神戸須磨）

副 委 員 長

（加古川中央）
大西淳滋郎
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クラブ管理運営委員会
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月１日のロータリー研修デーにおいてセミナーを開

催しました。
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クラブの「戦略計画」を立案・推進していく機会と
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づいていただけたと思います。
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クラブ管理運営委員長　城　　守（姫路）
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受けました。
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スの影響により大幅な変更を加えざるを得なくなり
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救援特別会計」の設置をすることができました。
　以上が本年度の活動として特記すべき事項ですが、
日常の「収支が正確に保持されているか常時確認」
しながら地区資金の管理に努めてくることができた
のは、ひとえに、村尾憲一郎代表幹事、土井正孝会
計長及び松岡辰弥副会計長並びにガバナー事務所ス
タッフのご協力と光斎信治監査委員長のご指導のも
と、飯田健一財務副委員長の助力があったからであ
り、ここに深く謝意を表します。

　６月17日（水）神戸ポートピアホテルにおいて、
ロータリー財団地区補助金プロジェクトに関する
年次財務評価を実施した。
　新型コロナウイルス感染症を考慮に入れ、出来
る限り少人数で行うこととし各監査委員会委員の
委任を受け、佐茂省治補助金小委員長（尼崎中）
と飯田健一財団資金管理小委員長（神戸南）出席
の下行った。
　18件の奉仕プロジェクトと７件の奨学金プロ
ジェクト、そして今年度は臨時費として10件の新
型コロナウイルス関連費等が支出され、その内容
を確認した。

委　員　長

（神戸）
上谷佳宏

監査委員会

委　員　長

（神戸須磨）
光斎信治

地区財務委員長　上谷　佳宏（神戸） 監査委員長　光斎　信治（神戸須磨）

副 委 員 長

（加古川中央）
大西淳滋郎
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会員増強委員会

　会員活動委員会を効果的に行うにはリーダーシッ
プの継続性が重要ですが、今年度は私の能力不足を
宇尾副委員長、梅原副委員長、有能な委員の皆様が
大きな力を発揮してくださり、５月11日地区研修・
協議会会員増強部門分科会及び、６月８日会員増強
セミナーを成功させてくださったことをまず感謝申
し上げます。
１．地区研修・協議会　会員増強部門分科会（2019

年５月11日）
　会員増強のトランスフォームについて委員長武田

より主旨を説明、
　次に「会員増強委員長の役割」について宇尾副委

員長からのプレゼンテーションがあった。それを
受け、本條委員の司会で、「会員基盤の多様化推
進に向けて」参加者（68名）がグループに分かれ
て分団協議を行った。

　協議内容：　
１）会員増強は多様なメンバーで構成されている

か？
２）卓話に地域で活躍する女性や若者を招いてい

るか？
３）クラブの健康度チェック、クラブの現状分析

と10年後のクラブの在り方を模索、改善点など
話し合った。

　多様な委員で構成されているクラブは少なく、
女性会員や若手会員が活躍できるような意識改革
が少ない。まず例会がマンネリ化で、新入会員の
フォローが少ない。高齢化クラブが多く、40代の
新入会員の入会がのぞまれるが、クラブ全体で戦

会員増強委員長　武田　寿子（神戸西）

略計画を考える必要がある。
２．会員増強セミナー「会員基盤のTransform」

（2019年６月８日）
１）浅木ガバナーから「会員基盤のトランス

フォームについて」の指針説明。
２）講演　「なぜ私はロータリーに所属している

のか」
　　講師　2730地区増強委員長　
　　　　　田村香代子氏（都城中央RC）

いかに女性会員を増強し、クラブを超えて災
害支援などで女性の活躍の場を作り活性化を図
り会員増強に結び付けたかなど、示唆に富んだ
講演をいただいた。

３）事例に学ぶ各クラブの実践報告（我がクラブ
の会員増強）
「ロータリークラブとビジョン」

神戸西RC　会員増強委員長　大澤裕信
「会員増強のとりくみ」

神戸須磨RC　会員増強委員　奥田雅人
「あきらめない会員増強」

加古川平成RC　会長　林知宏
「『よそ者』勧誘のすすめ」

淡路三原RC　幹事　大田雅之
 武田委員長からセミナーの趣旨と会員増強を
推進するための指針があり、髙瀬ガバナーノミ
ニー（当時）の閉会挨拶で終了した。

３．会員増強についての各クラブからの卓話要請に
は宇尾副委員長４回、梅原副委員長２回、武田２
回、委員の方々も各地で依頼を受け活動した。

公共イメージ委員会

　2019年５月11日の2019年地区研修・協議会部門別

分科会（場所：神戸ポートピアホテル）の社会奉仕

部門分科会において、浅見昭彦公共イメージ委員会

委員（当時：㈱日本経済新聞社神戸支社長・神戸

RC）によりロータリークラブの認知度の伝え方に

ついて、マスコミ関係者としてお話しいただきまし

た。

　７月13日に2019-20年度RI第３ゾーン「戦略計画

推進セミナー」（場所：ホテルグランヴィア大阪）

に公共イメージ委員長として参加。

　11月8日に第１回公共イメージ委員会（場所：神

戸ポートピアホテル）を開催し、ロータリー研修

デーの実施体制、今後の公共イメージ委員会の進め

方、神戸まつりおまつりパレード参加協力などにつ

いて審議・協議しました。

　11月14日開催のポリオプラス小委員会には、神戸

まつりへの参加協力準備として公共イメージ委員会

より池信秀明公共イメージ副委員長（伊丹RC）と

私が出席しました。

　12月１日にはロータリー研修デー（社会奉仕・公

共イメージ合同セミナー）が開催され、第３地域

ロータリー公共イメージコーディネーター補佐

（ARPIC）の片山　勉氏（2660地区・大阪東RC）

を講師にお招きして「ロータリー公共イメージの推

進」をテーマにお話しいただきました。

公共イメージ委員長　濵　　浩一（神戸）

　３月13日、第１回ポリオプラス・公共イメージ委

員会が開催され、５月17日に予定されていた神戸ま

つりおまつりパレード用にポリオ撲滅キャンペーン

の横断幕作成協力など打合せを進めていましたが、

新型コロナウイルス感染症の影響により中止となり、

その後に委員会も開催できず、委員会の方々にも十

分に力を発揮していただけなかったことが残念な後

半となりました。

委　員　長 副 委 員 長

（神戸）
濵　浩一

（伊丹）
池信秀明

委　員　長 副 委 員 長

（神戸西）
武田寿子

（西宮イブニング）
梅原可奈子

（神戸中）
宇尾好博
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社会奉仕委員会

委　員　長

　RIの方針を受けて、浅木ガバナーが地区組織を

変更し、青少年奉仕委員会をなくし、その３つの

小委員会を社会奉仕委員会に含めるということに

なり、従来の社会奉仕委員会とは異質な組織とな

りました。大きな組織となった委員会をしっかり

支えていただいた坂東、藤井両副委員長には心よ

り感謝いたします。特に青少年奉仕関係は坂東副

委員長に頼るところが大でありました。

　まず、社会奉仕小委員会は従来の社会奉仕委員

会として、主に地区補助金プロジェクトの予備審

査と、プロジェクト実施に当たって担当の委員が

現地見学、並びに実施報告書のチェックと、瀬戸

小委員長のもと、一年間、精力的に活動を行いま

した。また、新型コロナウィルス感染拡大の影響

のため、いくつかのクラブがプロジェクトを中止

せざるを得なかったのはとても残念でした。

　社会奉仕委員会としては、１月25日には第22回

発達障害理解のための基礎と実践講座が多くの教

育関係者の参加のもと、神戸西RC主管により開

催されました。竹田契一先生（宝塚武庫川）等に

よる「若者のゲーム障害」をテーマとした講演や

対談は極めて興味深いものでした。

　従来の青少年奉仕委員会からはインターアクト、

ローターアクト、RYLAの小委員会が社会奉仕委

員会に組み込まれました。３つの小委員会とも新

型コロナウィルス感染拡大の影響をもろに受け、

RYLAにおいては田中小委員長の尽力にもかかわ

らず中止となり、インターアクト小委員会につい

ては、会長・幹事会も中止となり、委員会として

はほとんど活動ができませんでした。ローターア

クト小委員会については、３月以後は大幅な制約

の中での活動となりましたが、RAC出身の奥田

小委員長がRACに寄り添った活躍をしてくれま

した。とりわけ、ローターアクトが2021-22年度

全国ローターアクト研修会の主管に決まったこと

は喜ばしい限りです。

　また、12月１日の「ロータリー研修デー」にお

いては、社会奉仕小委員会は公共イメージ委員会

と社会奉仕・公共イメージ合同セミナーを開催し

ました。セミナーでは、ロータリーにおける社会

奉仕の歴史、地区補助金使用における留意点、発

達障害理解のための講演会への当地区の取り組み

にいての説明を行いました。一方、青少年奉仕部

門では危機管理委員会と合同でセミナーを開催し、

坂東副委員長が「青少年の海外旅行と危機管理」

と題して講演を行いましたが、例年に比べると新

型コロナウィルス感染症の影響もあって、残念な

がら十分な活動ができなかった一年でした。

（加古川中央）
矢野宗司

社会奉仕委員長　矢野　宗司（加古川中央）

　地区補助金を使った奉仕プロジェクト（全21件

＝補助金管理セミナー含む）は、取り下げ１件と、

２月以降に実施予定だった６件が新型コロナウイ

ルス感染症の影響で中止を余儀なくされ、実施さ

れませんでした。

　実施されなかったために使われなかった地区補

助金に臨時費を加えた、予算約500万円を財源に

各クラブの地元の、新型コロナウイルス感染症対

応プロジェクトが10件実施されました。

　12月１日のロータリー研修デーには、社会奉仕

セミナーを開催しました。

　１月25日には「若者のゲーム障害」の題で、第

22回発達障害理解のための基礎と実践講座を開催

しました。

　３月20日からは、2020-21年度地区補助金の事

前審査を社会奉仕小委員会の各委員が分担して行

い補助金小委員会へ送致しました。結果、クラブ

から申請された23件全ての地区補助金プロジェク

トは、６月26日にロータリー財団の承認が得られ

ました。

社会奉仕小委員長　瀬戸　　徹（西宮）

　2019－20年度の第2680地区インターアクト小委

員会は、青少年保護の観点からインターアクトプ

ログラムでのロータリアンの責任の所在を明確に

するため、地区として各インターアクトクラブと

の関わり方を見直ししました。

　そのような中、第37回地区インターアクト年次

大会が浅木幸雄ガバナー主催、氷上高等学校イン

ターアクトクラブ及びその提唱ロータリークラブ

である柏原ロータリークラブの共同主管で、2019

年８月17日から18日の２日間の日程で開催され、

地区内26インターアクトクラブの活動報告やワー

クショップを行い、より良い親睦の時間と情報交

換の場となることを目指し、それはインターアク

ターのリーダー育成にも大きく貢献したものと思

います。その後芦屋ロータリークラブ提唱により

甲南高等学校中学校インターアクトクラブが新た

に発足し、ますます活発に活動していく予定でし

たが、残念ながら年度後半は新型コロナウィルス

感染拡大に伴うロータリー活動自粛の影響で、予

定していた活動が延期もしくは中止となってしま

いました。

インターアクト小委員長　中本　広太郎（神戸）

副 委 員 長

（篠山）
藤井恵一

（柏原）
坂東隆弘

（西宮）
瀬戸　徹

小 委 員 長

（神戸）
中本広太郎

（神戸モーニング）
奥田　裕

（伊丹）
田中賢一

ＲＹＬＡ社会奉仕 インターアクト ローターアクト
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社会奉仕委員会

　2019-20年度、RI理事会決定に準拠した地区委

員会組織の再編により、国際奉仕委員会は、従来

の国際奉仕小委員会、学友小委員会に、あらたに、

青少年交換小委員会を加え、計３つの小委員会の

合同委員会となりました。

　ロータリー研修デーについて、国際奉仕セミ

ナーは、国際奉仕小委員会と学友小委員会合同で

開催し、青少年交換小委員会は、青少年奉仕とい

う立場から、危機管理・青少年関連セミナーに合

同で入る形となりました。

　今年度後半は、新型コロナウィルス感染症の影

響により、国際奉仕委員会内の各小委員会は、オ

ンラインでの開催等、安全に配慮した上で色々な

形で活動いたしました。

　次年度以降も更なる国際奉仕関連活動実施のた

め、各クラブの御協力をお願い致します。

国際奉仕委員長　山本　正二（西宮夙川）

　今年度は、日本ロータリー100周年でもあり、

DDFにも余裕があるとのことで、クラブから複

数の申請がありました。しかし、ご承知の通り、

2020年の年初あたりから中国をはじめ世界中で新

型コロナウイルス感染が拡まったため、相手地区

やクラブへの連絡も取りづらく、事業実施も感染

の心配を考慮したものでないといけなくなり非常

に動きづらい時期がありました。

　しかし、そんな中でもグローバル補助金につい

ては、VTTプロジェクトが２件、人道的プロ

ジェクトが５件（うち２件は協力プロジェクト）

がCLOSE、人道的プロジェクトが２件新規申請、

と活発な動きがありました。（詳細はこの事業報

告62～63ページを参照ください）

　委員会を開いて、直接関係各位に質問・確認等

をして頂けないのが残念でした。

国際奉仕委員長・国際奉仕小委員長　山本　正二（西宮夙川）

　ロータリーに関わる切っ掛けがローターアクト

だった私にとって、地区委員会の一員としてロー

ターアクト小委員会に携わり一年間ローターアク

ターと地区運営できたことは、一つの大きな段階

を通ることを意味しました。毎年役職が変わりま

すので、地区ローターアクト代表をする人にとっ

ては０からの積み上げで、満足に理解し運営でき

るようになる頃には年度が終わりを迎えるもので

す。その点では、引き継ぎが上手くいくとスター

ト地点が変わってきます。しかし、各年度におい

て引き継がれるものだけを実行していくのではな

く、多彩な運営方法を試すことで、出来ることの

幅が広がっていき、長期的に発展していくのだと

思います。

 今思うこととして、やりたいことは早くやって

おくべしということです。各ローターアクトクラ

ブの例会に訪問するなど委員長だからできること

を年初からすべきだったと思います。これからも

状況に対応した活動を期待しています。ローター

アクトにご協力いただきました皆様に今一度感謝

を申し上げます。

ローターアクト小委員長　奥田　　裕（神戸モーニング）

　昨年度、第42回RYLAセミナーを本年３月に実

施すべく、当地区の小委員会、2670地区との合同

委員会さらにはカウンセラーミーティングを開催

してまいりました。

　プログラムも決定し、受講生の募集も行ってい

ましたが、COVID-19の影響により、本年３月の

時点でRYLAセミナーの開催中止を決定せざるを

得ませんでした。

　受講生の皆様、講師の先生方、RYLA小委員会

関係の方々には、せっかくご予定いただいたのに

申し訳ない気持ちでいっぱいですが、何とか本年

度はRYLAセミナーを開催したいと思います。

　COVID-19の影響により、RYLAセミナーの内

容・実施方法も変更せざるをえないと思います

が、変更してよいもの、変更できないものがある

と思います。RYLAセミナーの本質とは何かを、

じっくり考える良い機会であると積極的に考え

て、本年度、小委員会を開催していきたいと考え

ています。

　関係者の皆様、どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

ＲＹＬＡ小委員長　田中　賢一（伊丹）

国際奉仕委員会

委　員　長 副 委 員 長

（西宮夙川）
山本正二

（龍野）
圓尾美佳

（西宮夙川）
山本正二

小 委 員 長

（神戸）
永松潔和

（姫路東）
白井務子

青少年交換国際奉仕 学　　友
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社会奉仕委員会

　2019-20年度、RI理事会決定に準拠した地区委

員会組織の再編により、国際奉仕委員会は、従来

の国際奉仕小委員会、学友小委員会に、あらたに、

青少年交換小委員会を加え、計３つの小委員会の

合同委員会となりました。

　ロータリー研修デーについて、国際奉仕セミ

ナーは、国際奉仕小委員会と学友小委員会合同で

開催し、青少年交換小委員会は、青少年奉仕とい

う立場から、危機管理・青少年関連セミナーに合

同で入る形となりました。

　今年度後半は、新型コロナウィルス感染症の影

響により、国際奉仕委員会内の各小委員会は、オ

ンラインでの開催等、安全に配慮した上で色々な

形で活動いたしました。

　次年度以降も更なる国際奉仕関連活動実施のた

め、各クラブの御協力をお願い致します。

国際奉仕委員長　山本　正二（西宮夙川）

　今年度は、日本ロータリー100周年でもあり、

DDFにも余裕があるとのことで、クラブから複

数の申請がありました。しかし、ご承知の通り、

2020年の年初あたりから中国をはじめ世界中で新

型コロナウイルス感染が拡まったため、相手地区

やクラブへの連絡も取りづらく、事業実施も感染

の心配を考慮したものでないといけなくなり非常

に動きづらい時期がありました。

　しかし、そんな中でもグローバル補助金につい

ては、VTTプロジェクトが２件、人道的プロ

ジェクトが５件（うち２件は協力プロジェクト）

がCLOSE、人道的プロジェクトが２件新規申請、

と活発な動きがありました。（詳細はこの事業報

告62～63ページを参照ください）

　委員会を開いて、直接関係各位に質問・確認等

をして頂けないのが残念でした。

国際奉仕委員長・国際奉仕小委員長　山本　正二（西宮夙川）

　ロータリーに関わる切っ掛けがローターアクト

だった私にとって、地区委員会の一員としてロー

ターアクト小委員会に携わり一年間ローターアク

ターと地区運営できたことは、一つの大きな段階

を通ることを意味しました。毎年役職が変わりま

すので、地区ローターアクト代表をする人にとっ

ては０からの積み上げで、満足に理解し運営でき

るようになる頃には年度が終わりを迎えるもので

す。その点では、引き継ぎが上手くいくとスター

ト地点が変わってきます。しかし、各年度におい

て引き継がれるものだけを実行していくのではな

く、多彩な運営方法を試すことで、出来ることの

幅が広がっていき、長期的に発展していくのだと

思います。

 今思うこととして、やりたいことは早くやって

おくべしということです。各ローターアクトクラ

ブの例会に訪問するなど委員長だからできること

を年初からすべきだったと思います。これからも

状況に対応した活動を期待しています。ローター

アクトにご協力いただきました皆様に今一度感謝

を申し上げます。

ローターアクト小委員長　奥田　　裕（神戸モーニング）

　昨年度、第42回RYLAセミナーを本年３月に実

施すべく、当地区の小委員会、2670地区との合同

委員会さらにはカウンセラーミーティングを開催

してまいりました。

　プログラムも決定し、受講生の募集も行ってい

ましたが、COVID-19の影響により、本年３月の

時点でRYLAセミナーの開催中止を決定せざるを

得ませんでした。

　受講生の皆様、講師の先生方、RYLA小委員会

関係の方々には、せっかくご予定いただいたのに

申し訳ない気持ちでいっぱいですが、何とか本年

度はRYLAセミナーを開催したいと思います。

　COVID-19の影響により、RYLAセミナーの内

容・実施方法も変更せざるをえないと思います

が、変更してよいもの、変更できないものがある

と思います。RYLAセミナーの本質とは何かを、

じっくり考える良い機会であると積極的に考え

て、本年度、小委員会を開催していきたいと考え

ています。

　関係者の皆様、どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

ＲＹＬＡ小委員長　田中　賢一（伊丹）

国際奉仕委員会

委　員　長 副 委 員 長

（西宮夙川）
山本正二

（龍野）
圓尾美佳

（西宮夙川）
山本正二

小 委 員 長

（神戸）
永松潔和

（姫路東）
白井務子

青少年交換国際奉仕 学　　友
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ロータリー財団委員会

　2019-20年度は、私にとってもまた青少年交換

派遣生・来日生にとっても一生忘れることの出来

ない年でありました。８月に其々の国に出発し、

そろそろ現地の言葉を聞き取れ少し慣れてきた頃

に 中 国 武 漢 で 発 生 し た 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

COVID-19！学生達にとってはまだ半年も消化し

ていない時にRIJYEMから出された基本指針によ

り本国への帰国を余儀なくされました。

 ３月13日浅木ガバナーより出された「2680地区

全ての派遣生・来日生は一日も早く母国に帰国す

る事」の言葉から怒涛の３週間でありました。３

月28日には全ての学生が母国に帰国しましたが、

途中帰国の彼らには本当に残念としか言いようが

ありません。また2020-21年度派遣候補生にとっ

ても貴重な一年でありました。

　本来なら2020年８月には其々の国に出発する筈

で あ り ま し た が 、 も ち ろ ん コ ロ ナ の 影 響 で

2020-21年度は交換中止となりました。派遣予定

であった４名の学生達は一年後の2021-22年度の

交換を希望しそれに向かって頑張っております。

全ての学生達をはじめ私にとっても消化不良な年

度であったのは本当に残念でありました。

青少年交換小委員長　白井　務子（姫路東）

委員会第１回　2019年７月13日
　議題：学友小委員会の立ち位置について
　　　　ガバナー諮問事項の確認
　　　　年度内スケジュールの確認
委員会第２回　2019年８月17日
　議題：学友の役割と学友小委員会の役目
　　　　学友会主催のプログラムの可能性
　　　　ロータリーファミリーの集いに向けて　
委員会第３回　2019年９月21日
　議題：ロータリーファミリーの集いに向けて
　　　　奉仕プロジェクトの申請について
　　　　学友卓話依頼の件
委員会第４回　2019年11月９日
　議題：ロータリーファミリーの集いに向けて
　　　　冊子の作成　

委員会第５回　2020年１月18日
　議題：ロータリーファミリーの集いのプログラ
　　　　ムの確認
　　　　学友会総会に向けて　　　　　　
地区大会　2020年２月22日

ロータリーファミリーの集い新型コロナ感染拡
大のため中止

学友会総会　2020年６月20日
新型コロナ感染拡大による非常事態宣言のため
中止

学友小委員長　永松　潔和（神戸）

寄付へのお礼
　本年も、ロータリー財団に多額の寄付をしてい
ただきありがとうございました。
ロータリー財団の使命
　ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、健
康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救
済することを通じて、世界理解、親善、平和を達
成できるようにすることです。皆さんからの貴重
な寄付を、世界各地での奉仕活動に役立てていま
す。創立されて以来、ロータリー財団は、教育の
支援や持続可能な成果を生み出す奉仕活動に総額

40億ドル以上の資金を提供してきました。みなさ
んの一つひとつの寄付により、世界中の地域社会
を少しずつ変えていくことができます。
ロータリー財団の評価
　慈善団体の格付けを行うチャリティーナビゲー
ターは、ロータリー財団に11年連続で最高の４つ
星評価を与えました。この評価は、ロータリー財
団の健全な財務状況および説明責任が認められた
ことによるものです。皆さんの寄付を決して無駄
にしておりません。

ロータリー財団委員長　石丸鐵太郎（神戸南）

資金推進小委員長　山口　　宰（神戸西）

委　員　長 副 委 員 長

（尼崎中）
佐茂省治

小 委 員 長

（尼崎中）
佐茂省治

補 助 金

（神戸南）
石丸鐵太郎

（龍野）
本條　昇

（神戸西）
山口　宰

資金推進

（西宮夙川）
山本正二

奨学金・平和フェローシップ

（神戸南）
飯田健一

財団資金管理

（加古川中央）
喜多美雄

ポリオプラス

　資金推進小委員会は、地区におけるロータリー

財団への寄付の増進、寄付者の表彰・認証の管理

を行うことが責務とされています。当地区での

ロータリー財団への理解を深め、その取り組みを

支援するために、当小委員会では本年度、下記の

２点に取り組みました。

①ロータリー財団に関する卓話の実施

　資金推進小委員会の委員を中心に、ロータリー

財団委員会の委員のご協力を得て、10クラブにお

いてロータリー財団をテーマとした卓話を実施し

ました。

②ロータリー財団への寄付の増進

　当地区の本年度の一人当たり寄付目標額（年次

寄付160ドル・ポリオプラス30ドル）を達成する

ために、寄付増進のための活動を実施しました。

　今年度、当地区においては、年次基金330,737.68

ドル（一人当たり120.27ドル）、恒久基金367,734.32

ドル、使途指定91,223.32ドルのご寄付をいただく

とともに、「寄付ゼロクラブ・ゼロ」を達成する

ことができました。皆様のご協力に心より感謝申

し上げます。
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ロータリー財団委員会

　2019-20年度は、私にとってもまた青少年交換
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度であったのは本当に残念でありました。
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　　　　奉仕プロジェクトの申請について
　　　　学友卓話依頼の件
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　議題：ロータリーファミリーの集いに向けて
　　　　冊子の作成　

委員会第５回　2020年１月18日
　議題：ロータリーファミリーの集いのプログラ
　　　　ムの確認
　　　　学友会総会に向けて　　　　　　
地区大会　2020年２月22日

ロータリーファミリーの集い新型コロナ感染拡
大のため中止

学友会総会　2020年６月20日
新型コロナ感染拡大による非常事態宣言のため
中止

学友小委員長　永松　潔和（神戸）

寄付へのお礼
　本年も、ロータリー財団に多額の寄付をしてい
ただきありがとうございました。
ロータリー財団の使命
　ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、健
康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救
済することを通じて、世界理解、親善、平和を達
成できるようにすることです。皆さんからの貴重
な寄付を、世界各地での奉仕活動に役立てていま
す。創立されて以来、ロータリー財団は、教育の
支援や持続可能な成果を生み出す奉仕活動に総額

40億ドル以上の資金を提供してきました。みなさ
んの一つひとつの寄付により、世界中の地域社会
を少しずつ変えていくことができます。
ロータリー財団の評価
　慈善団体の格付けを行うチャリティーナビゲー
ターは、ロータリー財団に11年連続で最高の４つ
星評価を与えました。この評価は、ロータリー財
団の健全な財務状況および説明責任が認められた
ことによるものです。皆さんの寄付を決して無駄
にしておりません。

ロータリー財団委員長　石丸鐵太郎（神戸南）

資金推進小委員長　山口　　宰（神戸西）

委　員　長 副 委 員 長

（尼崎中）
佐茂省治

小 委 員 長

（尼崎中）
佐茂省治

補 助 金

（神戸南）
石丸鐵太郎

（龍野）
本條　昇

（神戸西）
山口　宰

資金推進

（西宮夙川）
山本正二

奨学金・平和フェローシップ

（神戸南）
飯田健一

財団資金管理

（加古川中央）
喜多美雄

ポリオプラス

　資金推進小委員会は、地区におけるロータリー

財団への寄付の増進、寄付者の表彰・認証の管理

を行うことが責務とされています。当地区での

ロータリー財団への理解を深め、その取り組みを

支援するために、当小委員会では本年度、下記の

２点に取り組みました。

①ロータリー財団に関する卓話の実施

　資金推進小委員会の委員を中心に、ロータリー

財団委員会の委員のご協力を得て、10クラブにお

いてロータリー財団をテーマとした卓話を実施し

ました。

②ロータリー財団への寄付の増進

　当地区の本年度の一人当たり寄付目標額（年次

寄付160ドル・ポリオプラス30ドル）を達成する

ために、寄付増進のための活動を実施しました。

　今年度、当地区においては、年次基金330,737.68

ドル（一人当たり120.27ドル）、恒久基金367,734.32

ドル、使途指定91,223.32ドルのご寄付をいただく

とともに、「寄付ゼロクラブ・ゼロ」を達成する

ことができました。皆様のご協力に心より感謝申

し上げます。
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ロータリー財団副委員長・補助金小委員長　佐茂　省治（尼崎中）

　世界規模での新型コロナウイルス感染が拡大す

る中、アメリカ合衆国・ヨーロッパ諸国でも大き

な感染が拡がり、不確定な要素を含みながらも申

請を受け付けました。

　三密を避ける、という意味から集会も自粛が要

請されている中でしたが、奨学金候補生にとって

は時期を外せない事柄なので、３月13日（金）に

書類選考会、３月22日（日）に面接選考会を実施

しました。その結果、2019-20年度地区奨学金

（タイプ１）12名を地区承認（氏名は未公表とし

ます）、2020年秋入学グローバル補助金（奨学

金）候補生３名（平山励さん〈西宮提唱・イギリ

ス・サセックス大学〉、橋口綾香さん〈加古川中

央提唱・イギリス・クイーンメリー大学〉、高岡

加絵さん〈三木提唱・東播第３G協同提唱・アメ

リカ・ミネソタ大学〉）を地区承認し、財団に申

請しました（詳細はこの事業報告61ページを参照

ください）。なお、2020-21年度地区奨学金（タ

イプ２、３）の申請はありませんでした。

 また、久々に平和フェローシップへの申請があ

り、Wei Jiang Sarah LECKさん（シンガポール

国籍）を地区推薦として財団に申請しました。

奨学金・平和フェローシップ小委員長　山本　正二（西宮夙川）

　ロータリー財団補助金が財団の使命に基づき有

効に活用されるためには、適切な管理が行われる

必要があります。そのために資金管理小委員会で

は本年度以下のような活動をいたしました。

　①補助金管理説明会講演

　②地区補助金事業の会計報告事前チェック

　③財団監査委員会にて、地区補助金事業会計報

告の概況説明、質問対応

　なお、本年度はCOVID-19、いわゆる新型コロ

ナ感染症の影響により、事業が変更、中止、そし

て別途新型コロナ感染症対策事業の実施、また一

方で、例年実施しておりました地区補助金事業の

内部監査が実施できないなど、多くの特殊な事態

への対応を余儀なくされました。

　そうした中で、地区、クラブの皆様にご協力、

ご助力いただきましてなんとか１年間責務を全う

させていただきました。この場をお借りしてお礼

を申し上げますとともに、ロータリー財団の補助

金事業がますます活発なものとなることを祈念い

たします。

財団資金管理小委員長　飯田　健一（神戸南）

　平素は、ポリオ根絶活動にご協力・ご賛同を頂

きましてありがとうございます。

　本年度は、２つの大きな活動目標を立ててス

タート致しました。

　まず１つは、10/14開催のポリオセミナーです

（92名出席）。第一部の講師には第３ゾーンポリ

オ撲滅コーディネーターの松本祐二PG（益田

西）をお迎えし、第二部は、各クラブが財団月間

でポリオの卓話をして頂くため、当委員会委員が

作成した「誰でもポリオ卓話」を発表、ポリオに

ついて、より一層ご理解を頂けたと確信いたしま

した。後日、複数のクラブからこのパワーポイン

トを使いたいとの問い合わせがありました。

　もう１つが第50回神戸まつりおまつりパレード

です。今回で５回目の出場ということもあり、半

年前からポリオプラス・公共イメージ合同委員会

を開催し、色々と検討し会議を重ねましたが、新

型コロナウィルス感染症の影響で来年に延期に

なってしまいました（来年の出場は決定）。

　これから、コロナ禍でポリオ根絶活動が影響を

受けることは間違いのない事実です。新たに新型

ウィルスとの共存が出来る活動方法を模索する必

要があると考えます（ロータリーカード等）。

　今後ともポリオ根絶活動にご理解・ご協力を頂

きます様に心からお願い申し上げます。そして、

会員・ご家族の皆様ご健勝と共に、一日も早く平

穏なる日々が戻り、皆様と共に新しい活動が出来

ますことを、ただただご祈念致しております。

ポリオプラス小委員長　喜多　美雄（加古川中央）

　補助金小委員会は、地区補助金及びグローバル

補助金に関して地区における審査を統括し、地区

財団活動資金（DDF）の配分について助言する

ことをその責務とされています。

　瀬戸前補助金小委員長から引き継いだ2019-20

年度地区補助金事業の実施と報告を支援し、

2020-21年度地区補助金申請を、社会奉仕小委員

会の前査後審査をすること、国際奉仕小委員会や

奨学金・平和フェローシップ小委員会が前査され

たグローバル補助金事業や奨学金申請を審査する

ことが具体的な主な委員会活動のはずでしたが、

COVID-19感染蔓延予防の観点から、委員会開催

の自粛やその後の緊急事態宣言下で委員会メン

バーが集まって協議することができなくなりまし

た。結局5回の委員会と13回ものメール書面によ

る持ち回り審議委員会を開催し補助金関係の審議

協議を行いました。

　補助金関連事項は①グループフェスタ対応、②

冠名恒久基金創設の協議、③ロータリー財団セミ

ナーの開催、④2020-21年度地区補助金申請期限

の延長と書面による審査、⑤地区奨学金（タイプ

１）及び３名のグローバル補助金（奨学金）の審

査⑥臨時費や余剰金を財源とする「地区補助金臨

時費等（新型コロナウイルス対応）」申請とその

審査、⑦2019-20年度地区補助金報告書承認、⑧

グローバル補助金（人道的プロジェクト）の審査、

⑨2020年5月下旬に急遽ロータリー財団が決定し

たグローバル補助金の現金拠出の0.5倍相当のWF

拠出の中止への対応、など多岐にわたりました。

　石丸委員長・本條副委員長の助言をもとに、委

員の皆様のご協力により何とか１年を全うするこ

とができました。御礼申し上げます。
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ロータリー財団副委員長・補助金小委員長　佐茂　省治（尼崎中）

　世界規模での新型コロナウイルス感染が拡大す

る中、アメリカ合衆国・ヨーロッパ諸国でも大き

な感染が拡がり、不確定な要素を含みながらも申

請を受け付けました。

　三密を避ける、という意味から集会も自粛が要

請されている中でしたが、奨学金候補生にとって

は時期を外せない事柄なので、３月13日（金）に

書類選考会、３月22日（日）に面接選考会を実施

しました。その結果、2019-20年度地区奨学金

（タイプ１）12名を地区承認（氏名は未公表とし

ます）、2020年秋入学グローバル補助金（奨学

金）候補生３名（平山励さん〈西宮提唱・イギリ

ス・サセックス大学〉、橋口綾香さん〈加古川中

央提唱・イギリス・クイーンメリー大学〉、高岡

加絵さん〈三木提唱・東播第３G協同提唱・アメ

リカ・ミネソタ大学〉）を地区承認し、財団に申

請しました（詳細はこの事業報告61ページを参照

ください）。なお、2020-21年度地区奨学金（タ

イプ２、３）の申請はありませんでした。

 また、久々に平和フェローシップへの申請があ

り、Wei Jiang Sarah LECKさん（シンガポール

国籍）を地区推薦として財団に申請しました。

奨学金・平和フェローシップ小委員長　山本　正二（西宮夙川）

　ロータリー財団補助金が財団の使命に基づき有

効に活用されるためには、適切な管理が行われる

必要があります。そのために資金管理小委員会で

は本年度以下のような活動をいたしました。

　①補助金管理説明会講演

　②地区補助金事業の会計報告事前チェック

　③財団監査委員会にて、地区補助金事業会計報

告の概況説明、質問対応

　なお、本年度はCOVID-19、いわゆる新型コロ

ナ感染症の影響により、事業が変更、中止、そし

て別途新型コロナ感染症対策事業の実施、また一

方で、例年実施しておりました地区補助金事業の

内部監査が実施できないなど、多くの特殊な事態

への対応を余儀なくされました。

　そうした中で、地区、クラブの皆様にご協力、

ご助力いただきましてなんとか１年間責務を全う

させていただきました。この場をお借りしてお礼

を申し上げますとともに、ロータリー財団の補助

金事業がますます活発なものとなることを祈念い

たします。

財団資金管理小委員長　飯田　健一（神戸南）

　平素は、ポリオ根絶活動にご協力・ご賛同を頂

きましてありがとうございます。

　本年度は、２つの大きな活動目標を立ててス

タート致しました。

　まず１つは、10/14開催のポリオセミナーです

（92名出席）。第一部の講師には第３ゾーンポリ

オ撲滅コーディネーターの松本祐二PG（益田

西）をお迎えし、第二部は、各クラブが財団月間

でポリオの卓話をして頂くため、当委員会委員が

作成した「誰でもポリオ卓話」を発表、ポリオに

ついて、より一層ご理解を頂けたと確信いたしま

した。後日、複数のクラブからこのパワーポイン

トを使いたいとの問い合わせがありました。

　もう１つが第50回神戸まつりおまつりパレード

です。今回で５回目の出場ということもあり、半

年前からポリオプラス・公共イメージ合同委員会

を開催し、色々と検討し会議を重ねましたが、新

型コロナウィルス感染症の影響で来年に延期に

なってしまいました（来年の出場は決定）。

　これから、コロナ禍でポリオ根絶活動が影響を

受けることは間違いのない事実です。新たに新型

ウィルスとの共存が出来る活動方法を模索する必

要があると考えます（ロータリーカード等）。

　今後ともポリオ根絶活動にご理解・ご協力を頂

きます様に心からお願い申し上げます。そして、

会員・ご家族の皆様ご健勝と共に、一日も早く平

穏なる日々が戻り、皆様と共に新しい活動が出来

ますことを、ただただご祈念致しております。

ポリオプラス小委員長　喜多　美雄（加古川中央）

　補助金小委員会は、地区補助金及びグローバル

補助金に関して地区における審査を統括し、地区

財団活動資金（DDF）の配分について助言する

ことをその責務とされています。

　瀬戸前補助金小委員長から引き継いだ2019-20

年度地区補助金事業の実施と報告を支援し、

2020-21年度地区補助金申請を、社会奉仕小委員

会の前査後審査をすること、国際奉仕小委員会や

奨学金・平和フェローシップ小委員会が前査され

たグローバル補助金事業や奨学金申請を審査する

ことが具体的な主な委員会活動のはずでしたが、

COVID-19感染蔓延予防の観点から、委員会開催

の自粛やその後の緊急事態宣言下で委員会メン

バーが集まって協議することができなくなりまし

た。結局5回の委員会と13回ものメール書面によ

る持ち回り審議委員会を開催し補助金関係の審議

協議を行いました。

　補助金関連事項は①グループフェスタ対応、②

冠名恒久基金創設の協議、③ロータリー財団セミ

ナーの開催、④2020-21年度地区補助金申請期限

の延長と書面による審査、⑤地区奨学金（タイプ

１）及び３名のグローバル補助金（奨学金）の審

査⑥臨時費や余剰金を財源とする「地区補助金臨

時費等（新型コロナウイルス対応）」申請とその

審査、⑦2019-20年度地区補助金報告書承認、⑧

グローバル補助金（人道的プロジェクト）の審査、

⑨2020年5月下旬に急遽ロータリー財団が決定し

たグローバル補助金の現金拠出の0.5倍相当のWF

拠出の中止への対応、など多岐にわたりました。

　石丸委員長・本條副委員長の助言をもとに、委

員の皆様のご協力により何とか１年を全うするこ

とができました。御礼申し上げます。
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米山記念奨学委員会

委　員　長

　米山記念奨学生への奨学金は公益財団法人ロータ
リー米山記念奨学会より支給されており、その運営は
我々ロータリアンの寄付金のみによってなされており
ます。設立以来一貫して外国からの留学生を支援して
おります。当委員会は奨学会の委託と協力を受けて
様々な活動を行っております。具体的には米山記念奨
学事業の目的と意義を地区内のロータリアンにご理解
いただく為のセミナーや米山月間に向けての情報提供
を通して寄付金増に繋がる取り組み、当地区の奨学生
をケアする様々な行事、新規採用奨学生の選考とカウ
ンセラーを含めたオリエンテーションなどがあります。
　奨学年度は基本的に４月からスタートしますが、本
報告はロータリー年度に合わせて行います。
１．７月７日(日)、当地区米山記念奨学セミナーをク
ラブ参加者、奨学生、カウンセラー、学校関係者、
学友など約160名の出席の下に行いました。急遽欠
席となったよねやま親善大使に代わって奨学会事務
局長の岩邊俊久氏を招いて講演を行ったほか、直前
奨学生や当地区学友会およびPHD協会からのプレゼ
ンも行い事業への理解を深めました。
２．９月７日(土)、米山カウンセラー・奨学生合同
ミーティングを行いました。これは、奨学期間の約
半分が過ぎたところでカウンセラーに対して改めて
研修を行うとともに、カウンセラー、奨学生ともに
日頃の感想や問題点などを共有し、他の人たちと意
見を交換する事によって残りの奨学期間をより充実
したものにして貰うのが目的です。併せて10月の米
山月間に向けて奨学生の卓話の研修も行います。
３．11月10日(日)、米山日本文化セミナーを行いまし
た。これは奨学生に、日本が築き上げてきた伝統的
文化に触れ、日本に対する理解を深めて貰うのが目
的です。本年度は豊岡方面を訪れ、豊岡RCはじめ但
馬グループの皆様に大変お世話になりました。

４．12月８日(日)、2020学年度の新規採用奨学生の面
接選考会を行いました。面接官となる者には予めオ
リエンテーションを義務づけており、論文などのレ
ポートを読んだ上で45名を面接し、優秀な学生を厳
正に選考しました。
５．２月27日(木)、2021学年度奨学生応募に向けての
学校説明会を行いました。これは各学校の留学生担
当者に本奨学事業の特色を説明するともに、出身国
の偏りを少なくしたいことや、交流に重きを置く奨
学金制度であることなどを説明しました。
６．３月８日(日)に予定しておりました2019学年度奨
学生の修了式と歓送会はCOVID-19の感染拡大をう
け、断腸の思いで中止いたしました。
７．４月25日(土)、2020学年度新規奨学生に対するオ
リエンテーションをWeb会議で行いました。オリエ
ンテーションは奨学生が正式に認められるために必
須であり、世話クラブに引き継ぐ為の必修事項など
を説明しました。
８．５月15日(金)・16日(土)の２日間に分けて、2020
学年度新規米山カウンセラーに対するオリエンテー
ションを奨学生と同様にWeb会議にて行いました。
カウンセラーが初めての方の不安を解消すると共に、
データや印刷物だけでは伝えきれない事柄をお話し
いたしました。

　本年度の２月下旬以降はCOVID-19の影響を様々な
面で受けました。６月末の時点で２名の奨学生が日本
へ入国出来ておらず、PHD協会の研修生は2020-21年度
の研修を断念しました。しかしどのような困難にあっ
ても、米山記念奨学事業は日本のロータリーと共に続
いていきます。

（洲本）
秦紳一郎

米山記念奨学委員長　秦　紳一郎（洲本）

副 委 員 長

（芦屋）
三宅康雄

（尼崎北）
武本正照
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米山記念奨学委員会

委　員　長

　米山記念奨学生への奨学金は公益財団法人ロータ
リー米山記念奨学会より支給されており、その運営は
我々ロータリアンの寄付金のみによってなされており
ます。設立以来一貫して外国からの留学生を支援して
おります。当委員会は奨学会の委託と協力を受けて
様々な活動を行っております。具体的には米山記念奨
学事業の目的と意義を地区内のロータリアンにご理解
いただく為のセミナーや米山月間に向けての情報提供
を通して寄付金増に繋がる取り組み、当地区の奨学生
をケアする様々な行事、新規採用奨学生の選考とカウ
ンセラーを含めたオリエンテーションなどがあります。
　奨学年度は基本的に４月からスタートしますが、本
報告はロータリー年度に合わせて行います。
１．７月７日(日)、当地区米山記念奨学セミナーをク
ラブ参加者、奨学生、カウンセラー、学校関係者、
学友など約160名の出席の下に行いました。急遽欠
席となったよねやま親善大使に代わって奨学会事務
局長の岩邊俊久氏を招いて講演を行ったほか、直前
奨学生や当地区学友会およびPHD協会からのプレゼ
ンも行い事業への理解を深めました。
２．９月７日(土)、米山カウンセラー・奨学生合同
ミーティングを行いました。これは、奨学期間の約
半分が過ぎたところでカウンセラーに対して改めて
研修を行うとともに、カウンセラー、奨学生ともに
日頃の感想や問題点などを共有し、他の人たちと意
見を交換する事によって残りの奨学期間をより充実
したものにして貰うのが目的です。併せて10月の米
山月間に向けて奨学生の卓話の研修も行います。
３．11月10日(日)、米山日本文化セミナーを行いまし
た。これは奨学生に、日本が築き上げてきた伝統的
文化に触れ、日本に対する理解を深めて貰うのが目
的です。本年度は豊岡方面を訪れ、豊岡RCはじめ但
馬グループの皆様に大変お世話になりました。

４．12月８日(日)、2020学年度の新規採用奨学生の面
接選考会を行いました。面接官となる者には予めオ
リエンテーションを義務づけており、論文などのレ
ポートを読んだ上で45名を面接し、優秀な学生を厳
正に選考しました。
５．２月27日(木)、2021学年度奨学生応募に向けての
学校説明会を行いました。これは各学校の留学生担
当者に本奨学事業の特色を説明するともに、出身国
の偏りを少なくしたいことや、交流に重きを置く奨
学金制度であることなどを説明しました。
６．３月８日(日)に予定しておりました2019学年度奨
学生の修了式と歓送会はCOVID-19の感染拡大をう
け、断腸の思いで中止いたしました。
７．４月25日(土)、2020学年度新規奨学生に対するオ
リエンテーションをWeb会議で行いました。オリエ
ンテーションは奨学生が正式に認められるために必
須であり、世話クラブに引き継ぐ為の必修事項など
を説明しました。
８．５月15日(金)・16日(土)の２日間に分けて、2020
学年度新規米山カウンセラーに対するオリエンテー
ションを奨学生と同様にWeb会議にて行いました。
カウンセラーが初めての方の不安を解消すると共に、
データや印刷物だけでは伝えきれない事柄をお話し
いたしました。

　本年度の２月下旬以降はCOVID-19の影響を様々な
面で受けました。６月末の時点で２名の奨学生が日本
へ入国出来ておらず、PHD協会の研修生は2020-21年度
の研修を断念しました。しかしどのような困難にあっ
ても、米山記念奨学事業は日本のロータリーと共に続
いていきます。

（洲本）
秦紳一郎

米山記念奨学委員長　秦　紳一郎（洲本）

副 委 員 長

（芦屋）
三宅康雄

（尼崎北）
武本正照

地区活動記録

2018年

2019年

月 日 行事内容 場　所

7月 1日 ガバナー・元・次期ガバ
ナー懇談会

グランドプリンスホテル
高輪

7日 2019-20年度青少年交換
長期派遣候補生募集説明会 センタープラザ西館

9月 3日
第1回ガバナーエレクト
研修セミナー（GETS）
（9/3-4）

グランドプリンスホテル
新高輪

5日 2019-20年度地区研修リー
ダーセミナー（DTLS）

ザ・プリンスさくらタワー
東京

29日 2019-20年度第1回ガバ
ナー補佐会議 神戸ポートピアホテル

11月 19日 第2回ガバナーエレクト研修
セミナー（GETS） 神戸ポートピアホテル

22日 補助金管理セミナー準備会 ガバナー事務所会議室

12月 11日 第1回全国米山記念奨学委
員長セミナー メルパルク東京

16日 2019-20年度第2回ガバ
ナー補佐研修会 神戸ポートピアホテル

2019-20年度補助金管理
セミナー 神戸ポートピアホテル

月 日 行事内容 場　所

1月 13日 2019年国際協議会
（1/13-19） 米国　サンディエゴ

17日 2019年地区チーム研修セ
ミナー 神戸ポートピアホテル

3月 17日 2019年会長エレクト研修
セミナー（PETS） 神戸ポートピアホテル

4月 19日 第1回研修委員会 神戸三宮東急REIホテル

22日 第1回会員増強委員会 ガバナー事務所会議室

27日 第1回クラブ管理運営委員
会 ガバナー事務所会議室

5月 11日 2019年地区研修・協議会 神戸ポートピアホテル

13日 第1回戦略計画委員会 ガバナー事務所会議室

21日 第2回会員増強委員会 ガバナー事務所会議室

6月 7日 第１回インターアクト小委
員会 ガバナー事務所会議室

8日 2019-20年度会員増強セ
ミナー 神戸ポートピアホテル

9日 2019-20年度インターア
クト会長・幹事会 三宮研修センター

第1回米山記念奨学委員会 三宮グランドビル

2019学年度奨学生・学友
研修交流会

三宮グランドビル/ケー
ニヒスクローネ本社

20日 第2回全国米山奨学委員長
セミナー メルパルク東京
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23日 第１回青少年交換小委員会 ガバナー事務所会議室/
神戸ポートピアホテル

第１回ロータリー財団委員
長会議 神戸ポートピアホテル

第2回米山記念奨学委員会 神戸ポートピアホテル

ガバナー年度

月 日 行事内容 場　所

7月 1日 第1回ガバナー会議 グランドプリンスホテル
高輪

ガバナー・元・次期ガバ
ナー懇談会

グランドプリンスホテル
高輪

ロータリー・リーダーシッ
プ研究会（RLI）日本支部
会議

グランドプリンスホテル
高輪

ロータリーの友委員会・友
事務所合同会議

グランドプリンスホテル
高輪

2日 第2回戦略計画委員会 ガバナー事務所会議室

4日 第１回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル

7日 全国青少年交換委員長会議 AP品川

全国危機管理委員長会議 AP品川

米山記念奨学セミナー 神戸学院大学

10日 補助金管理説明会 神戸ポートピアホテル

12日 第2回インターアクト小委
員会 ガバナー事務所会議室

13日 第１回国際奉仕小委員会 ガバナー事務所会議室

第１回学友小委員会 ガバナー事務所会議室

RI第3ゾーン「ロータリー
戦略計画推進セミナー」 ホテルグランヴィア大阪

14日 ローターアクト地区連絡協
議会 芦屋市民センター別館

第１回ローターアクト小委
員会 芦屋市民センター別館

ローターアクト地区交流会 芦屋市民センター本館

18日 公式訪問　加古川中央 加古川商工会議所会館

第１回奉仕プロジェクト特
別会計委員会 神戸ポートピアホテル

20日 第１回RYLA小委員会 三宮研修センター

21日
2019-20年度青少年交換
来日生受入前オリエンテー
ション

ガバナー事務所会議室

23日 公式訪問　加古川 加古川商工会議所会館

第3回戦略計画委員会 ガバナー事務所会議室
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24日 第2回研修委員会 神戸ポートピアホテル

25日 公式訪問　宝塚武庫川 宝塚ホテル

公式訪問　伊丹 伊丹シティホテル

第1回ポリオプラス小委員
会 ガバナー事務所会議室

26日 公式訪問　西宮夙川 ホテルヒューイット甲子
園

27日 第2回クラブ管理運営委員
会 ガバナー事務所会議室

第1回奨学金・平和フェ
ローシップ小委員会 神戸ポートピアホテル

29日 公式訪問　神戸南 神戸ポートピアホテル

30日 公式訪問　姫路 姫路商工会議所新館

8月 1日 公式訪問　神戸西神 神戸西神オリエンタルホ
テル

2日 公式訪問　高砂 高砂商工会議所

第２回ロータリー財団委員
長会議 ガバナー事務所会議室

第２回補助金小委員会 神戸ポートピアホテル

第49回みなと神戸海上花
火大会観賞会

神戸メリケンパークオリ
エンタルホテル

5日 公式訪問　宝塚 宝塚ホテル

6日 第1回規定審議委員会 西村屋　和味旬彩

7日 公式訪問　明石 ホテルキャッスルプラザ

8日 公式訪問　明石東 舞子ビラ神戸

11日
2020-21年度青少年交換
派遣候補生面接選考会事前
ミーティング

ガバナー事務所会議室

2020-21年度青少年交換
派遣候補生面接選考会 ガバナー事務所会議室

17日 第2回学友小委員会 ガバナー事務所会議室

第37回インターアクト年
次大会（8/17-18） 丹波少年自然の家

19日 公式訪問　姫路南 ホテル日航姫路

20日 第4回戦略計画委員会 ガバナー事務所会議室

公式訪問　洲本 三井住友銀行洲本支店

21日 公式訪問　神戸須磨 須磨観光ハウス　味と宿
　花月

24日 第3回米山記念奨学委員会 JEC日本研修センター神
戸元町

青少年交換来日生第1回
オリエンテーション及び
2018-19年度派遣生帰国
報告会

神戸ポートピアホテル

27日 公式訪問　尼崎西 都ホテル尼崎

28日 公式訪問　甲子園 ホテルヒューイット甲子
園

公式訪問　尼崎中 都ホテル尼崎

29日 第1回地区運営会議 ガバナー事務所会議室

30日 公式訪問　川西 マルミヤ電化ビル

31日 公式訪問　伊丹有明 伊丹シティホテル

9月 2日 公式訪問　西脇 西脇ロイヤルホテル

ガバナーエレクト研修セミ
ナー（GETS）（9/2-3）

グランドプリンスホテル
新高輪

3日 公式訪問　西宮 ホテルヒューイット甲子
園

4日 公式訪問　生野 但陽会館　東館

2020-21年度地区研修
リーダーセミナー（DTLS)

ザ・プリンスさくらタ
ワー東京

5日 公式訪問　赤穂 赤穂商工会館

第2回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル

6日 公式訪問　三木 三木商工会館

7日 米山カウンセラー・奨学生
合同ミーティング

JEC日本研修センター神
戸元町

米山カウンセラー・奨学生
合同ミーティング交流会 香港茶楼

第2回RYLA小委員会 三宮研修センター

8日 アクトの日 コウノトリの郷/プレン
ティ西神中央

第2回青少年交換小委員会 ガバナー事務所会議室

青少年交換派遣候補生第1
回オリエンテーション 神戸ポートピアホテル

9日 公式訪問　尼崎 尼崎商工会議所

10日 公式訪問　三田 ザ・セレクトンプレミア
神戸三田ホテル

11日 公式訪問　篠山 丹波篠山商工会館

12日 第1回ガバナー指名委員会 ガバナー事務所会議室

第1回ガバナー諮問委員会 神戸ポートピアホテル

13日 公式訪問　柏原 みなと銀行柏原支店

14日 第3回クラブ管理運営委員
会 ガバナー事務所会議室

15日 第2回ポリオプラス小委員
会 ガバナー事務所会議室

17日 青少年クロスプロモーショ
ン事業実行委員会 三宮研修センター

18日 第5回戦略計画委員会 ガバナー事務所会議室

公式訪問　相生 相生商工会議所
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19日 第3回研修委員会 西村屋　和味旬彩

公式訪問　神戸垂水 シーサイドホテル舞子ビ
ラ神戸

20日 公式訪問　南淡路 ホテル＆リゾーツ南淡路

21日 第3回学友小委員会 ガバナー事務所会議室

第2回奨学金・平和フェ
ローシップ小委員会 ガバナー事務所会議室

第2回国際奉仕小委員会 ガバナー事務所会議室

22日 ローターアクト地区連絡協
議会 青少年会館

第2回ローターアクト小委
員会 青少年会館

23日 RYLA学友のつどい・総会 兵庫県私学会館

24日 公式訪問　明石北 ホテルキャッスルプラザ

25日 公式訪問　小野加東 小野商工会館

26日 公式訪問　三田南 ももたろう

27日 第1回危機管理委員会 神戸三宮東急REIホテル

28日 第15回ロータリー日韓親
善会議2019 仙台国際センター

30日 公式訪問　芦屋川 ホテル竹園芦屋

10月 1日 公式訪問　川西猪名川 川西市商工会館

2日 公式訪問　姫路西 ホテルサンシャイン青山

3日 公式訪問　淡路三原 淡路信用金庫　市支店

5日 第3回ロータリー財団委員
長会議 ガバナー事務所会議室

第3回補助金小委員会 神戸ポートピアホテル

第2回奉仕プロジェクト特
別会計委員会 ガバナー事務所会議室

第18回ロータリー全国囲
碁大会

東京・市ヶ谷　日本棋院
本院

6日 第3回青少年交換小委員会 ガバナー事務所会議室

青少年交換来日生・派遣
候補生第2回オリエンテー
ション

神戸ポートピアホテル

青少年交換来日生ホスト
ファミリー会議 ガバナー事務所会議室

IYFR神戸フリートJAPAN
秋の懇親会 イノセント由良

7日 公式訪問　姫路東 姫路商工会議所

8日 第2回規定審議委員会 神戸三宮東急REIホテル

公式訪問　北条 JA兵庫みらい北条富田
支店

10日 公式訪問　龍野 龍野経済交流センター

11日 公式訪問　尼崎北 都ホテル尼崎

12日 【中止】第4回クラブ管理
運営委員会 ガバナー事務所会議室

13日 第 １ 回 R I D 2 6 7 0 ・
2680RYLA合同委員会 西村屋　和味旬彩

14日 ポリオセミナー 神戸ポートピアホテル

クロスプロモーション事業
　タイ王国ダムロンラドソ
ンクロ高校来日ツアー・交
流会（10/14-16）

寿楼 臨水亭　本館

15日 公式訪問　神戸東 ホテルオークラ神戸

16日 公式訪問　津名 淡路信用金庫　志筑支店

17日 公式訪問　神崎 福崎町商工会館

18日 公式訪問　上郡作用 上郡町商工会館

19日 第4回米山記念奨学委員会 JEC日本研修センター神
戸元町

ローターアクト関西四地区
情報交換会 ラッセホール

21日 公式訪問　神戸東灘 神戸ベイシェラトン＆タ
ワーズ

23日 公式訪問　尼崎東 ホテルヴィスキオ尼崎

兵庫県プロバス交流会 シーサイドホテル舞子ビ
ラ神戸

25日 公式訪問　豊岡 アールベルアンジェ豊岡

26日 Home Coming 2019 
RYLA（10/26-27） 余島野外活動センター

第9回日本ロータリー学友
会全国総会

センチュリーロイヤルホ
テル（札幌）

28日 公式訪問　三木みどり 三木商工会館

29日 公式訪問　神戸ベイ 神戸ベイシェラトン＆タ
ワーズ

公式訪問　神戸六甲 ANAクラウンプラザホテ
ル神戸

30日 公式訪問　高砂青松 高砂商工会議所

第6回戦略計画委員会 ガバナー事務所会議室

31日 公式訪問　姫路中央 姫路商工会議所

第3回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル

11月 1日 第4回研修委員会 神戸三宮東急REIホテル

第4回ロータリー財団委員
長会議 ガバナー事務所会議室

5日 公式訪問　神戸中 ホテルオークラ神戸

6日 公式訪問　宝塚中 宝塚ホテル

7日 公式訪問　尼崎南 都ホテル尼崎
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2020年

月 日 行事内容 場　所

1月 18日 第5回学友小委員会 ガバナー事務所会議室

第5回米山記念奨学委員会 JEC日本研修センター神
戸元町

19日 第5回青少年交換小委員会 ガバナー事務所会議室

青少年交換派遣候補第5回
オリエンテーション 神戸ポートピアホテル

2 0 2 0 年 国 際 協 議 会
（1/19-25） 米国　サンディエゴ

25日 ローターアクト第3ゾーン
会議 北九州市八幡

第6回クラブ管理運営委員
会 ガバナー事務所会議室

第22回発達障害理解のた
めの基礎と実践講座 神戸芸術センター

第4回社会奉仕小委員会 ANAクラウンプラザホテ
ル神戸

28日 第4回奉仕プロジェクト特
別会計委員会 ガバナー事務所会議室

8日 第1回公共イメージ委員会 ガバナー事務所会議室

9日 第4回学友小委員会 ガバナー事務所会議室

第5回クラブ管理運営委員
会 ガバナー事務所会議室

10日 米山日本文化セミナー 豊岡方面

青少年交換派遣候補生第3
回オリエンテーション 神戸ポートピアホテル

12日 第7回戦略計画委員会 ガバナー事務所会議室

公式訪問　香住 香住建築綜合センター

13日 公式訪問　芦屋 ホテル竹園芦屋

14日 公式訪問　西宮恵美寿 ホテルヒューイット甲子
園

第3回ポリオプラス小委員
会 ガバナー事務所会議室

16日 第3回国際奉仕小委員会 ガバナー事務所会議室

ロータリー財団地域セミ
ナー 神戸ポートピアホテル

17日 ガバナーノミニー研修セミ
ナー（GNTS） 神戸ポートピアホテル

メジャードナー午餐会　
AKS入会式 神戸ポートピアホテル

第2回ガバナーエレクト研
修セミナー（GETS） 神戸ポートピアホテル

第2回ガバナー会議 神戸ポートピアホテル

RI会長ご夫妻・TRF管理委
員長ご夫妻歓迎晩餐会 神戸ポートピアホテル

18日 第48回ロータリー研究会
（11/18-19） 神戸ポートピアホテル

19日 第2回地区運営会議 ガバナー事務所会議室

23日 米山面接官オリエンテー
ション 神戸ポートピアホテル

24日 ローターアクト地区連絡協
議会 兵庫大学13号館

ローターアクト　スポーツ
大会 兵庫大学体育館

26日 公式訪問　豊岡円山川 アールベルアンジェ豊岡

27日 公式訪問　あわじ中央 タイム・アフター・タイ
ム

28日 公式訪問　伊丹昆陽池 伊丹シティホテル

29日 公式訪問　神戸西 ホテルオークラ神戸

12月 1日 ロータリー研修デー 神戸ポートピアホテル

第4回全国青少年交換委員
長・全国危機管理委員長合
同会議

AP日本橋

3日 第4回補助金小委員会 神戸ポートピアホテル

5日 第2回ガバナー指名委員会 ガバナー事務所会議室

第2回ガバナー諮問委員会 神戸ポートピアホテル

7日 第3回奉仕プロジェクト特
別会計委員会 ガバナー事務所会議室

第3回奨学金・平和フェ
ローシップ小委員会 ガバナー事務所会議室

8日 2020学年度米山記念奨学
生面接選考会 三宮研修センター

第42回RYLAプレカウン
セラーミーティング 西村屋　和味旬彩

9日 第3回規定審議委員会 神戸三宮東急REIホテル

11日 第8回戦略計画委員会 黒毛和牛とタンしゃぶ　
焼肉　あわじ

公式訪問　加古川平成 加古川プラザホテル

12日 公式訪問　和田山 但馬重機㈱研修所ル・パ
ルク内

13日 公式訪問　HYOGOロータ
リーEクラブ ガバナー事務所会議室

16日 第5回研修委員会 豊岡・ファームハウスの
の花

18日 公式訪問　西宮イブニング プレラにしのみや　西宮
市男女共同参画センター

19日 公式訪問　神戸モーニング 香港茶楼

公式訪問　神戸 神戸ポートピアホテル

22日 第4回青少年交換小委員会 ガバナー事務所会議室

青少年交換派遣候補生第4
回オリエンテーション・ク
リスマス会

神戸ポートピアホテル

県立明石高等学校IAC認定
状伝達式

ホテルキャッスルプラザ
明石
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第5回補助金小委員会 神戸ポートピアホテル

30日 第3回地区運営会議 ガバナー事務所会議室

2月 1日 「クラブの研修」講習会 センタープラザ西館貸会
議室

第 4 2 回 R Y L A カ ウ ン セ
ラーミーティング（2/1-
2）

余島野外活動センター

3日 第4回規定審議委員会 西村屋　和味旬彩

6日 第3回ガバナー指名委員会 ガバナー事務所会議室

第3回ガバナー諮問委員会 神戸ポートピアホテル

9日 第12回全国RYLA研究会 西九州大学　佐賀キャン
パス

第6回青少年交換小委員会 ガバナー事務所会議室

青少年交換派遣候補生第6
回・来日生第3回オリエン
テーション

神戸ポートピアホテル

青少年交換来日生ホスト
ファミリー会議 ガバナー事務所会議室

第12回全国RYLA研究会 西九州大学佐賀キャンパ
ス

ローターアクト青少年交流
会 手柄山交流ステーション

22日 地区大会（1日のみ） 神戸ポートピアホテル

27日 2021学年度米山奨学金学
校説明会 JEC日本研修センター

28日 第2回危機管理委員会 三宮TKPビジネスセン
ター

第3回RYLA小委員会 三宮TKPビジネスセン
ター

3月 1日 【延期】尼崎西RAC認定状
伝達式

新西宮ヨットハーバーセ
ンターハウス

6日 【延期】第7回日台ロータ
リー親善会議福岡大会

ホテルニューオータニ博
多

臨時青少年交換小委員会 ガバナー事務所会議室

8日 【中止】第6回米山記念奨
学委員会 第一楼

【中止】2019学年度奨学
生修了式・歓送会 第一楼

第7回米山記念奨学委員会 第一楼

12日 臨時地区運営会議 ガバナー事務所会議室

13日 ロータリー財団補助金各奨
学金書類選考会 ガバナー事務所会議室

第１回ポリオプラス・公共
イメージ合同委員会 神戸ポートピアホテル

16日 補助金小委員会 書面による審議および地
区承認

19日 【中止】第42回RYLAセ
ミナー（3/19-22） 余島野外研修センター

20日 【中止】第6回補助金小委
員会 神戸ポートピアホテル

22日 【中止】第7回青少年交換
小委員会 ガバナー事務所会議室

【中止】青少年交換派遣
候補生第7回オリエンテー
ション

神戸ポートピアホテル

ロータリー財団補助金各奨
学生面接選考会 神戸ポートピアホテル

【中止】第5回社会奉仕小
委員会 神戸ポートピアホテル

奨学金・平和フェローシッ
プ小委員会

書面による審議および委
員会承認

29日
【延期】RIJYEM地区リー
ダー向け会議「ロータリー
と危機管理」

AP日本橋

4月 1日 国際奉仕小委員会 書面による審議および委
員会承認

4日
2020-21年度青少年交換
派遣候補生の今後のスケ
ジュール確認会議

神戸ポートピアホテル

【中止】第7回補助金小委
員会 神戸ポートピアホテル

【延期】第7回クラブ管理
運営委員会 ガバナー事務所会議室

5日 【延期】第8回米山記念奨
学委員会 神戸三宮東急REIホテル

【延期】2020学年度米山
カウンセラー・奨学生オリ
エンテーション

神戸三宮東急REIホテル

6日 【延期】会員基盤向上セミ
ナー2020（4/6-7）

ホテルグランドパレス
（東京）

補助金小委員会 書面による審議および地
区承認

7日 【延期】第3回ガバナー会
議

グランドプリンスホテル
高輪

8日 補助金小委員会 書面による審議および地
区承認

11日 【 延 期 】 国 際 囲 碁 大 会
（4/11-12） 台湾　桃園市内のホテル

12日 【延期】RA指導者養成セ
ミナー 丹波の森公苑多目的

16日 臨時地区運営会議 神戸ポートピアホテル

【中止】第5回ポリオプラ
ス小委員会 神戸ポートピアホテル

17日 補助金小委員会 書面による審議および地
区承認

22日 【中止】第6回社会奉仕小
委員会 神戸ポートピアホテル

25日 【中止】第8回米山記念奨
学委員会 神戸ポートピアホテル

2020学年度米山記念奨学
生オリエンテーション オンライン

【中止】第8回全国イン
ターアクト研究会 山形テルサ

【延期】第一地域RRFCと
E/MGAブラック・タイ・
パーティー

プ レ ミ ア ホ テ ル
-TSUBAKI 札幌

26日 【中止】グローバル補助金
奨学金面接選考会 ガバナー事務所会議室

【中止】第8回補助金小委
員会 神戸ポートピアホテル

29日 臨時地区運営会議 オンライン

5月 3日 ガバナー補佐ZOOM会議 オンライン
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15日 補助金小委員会 書面による審議および地
区承認

2020学年度 米山カウン
セラーオリエンテーション
（1回目）

オンライン

16日
2020学年度 米山カウン
セラーオリエンテーション
（2回目）

オンライン

【中止】第25回日本青少
年交換研究会　山形会議
（5/16-17）

山形県天童市天童市民文
化会館

17日 【延期】神戸まつりおまつ
りパレード 神戸三宮フラワーロード

18日 【中止】青少年交換東京旅
行（5/18-19） 東京

23日 【延期】地区立法案検討会 センタープラザ

24日 【中止】第9回補助金小委
員会 神戸ポートピアホテル

26日 補助金小委員会 書面による審議および地
区承認

30日 第4回奨学金・平和フェ
ローシップ小委員会 書面による委員会

31日
ローターアクト第5回地区
連絡協議会及び次年度勉強
会

オンライン

6月 5日 第3回ガバナー会議 オンライン

6日 【中止】2020年ロータ
リー国際大会（6/6-10）

【バーチャル】アメリ
カ・ハワイ州ホノルル

7日 【中止】ガバナーナイト シェラトン・ワイキキ・
ホテル

8日 【中止】日本人親善朝食会 アメリカ・ハワイ州ホノ
ルル

12日 第4回奨学金・平和フェ
ローシップ小委員会 書面による委員会

14日 【中止】第42回ローター
アクト地区年次大会

ローターアクトオンライン
卒業会 オンライン

15日 第4回地区運営会議 神戸ポートピアホテル

奉仕プロジェクト特別会計
監査 ガバナー事務所会議室

17日 監査委員会 ガバナー事務所会議室

18日 【中止】第4回ガバナー指
名委員会 Webもしくは電話会議

【中止】第4回ガバナー諮
問委員会 資料送付にて

20日 甲南高等学校中学校IAC認
定状伝達式 甲南高等学校中学校

21日 第7回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル

26日 【中止】感謝の集い 神戸ポートピアホテル

29日 【中止】会員基盤向上セミ
ナー（6/29-30）
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グループ名 補佐名 開催日 場　所 テーマ 中止/延期

尼 崎 神谷　誠治
（尼崎中） 2019年11月23日（土） 都ホテル

ニューアルカイック
子供たちに伝えよう、
「昔、現在（いま）、未来」

阪神第1 下岡　節三
（川西猪名川） 2020年　3月14日（土） 伊丹シティホテル ロータリーの親睦と奉仕 中止

阪神第2 中村　昌良
（芦屋川） 2020年　2月29日（土） ホテルヒューイット

甲子園 芦屋モダニズムとロータリー 中止

阪神第3 安行　英文
（三田） 2020年　2月　8日（土） 三田ホテル ロータリーしよう

神戸第1 井堂　信純
（神戸） なし

神戸第2 奥田　祐司
（神戸中） 2020年　2月15日（土） 神戸ポートピアホテル 「未来に繋ぐ、未来を創る」

ーMission! Passion! Action!ー

東播第1 尾上　潤二
（明石北） 2019年11月30日（土） ホテルキャッスルプラザ

(西明石)
講演　健康寿命について
　　　（講師：藤田紘一郎）

東播第2 新井　哲三
（高砂） 2020年　2月　8日（土） ウェディングパレス

鹿島殿
地球環境問題への取組
高砂企業連からの発信！！

東播第3 伊藤　英樹
（三木） 2020年　2月　8日（土） ネスタリゾート神戸 講演　ドラッカーのマネジメント論で読み解く組織作りと人材育成の本質

　　　（講師：堀内明日香）

淡 路 川端　英雄
（津名） 2020年　2月　2日（日） 兵庫県立淡路夢舞台

国際会議場 新時代のロータリーを語ろう

西播第1 増田　泰之
（姫路東） 2020年　3月　7日（土） ホテル日航姫路 未来につなぐ

『老舗企業に学ぶ…100年企業の法則』 中止

西播第2 大西　賢一
（相生） 2019年11月　2日（土) ラヴィーナ相生 西播磨創生フォーラム

「町の魅力と地域創生　ロータリーの果たす役割とは」

但 馬 若宮　正仁
（豊岡円山川） 2019年11月24日（日） ブルーリッジホテル 但馬(ふるさと)に活力を！

クラブ名 予定 内容 開催日 場　所

姫　　　　　路 あり 創立70周年記念式典【中止】 2020年　3月14日 姫路商工会議所

芦　　　　　屋 あり 創立60周年記念【中止】 2020年　5月23日 芦屋ベイコート倶楽部

小　野　加　東 あり 創立60周年記念式典【中止】 2020年　4月18日 小野市うるおい交流館エクラ

神　戸　垂　水 あり 創立45周年記念例会【中止】 2020年　4月　5日 舞子ビラ　神戸

神　　　　　崎 あり 創立45周年記念例会 2020年　2月15日 ホテル日航姫路

尼　　崎　　西 あり 35周年記念例会 2019年12月　7日 ザ　ランドマークスクエア　オオサカ

姫　路　中　央 あり 創立35周年 2020年　5月　7日 姫路商工会議所

伊 丹 昆 陽 池 あり 創立30周年【中止】 2020年　5月21日 宝塚ホテル

三　　田　　南 あり 創立30周年 2019年12月12日 ももたろう

尼　　崎　　中 あり 20周年記念例会【延期】 2020年　6月20日 都ホテル尼崎

西宮イブニング あり 創立5周年【中止】 2020年　6月21日 神戸三宮東急REIホテル

   IM 

   クラブ周年記念行事

IM／クラブ周年記念行事
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  RI表彰

 RIロータリー会長特別賞

　　加古川中央ロータリークラブ

　　甲子園ロータリークラブ

　　神崎ロータリークラブ

　　篠山ロータリークラブ

　　西脇ロータリークラブ

（2020年7月26日現在暫定）

 RIロータリー賞

　　姫路南ロータリークラブ

  ロータリー財団表彰

 ロータリー財団年次寄付　一人当たり寄付額　上位3クラブ

　　西脇ロータリークラブ

　　宝塚中ロータリークラブ

　　姫路ロータリークラブ

 ロータリー財団年次寄付　寄付額　上位3クラブ

　　姫路ロータリークラブ

　　神戸ロータリークラブ

　　西脇ロータリークラブ

  100％ロータリー財団寄付クラブ

（正会員全員が寄付分類に関わらず少なくとも25ドルの寄付をして、）　一人当たりの平均寄付額が100ドルに達しているクラブ

川西ロータリークラブ

伊丹有明ロータリークラブ

川西猪名川ロータリークラブ

西宮ロータリークラブ

芦屋ロータリークラブ

甲子園ロータリークラブ

西宮夙川ロータリークラブ

西宮恵美寿ロータリークラブ

篠山ロータリークラブ

柏原ロータリークラブ

宝塚武庫川ロータリークラブ

宝塚中ロータリークラブ

神戸南ロータリークラブ

神戸六甲ロータリークラブ

加古川ロータリークラブ

加古川中央ロータリークラブ

高砂青松ロータリークラブ

加古川平成ロータリークラブ

小野加東ロータリークラブ

西脇ロータリークラブ

2019-20年度表彰
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赤穂ロータリークラブ

龍野ロータリークラブ

香住ロータリークラブ

豊岡円山川ロータリークラブ

（2020年8月31日現在暫定）

  Every Rotarian, Every Year クラブ

（正会員全員が年次基金へ少なくとも25ドルの寄付をして、）　一人当たりの年次基金平均寄付額が100ドルに達しているクラブ

伊丹有明ロータリークラブ

西宮ロータリークラブ

芦屋ロータリークラブ

甲子園ロータリークラブ

西宮恵美寿ロータリークラブ

篠山ロータリークラブ

柏原ロータリークラブ

宝塚中ロータリークラブ

神戸南ロータリークラブ

神戸六甲ロータリークラブ

加古川ロータリークラブ

加古川中央ロータリークラブ

加古川平成ロータリークラブ

小野加東ロータリークラブ

西脇ロータリークラブ

龍野ロータリークラブ

香住ロータリークラブ

豊岡円山川ロータリークラブ

（2020年8月31日現在暫定）

  米山記念奨学会表彰

 達成クラブ

・4千万円達成クラブ　加古川ロータリークラブ

・3千万円達成クラブ　神戸須磨ロータリークラブ

 米山功労クラブ （　）内は表彰回数

尼崎東ロータリークラブ　　　（17）

尼崎西ロータリークラブ　　　（33）

尼崎南ロータリークラブ　　　（17）

川西ロータリークラブ　　　　（16）

伊丹有明ロータリークラブ　　（27）

芦屋川ロータリークラブ　　　（22）

篠山ロータリークラブ　　　　（29）

宝塚武庫川ロータリークラブ　（18）

神戸ロータリークラブ　　　　（44）（45）

神戸東ロータリークラブ　　　（29）

神戸須磨ロータリークラブ　　（23）

神戸西神ロータリークラブ　　（17）（18）

加古川ロータリークラブ　　　（29）

加古川中央ロータリークラブ　（25）

高砂青松ロータリークラブ　　（27）

加古川平成ロータリークラブ　（16）

三木ロータリークラブ　　　　（24）

小野加東ロータリークラブ　　（27）

北条ロータリークラブ　　　　（13）

西脇ロータリークラブ　　　　（15）

洲本ロータリークラブ　　　　（20）

淡路三原ロータリークラブ　　（15）

姫路ロータリークラブ　　　　（32）

姫路南ロータリークラブ　　　（51）

姫路東ロータリークラブ　　　（43）

赤穂ロータリークラブ　　　　（21）

相生ロータリークラブ　　　　（16）

豊岡ロータリークラブ　　　　（19）

豊岡円山川ロータリークラブ　（8）
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  地区表彰

 在籍（2019年12月31日現在）

【55年ロータリー在籍】

明　石　東 多胡　健吾

 100％連続出席（2019年12月31日現在）

【45年連続出席】

尼　崎　東 安藤　正勝
神　戸　東 執行　英毅
南　淡　路 浦瀬　昌人
姫　路　西 横田　盛策

【40年連続出席】

神 戸 六 甲 美﨑　教正
西 　 宮 太田　　博
洲 本 戸田　公三
南　淡　路 榎本雅志朗
淡 路 三 原 興津　博捷
姫　路　南 後藤　雅一 桑田　祥夫
豊岡円山川 由利　寿朗

【35年連続出席】

尼　崎　西 荒巻　政文 石井　良昌
伊藤　興喜 難波　慶年

甲　子　園 松本　源也
宝塚武庫川 水谷　重康
加古川中央 釜谷　研造
三 　 木 藤本　廸弘
洲 本 中村　尚義

【30年連続出席】

神　戸　東 田中　健三
神 戸 西 神 丸尾　研一
高 　 砂 山本　広志
加古川中央 岩佐　　清

加古川平成 好﨑　泰州
姫 　 路 髙島隆三郎
姫　路　南 赤穂　　哲
姫　路　西 岡本　昌典
神 　 崎 荒木　重浩
龍 　 野 三木　研司
豊 　 岡 稲葉　修吾

【25年連続出席】

尼 　 崎 河野　　有 吉川　壽一
尼　崎　東 杉浦　誠一
川 　 西 徳永順一郎
西 　 宮 瀬戸　　徹
芦 屋 川 堺　　　孰
神 　 戸 永松　潔和
神　戸　東 小倉　宗夫
神 戸 垂 水 由良　　博
高 　 砂 新井　哲三
加　古　川 岡田　義則 竹位　賢二
加古川平成 林　　知宏
三 　 木 片山　眞人 小山　幸夫
津 　 名 曽山　信彦
姫　路　西 赤西　弘光 三木　通嗣
姫　路　東 増田　泰之
神 　 崎 中塚　昌利
相 　 生 田口　　務
香 　 住 秋山　四郎

【20年連続出席】

尼 　 崎 福本　　豊
尼　崎　北 佐野　幸司
尼　崎　東 藤井　輝男
伊 丹 船本　　洋
川 　 西 小林　俊康
西 　 宮 岡田　　洋
神　戸　東 松下　　衛
神 戸 六 甲 西岡　良和
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神 戸 須 磨 宇賀　浩生
明　石　東 伊藤　明彦
高 　 砂 守光　　隆
加　古　川 玉川　正博
三 　 木 村上　直樹 繁田　正文
小 野 加 東 藤田　　覚
北 　 条 米田　秀志
南　淡　路 奥井　光子
姫　路　西 新　　三郎 山水　　満
姫　路　東 篠原　正泰 山根　　章
神 　 崎 上山洋一郎 依藤　義光
赤 　 穂 前田　邦稔
相 　 生 半田　　齊
豊 　 岡 川端　　強
香 　 住 柴田　章二
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アーチ・クランフ・ソサエティ

メ ジ ャ ー ド ナ ー

ポール・ハリス・ソサエティ

ベ ネ フ ァ ク タ ー

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

対象期間：2019年7月1日～2020年6月30日

宝塚武庫川 大室　　

神 戸 西 神 丸尾　研一

西 脇 髙瀬　英夫

尼 崎 東 小坂　圭一

神 戸 井植　貞雄

神 戸 西 矢坂　誠徳

芦 屋 天王寺谷貴

甲 子 園 隔山　泰三

尼 崎 吉田　啓方
尼 崎 北 苅田孝太郎
尼 崎 東 小坂　圭一　　西川　一正
尼 崎 西 浦上　博隆
尼 崎 南 平井　昌夫　　山本　　澄　　黒田　佳治
尼 崎 中 石井三企男　　佐茂　省治
川 西 北　政十郎
伊 丹 有 明 藤井　良夫　　安井　武義　　
川西猪名川 秋田　　納　　藤本　幸男　　木曽　賢造

岡　　康栄　　富山　要介
西 宮 犬塚　雅晴　　日高　　厚　　松田　　隆

村尾　茂雄　　長沼　隆弘　　太田　　博
品川　和隆　　竹内　　修　　辰馬　章夫
藤堂　勝巳

芦 屋 比屋根　毅　　堀　真一郎　　笠谷　修造
河原　俊幸　　松村　　哲　　三宅　康雄
長井　敏彦　　永井　　譲　　中　　俊介
中尾　宣夫　　二木　英徳　　岡本　英三
里深　久起　　杉山　清和　　田房　宏之
髙橋　卓志　　天王寺谷貴　　植田　英規
山田　正雄　　山平　孝一　　山村　惠造

姫 路 三木　　明

神 戸 須 磨 橋本　一豊

神 戸 西 神 河合　敏三　　丸尾　研一

姫 路 三木　　明

神 戸 東 灘 横田　勝年

明 石 東 日下　孝明

芦 屋 山西　康司
甲 子 園 天羽　公夫　　井上　薫嘉　　隔山　泰三
西宮恵美寿 菊池　英彰
篠 山 圓増　亮介　　堀　　成志　　大見　春樹

吉田　英昭
柏 原 足立　成人　　岸田　好史　　上月　靖史

森田　茂樹　　荻野　富雄　　大槻　祥三
坂谷　高義　　佐久間正昭　　篠倉　庸良
髙橋　利明　　田中　　潔　　冨田　博重
梅澤　正義　　山名　純吾　　柳川　拓三
吉住　俊一

宝 塚 中 古川　彰治　　蓮尾　春輝　　堀　　弘二
桑田　昭世　　森信　静治　　大西　利哉
阪上　栄樹　　田辺朱希美　　山本章太郎

神 戸 後藤　　武　　原　　恭平　　広瀬　　努
小曽根佳生　　森本　泰暢　　中林　　淳
椿原　成治　　土橋　達生　　植村　武雄
山邑太左衛門　　行吉　誠之　　横山　政夫

神 戸 東 井元　憲生　　中井　章詞　　西村　太一
須藤　雄二　　吉田　　茂　　吉田　建美

神 戸 東 灘 舟元美智子　　苦瓜　顕一　　和田　孫博

ロータリー財団への寄付（個人）



45

ポール・ハリス・フェロー
尼 崎 森實　啓治　　西良　耕一
尼 崎 東 高山　恒夫
尼 崎 南 池邉　善夫　　山中　潤一
伊 丹 山村　幸生
西 宮 坂戸　秀彰
芦 屋 新井　康夫　　井上　　晋　　加納　真治

駒井　陽次　　近藤　誠人　　前田雄一郎
二川　昌也　　岡　三千彦　　酒本　藤雄
下元　高文　　杉原　　努　　田巻不二夫
寺澤　幸祐

篠 山 片山　　覚　　木戸　彰博　　小田垣　昇
柏 原 足立　秀文　　足立　　均　　荒樋　榮晋

坂東　隆弘　　井上　雅仁　　菊本　裕三
松本　武彦　　荻野　泰男　　岡林　利幸
坂本　　浩　　土田　博幸　　余田　亮一

宝塚武庫川 足立　英基
神 戸 池原　伸直　　永吉　一郎　　中院　達也

山本　俊一
神 戸 南 大森　基樹　　畑中　宏之　　梶原　政美

石井　将治　　髙田　光幸
神 戸 東 則岡　弘士
神 戸 東 灘 池尾　浩之

神 戸 西 飯田美奈子
神 戸 西 神 河合　敏三　　丸尾　研一
神戸モーニング 門脇　正英
明 石 東 岡田　良平
加古川中央 石野　和也　　兼松　和功　　永井　敏幸

田端　和彦　　玉川　英樹
高 砂 青 松 青柳　　淳　　櫻井　宣孝
北 条 長谷川龍光
三木みどり 戸田　和英
淡 路 三 原 岡田　英明
津 名 原田　順造
南 淡 路 南岳　利英
姫 路 南 有川　裕之　　髙谷　宗治　　蔦　　明憲
姫 路 西 三宅　　敬
姫 路 東 橋本　雅彦　　前川　隆嗣　　薮口　　保

原田　博章
相 生 江見　重人　　長谷川和正　　岡田　佳也
龍 野 一色かつみ
上 郡 佐 用 小林　　健
生 野 一宮　英樹
和 田 山 世登　道徳

神 戸 南 本田　裕貴　　田中浩一朗　　飯田　健一
井上　　優

神 戸 六 甲 藤井　佳朗
神 戸 西 矢坂　誠徳　　山口　　宰
神 戸 中 岩﨑　重曉
明 石 東 灰野　信彦　　伊藤　勝晧　　森　　顕三
明 石 北 成田　光繁
高 砂 伊地知正治　　桂田　重信　　大村　泰司
加 古 川 神木　　董　　西川　隆雄　　大庫　典雄

大西　壯司　　上木　義信
加古川中央 春木　英行　　井本　陽介　　上月　和洋

髙山　昭則　　内木場　徹　　羽原　正善
山谷　　光

加古川平成 桃尾　直之
高 砂 青 松 菱田　克己　　庄司　　武　　嶋谷　拓雄

矢野　　聡
三 木 前田　静也　　坂井　幸嗣

小 野 加 東 平尾　博之　　井上　　了　　小西　龍機
北 条 安達　　功　　堀井　幸恭
西 脇 藤本　武彦　　髙瀬　英夫
三木みどり 間瀬　　清
淡 路 三 原 宮本　圭介　　山崎　正二
津 名 川端　英雄　　曽山　信彦
姫 路 英　　和夫　　穂積洋一郎　　城　　　守

清水　一太
姫 路 南 小山　　恒　　中村　滋彦　　岡本　哲侍

髙島　　暢　　柳川　芳廣
姫 路 西 岸元　善之　　関本　盛男
姫 路 東 増田　泰之　　村越　紀一　　篠原　正泰

梅岡　一晴　　山根　　章
神 崎 小林　正一　　中塚　昌利
相 生 阿賀　慶彦　　森田　文藏　　大川　幸矩

大西　恒祐　　田口　晴喜
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クラブ名 会員数＊

（人）
年次基金
目標額

目標達成度
（%）

年次基金
（ひとりあたり） 年次基金 その他の基金** 恒久基金*** 合　計

尼
　
　
崎

尼 崎 32 4,716.50 77 113.85 3,643.27 425.32 0.00 4,068.59 

尼 崎 北 38 3,800.00 127 126.96 4,824.54 614.32 0.00 5,438.86 

尼 崎 東 47 7,500.00 54 85.50 4,018.55 1,466.02 0.00 5,484.57 

尼 崎 西 36 6,817.50 108 203.68 7,332.38 1,285.57 0.00 8,617.95 

尼 崎 南 37 3,500.00 145 137.18 5,075.65 481.73 0.00 5,557.38 

尼 崎 中 23 4,500.00 91 177.85 4,090.59 801.64 0.00 4,892.23 

阪
神
第
一

伊 丹 39 36.36 7,075 65.96 2,572.46 0.00 0.00 2,572.46 

川 西 31 92.59 1,980 59.14 1,833.37 1,623.49 0.00 3,456.86 

伊 丹 有 明 17 26.78 11,501 181.18 3,080.00 0.00 0.00 3,080.00 

川西猪名川 18 1,800.00 82 82.50 1,484.94 371.26 0.00 1,856.20 

伊丹昆陽池 7 0.00 0 54.29 380.00 0.00 0.00 380.00 

西宮イブニング 16 400.00 85 21.25 340.00 0.00 0.00 340.00 

阪
神
第
二

西 宮 54 5,400.00 122 122.41 6,610.00 0.00 0.00 6,610.00 

芦 屋 40 6,400.00 100 160.64 6,425.46 1,259.36 1,000.00 8,684.82 

甲 子 園 39 3,999.60 103 105.13 4,100.00 4,370.46 1,000.00 9,470.46 

西 宮 夙 川 33 1,700.00 106 54.55 1,800.00 4,454.96 0.00 6,254.96 

芦 屋 川 28 4,264.00 41 62.83 1,759.35 0.00 0.00 1,759.35 

西宮恵美寿 24 3,600.00 76 114.06 2,737.39 1,172.93 0.00 3,910.32 

阪
神
第
三

宝 塚 16 1,600.00 50 50.00 800.00 0.00 0.00 800.00 

三 田 20 2,000.00 140 140.00 2,800.00 0.00 0.00 2,800.00 

篠 山 45 5,726.70 140 177.78 8,000.15 2,546.67 0.00 10,546.82 

柏 原 46 0.00 0 133.40 6,136.20 499.25 0.00 6,635.45 

宝塚武庫川 36 1,500.00 214 89.17 3,210.11 2,018.84 120,000.01 125,228.96 

三 田 南 8 0.00 0 87.50 700.00 0.00 0.00 700.00 

宝 塚 中 32 0.00 0 227.34 7,275.00 83.16 0.00 7,358.16 

HYOGO REC 25 1,000.00 70 27.99 699.66 727.44 0.00 1,427.10 

神
戸
第
一

神 戸 161 16,100.00 113 112.70 18,145.38 2,964.11 0.00 21,109.49 

神 戸 東 119 150.00 9,741 122.78 14,611.11 1,801.82 0.00 16,412.93 

神 戸 東 灘 28 50.00 10,900 194.64 5,450.00 0.00 1,000.00 6,450.00 

神 戸 南 83 0.00 0 118.07 9,800.00 728.16 0.00 10,528.16 

神 戸 六 甲 15 0.00 0 113.33 1,700.00 0.00 0.00 1,700.00 

神 戸 ベ イ 20 0.00 0 138.89 2,777.78 0.00 0.00 2,777.78 

神
戸
第
二

神 戸 須 磨 32 4,800.00 57 86.00 2,751.85 148.15 0.00 2,900.00 

神 戸 垂 水 26 1,818.00 117 81.58 2,121.14 546.30 0.00 2,667.44 

神 戸 西 神 38 7,000.00 47 87.39 3,320.88 11,050.00 180,188.64 194,559.52 

神 戸 西 神 58 5,800.00 164 163.95 9,509.25 463.00 0.00 9,972.25 

神 戸 中 37 74.07 6,813 136.39 5,046.30 0.00 0.00 5,046.30 

神戸モーニング 33 100.00 1,000 30.30 1,000.00 0.00 0.00 1,000.00 

ロータリー財団への寄付（クラブ）
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クラブ名 会員数＊

（人）
年次基金
目標額

目標達成度
（%）

年次基金
（ひとりあたり） 年次基金 その他の基金** 恒久基金*** 合　計

東
播
第
一

明 石 48 41.06 4,201 35.94 1,724.92 0.00 0.00 1,724.92 

明 石 東 47 6,000.00 67 85.06 3,997.98 557.91 600.00 5,155.89 

明 石 北 41 0.00 0 122.26 5,012.46 0.00 0.00 5,012.46 

東
播
第
二

高 砂 40 160.00 4,334 173.37 6,934.81 1,700.21 0.00 8,635.02 

加 古 川 77 110.00 10,316 147.37 11,347.78 6,338.19 0.00 17,685.97 

加古川中央 56 8,550.00 118 180.06 10,083.33 88.19 0.00 10,171.52 

高 砂 青 松 42 46.29 8,601 94.79 3,981.37 2,747.80 0.00 6,729.17 

加古川平成 17 1,900.00 106 118.87 2,020.75 475.15 0.00 2,495.90 

東
播
第
三

三 木 56 160.00 3,626 103.60 5,801.40 333.33 0.00 6,134.73 

小 野 加 東 47 7,600.00 85 137.66 6,470.00 5,500.00 0.00 11,970.00 

北 条 37 3,700.00 81 81.08 3,000.00 250.00 0.00 3,250.00 

西 脇 47 7,000.00 219 325.67 15,306.72 703.22 0.00 16,009.94 

三木みどり 26 0.00 0 36.33 944.48 2,166.67 0.00 3,111.15 

淡
　
　
路

洲 本 36 0.00 0 82.53 2,971.11 136.55 0.00 3,107.66 

南 淡 路 33 0.00 0 135.63 4,475.93 0.00 0.00 4,475.93 

淡 路 三 原 19 0.00 0 173.68 3,300.00 0.00 0.00 3,300.00 

津 名 32 0.00 0 198.74 6,359.73 0.00 0.00 6,359.73 

あわじ中央 23 1,000.00 134 58.44 1,344.11 0.00 0.00 1,344.11 

西
播
第
一

姫 路 82 92.59 19,694 222.37 18,234.41 16,787.46 63,927.49 98,949.36 

姫 路 南 72 11,680.00 91 147.21 10,598.77 908.92 18.18 11,525.87 

姫 路 西 65 6,300.00 96 93.22 6,059.39 3,000.00 0.00 9,059.39 

姫 路 東 70 8,500.00 65 78.86 5,520.00 0.00 0.00 5,520.00 

神 崎 28 2,800.00 45 45.04 1,261.00 0.00 0.00 1,261.00 

姫 路 中 央 4 0.00 0 100.00 400.00 0.00 0.00 400.00 

西
播
第
二

赤 穂 34 3,400.00 76 76.26 2,592.72 1,092.59 0.00 3,685.31 

相 生 35 5,600.00 101 161.52 5,653.35 1,059.55 0.00 6,712.90 

龍 野 44 7,040.00 86 137.05 6,030.00 1,343.80 0.00 7,373.80 

上 郡 佐 用 22 2,400.00 55 59.81 1,315.81 0.00 0.00 1,315.81 

但
　
　
馬

豊 岡 46 1,000.00 109 23.75 1,092.59 978.13 0.00 2,070.72 

生 野 22 135.00 1,304 80.00 1,760.00 0.00 0.00 1,760.00 

香 住 13 1,300.00 108 107.69 1,400.00 0.00 0.00 1,400.00 

豊岡円山川 27 100.00 2,700 100.00 2,700.00 185.19 0.00 2,885.19 

和 田 山 25 3,000.00 103 123.20 3,080.00 255.50 0.00 3,335.50 

2680地区 0 0.00 0 0.00 0.00 2,711.00 0.00 2,711.00 

合　　計 2,750 195,887.04 168.84 120.27 330,737.68 91,223.32 367,734.32 789,695.32 

2019-20年度年次基金目標を設定したクラブ数：57/71（80.28%）　2019-20年度年次基金に寄付したクラブ数：71/71（100%が寄付）

* 会員数：2019-20年度寄付目標額提出時の会員数
** その他の基金：�寄付者が選んだプログラムを支援するもの。グローバル補助金、ポリオプラス、ポリオプラスパートナー、その他の承認されたプログラム。

クラブ･地区の年次基金目標、ひとりあたりの年次基金寄付には参入されません。
***恒久基金：�寄付は恒久的に投資。使用可能な収益はプログラムに使用。寄付者は使用可能な収益を、重点分野、ロータリー平和センター、シェア、WFに指定できる。

べネファクター認証の対象となる。

（単位：ドル）
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米山メジ ャ ー ド ナ ー（10回以上）

米山功労者マルチプル（2回目～ 9回目）

対象期間：2019年7月1日～2020年6月30日

伊 丹 有 明 北里　桂一（12）
篠 山 小南　稔彦（18）（19）
宝塚武庫川 大室　　 （28～31）
神 戸 六 甲 山本　秀憲（15）	 久保田梅継（11）

坂部　典生（11）
神 戸 須 磨 橋本　一豊（18）
神 戸 西 神 丸尾　研一（60）	 河合　敏三（14）

鈴木　一史（12）	 吉川　孝郎（12）

尼 崎 近藤　　清（3）
尼 崎 北 猿丸　禎男（4）	 武本　正照（4）

宮本　　毅（2）
尼 崎 東 内藤　成敞（4）	 森本　吉昭（2）
尼 崎 西 伊藤　興喜（9）	 野村　英雄（8）

福本　誠悟（2）
尼 崎 南 武田　俊彦（6）	 山本　　澄（5）

黒田　佳治（4）	 池邉　善夫（3）
内藤　吉子（3）	 平井　昌夫（2）

伊 丹 池信　秀明（5）	 中山　行夫（2）
川 西 北川　博崇（6）	 三宅　圭一（2）

芝田　一夫（2）
伊 丹 有 明 池永　明義（8）（9）
川西猪名川 藤岡　良二（4）
西 宮 瀬戸　　徹（2）
篠 山 河合　岳雄（3）
宝塚武庫川 西村　利秋（2）	 奥西　　要（2）
神 戸 後藤　　武（5）	 大久保裕晴（2）

寺本　　督（2）
神 戸 東 佐井　奇正（5）	 川崎　元男（2）

三野　哲治（2）
神 戸 東 灘 和田　孫博（6）	 舟元美智子（4）
神 戸 六 甲 東　　國隆（9）
神 戸 ベ イ 老田新一郎（3）	 吉田　基毅（3）

渡部　　健（2）
神 戸 須 磨 大内　晋二（7）	 益子　和久（5）

門田　敬造（5）
神 戸 垂 水 善國　高豊（7）
神 戸 西 神 池田　實行（6）	 今田　学志（5）

工藤　涼二（5）	 鶴井　孝文（3）

三 木 宮永　昌明（14）
小 野 加 東 増村　道雄（13）
西 脇 井村　正身（16）
洲 本 中村　尚義（13）
姫 路 南 髙島　　暢（11）

神 戸 西 神 藤丸　信吾（2）	 伊藤　幸美（2）
西藤　隆弘（2）	 折戸　善信（2）
田中　康之（2）

神 戸 中 河南　和幸（2）
明 石 東 佐々木志朗（4）
加 古 川 橋本　眞人（3）	 大山　重勝（2）
加古川中央 三村　浩之（5）	 多木　有一（4）

高山　昭則（3）
高 砂 青 松 澤田　孝彦（4）
三 木 坂井　幸嗣（4）	 堀田　康郎（3）
小 野 加 東 富田　悠介（7）	 松井　英樹（5）

永井　岩夫（4）	 北野　達郎（3）
西 脇 藤本　武彦（8）	 永谷　　敏（2）

矢納　利夫（2）
洲 本 秦　紳一郎（4）
淡 路 三 原 宮本　圭介（5）	 瀧口　　洋（3）
津 名 川端　英雄（4）	 伊木　敏和（2）
姫 路 宮本　　茂（2）
姫 路 南 柳川　芳廣（8）	 小原　直人（6）

和田　長平（6）	 梅本　伸昌（4）
姫 路 東 濵田　長伸（9）	 堀江　徹成（2）

和田　　正（2）
神 崎 中塚　昌利（3）
赤 穂 井本　学明（2）
相 生 半田　　齊（4）	 阿賀　慶彦（3）

栗尾　重德（2）	 湊　　邦弘（2）
大川　幸矩（2）	 大西　恒祐（2）

龍 野 森崎　嘉章（4）	 永富　　靖（2）
上 郡 佐 用 井口　洋子（4）（5）

公益財団法人　ロータリー米山記念奨学会への寄付（個人）
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米 山 功 労 者（１回目）

準 米 山 功 労 者（3 万円）

準 米 山 功 労 者（5 万円）

尼 崎 東 礒田　雅司　　中田　雄久
尼 崎 西 住山　利恵　　髙野　克洋　　玉田　知規
川 西 神田　良一
西 宮 早瀬　利典　　松田　　隆　　中島　　清

小渕　博之　　津久井　進
芦 屋 酒本　藤雄
甲 子 園 隔山　泰三
神 戸 福井　　要　　木村　卓哉　　西本　誠實

高岡　浩三
神 戸 東 神田　孝平　　工藤　泰孝　　植村　浩史
神 戸 東 灘 池尾　浩之　　横田　勝年
神 戸 ベ イ 須藤　仁一
神 戸 西 神 森本　毅司
神戸モーニング 門脇　正英
明 石 東 三木　基司　　阪田　真也　　瀨川勝太郎

岡田　良平　　大森　喜和

尼 崎 北 河原　顕誓　　富永　和慶
尼 崎 南 近藤　教敏　　島谷　　太　　杉村　英明

越智　有一
西 宮 難波　光義　　坂戸　秀彰
西 宮 夙 川 松元　秀人　　松浦　康裕
神 戸 大和　陽二　　一瓢　　豊　　野澤　俊也

尾野　俊二　　清水　規裕　　須藤　昭彦
山下　浩一

神 戸 東 灘 井上　勝正
明 石 東 松田　洋子　　宮崎　年容

尼 崎 南 東本　武司　　川岸　邦充　　川口　　徹

明 石 北 濱端　　俊　　岡田　芳男
加 古 川 吉田　実盛
加古川中央 濱田　宏晃　　井上　孝明　　山谷　光
高 砂 青 松 松下　和雄
三 木 岡田　紹宏
小 野 加 東 田中　隆夫
北 条 岸本　正三　　内藤　正風　　仲田　五郎

塩谷　耕司　　高橋　清文　　田中　俊宏
西 脇 金田　　実　　園田　純也
津 名 谷村　克也　　吉村　秀樹
あわじ中央 小浜　博紀
姫 路 南 蔦　　明憲
姫 路 西 北野　華織
姫 路 東 前川　隆嗣　　原田　博章
赤 穂 木虎　知己
豊 岡 川端　　強

加 古 川 平崎　泰彦　　髙見　徳男
加古川中央 兼松　和功　　三宅　伸介　　永井　敏幸

玉川　英樹
加古川平成 網本　徹也　　藤田　一郎　　榊　　　誠

鈴木　勝博
三 木 神澤　秀和　　河原　秀行　　松岡　丈二

横尾加名子
小 野 加 東 藤原　篤司　　大橋　俊夫　　渡瀬　直哉
北 条 小田　岳人
姫 路 東 酒居　啓介

加古川中央 一井　　昇　　豊福　　一
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クラブ名
会員数 
（1月1日）

（人）
今年度 
普通単価

今期 
普通寄付

寄付者数
（特別寄付） 今期 

特別寄付 今期合計 個人平均 
寄付額

普通寄付金 
累計額

特別寄付金 
累計額 寄付累計額

個人 法人 個人
(%)

尼 崎 31 4,000 126,000 15 1 48.4 180,000 306,000 9,870 9,079,450 18,419,900 27,499,350

尼 崎 北 41 6,000 253,500 23 0 56.1 422,719 676,219 16,493 8,598,300 25,697,522 34,295,822

尼 崎 東 45 4,000 184,000 5 0 11.1 400,000 584,000 12,977 8,112,500 17,180,930 25,293,430

尼 崎 西 40 4,000 144,000 37 0 92.5 740,000 884,000 22,100 5,661,500 33,157,752 38,819,252

尼 崎 南 35 4,000 144,000 24 0 68.6 520,000 664,000 18,971 5,090,500 17,417,223 22,507,723

尼 崎 中 23 4,000 92,000 20 0 87.0 260,000 352,000 15,304 2,018,000 5,653,950 7,671,950

伊 丹 42 4,000 162,000 4 0 9.5 195,000 357,000 8,500 7,849,050 13,464,000 21,313,050

川 西 29 4,000 120,000 11 1 37.9 407,000 527,000 18,172 7,212,450 16,011,102 23,223,552

伊 丹 有 明 17 4,000 68,000 7 0 41.2 400,000 468,000 27,529 7,563,250 27,341,767 34,905,017

川西猪名川 17 4,000 70,000 7 0 41.2 63,000 133,000 7,823 5,054,000 13,234,608 18,288,608

伊丹昆陽池 7 4,000 28,000 0 0 0 28,000 4,000 3,867,000 8,030,000 11,897,000

西宮イブニング 17 2,300 37,950 0 0 0 37,950 2,232 225,450 0 225,450

西 宮 56 6,000 342,000 50 0 89.3 535,000 877,000 15,660 11,722,100 15,706,000 27,428,100

芦 屋 41 6,000 258,000 13 0 31.7 144,000 402,000 9,804 9,493,200 13,543,787 23,036,987

甲 子 園 41 6,000 246,000 24 0 58.5 140,000 386,000 9,414 10,219,850 9,160,071 19,379,921

西 宮 夙 川 33 4,000 144,000 36 0 109.1 264,000 408,000 12,363 7,698,800 8,720,128 16,418,928

芦 屋 川 29 4,000 116,000 25 0 86.2 98,000 214,000 7,379 5,928,000 22,053,491 27,981,491

西宮恵美寿 25 4,000 98,000 0 0 59,000 157,000 6,280 2,430,050 3,233,168 5,663,218

宝 塚 16 2,000 32,000 0 0 0 32,000 2,000 6,270,300 9,421,000 15,691,300

三 田 21 4,500 90,000 17 4 81.0 262,500 352,500 16,785 7,212,950 10,585,636 17,798,586

篠 山 45 4,000 182,000 39 0 86.7 569,000 751,000 16,688 8,644,500 29,099,300 37,743,800

柏 原 45 4,000 182,000 0 0 0 182,000 4,044 7,394,100 10,717,538 18,111,638

宝塚武庫川 36 4,000 144,000 12 0 33.3 585,000 729,000 20,250 6,624,000 18,342,233 24,966,233

三 田 南 8 4,000 32,000 0 0 0 32,000 4,000 2,703,000 2,248,538 4,951,538

宝 塚 中 33 6,000 195,000 16 0 48.5 82,000 277,000 8,393 4,453,000 6,613,724 11,066,724

HYOGOロータリーEクラブ 22 2,000 49,000 0 0 10,000 59,000 2,681 262,000 10,000 272,000

神 戸 158 4,000 638,000 96 4 60.8 1,308,000 1,946,000 12,316 24,752,850 45,096,816 69,849,666

神 戸 東 117 5,000 595,000 22 0 18.8 868,000 1,463,000 12,504 23,195,850 29,775,000 52,970,850

神 戸 東 灘 30 5,000 147,500 24 0 80.0 479,000 626,500 20,883 8,983,000 19,494,783 28,477,783

神 戸 南 86 4,000 336,000 0 0 300,000 636,000 7,395 10,256,000 9,723,173 19,979,173

神 戸 六 甲 17 5,000 85,000 4 0 23.5 445,000 530,000 31,176 3,888,685 15,772,000 19,660,685

神 戸 ベ イ 20 5,000 100,000 13 0 65.0 330,000 430,000 21,500 3,075,000 10,718,800 13,793,800

神 戸 西 59 4,000 236,000 0 0 0 236,000 4,000 19,673,050 40,529,633 60,202,683

神 戸 須 磨 33 4,000 136,000 14 0 42.4 660,000 796,000 24,121 7,661,550 23,110,000 30,771,550

神 戸 垂 水 28 4,500 121,500 11 0 39.3 201,000 322,500 11,517 5,327,000 12,671,342 17,998,342

神 戸 西 神 36 8,000 288,000 21 0 58.3 2,370,000 2,658,000 73,833 8,147,500 18,871,976 27,019,476

神 戸 中 36 4,000 146,000 5 0 13.9 101,000 247,000 6,861 4,804,000 4,847,800 9,651,800

神戸モーニング 32 1,000 27,000 1 0 3.1 100,000 127,000 3,968 106,000 100,000 206,000

公益財団法人　ロータリー米山記念奨学会への寄付（クラブ）
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クラブ名
会員数 
（1月1日）

（人）
今年度 
普通単価

今期 
普通寄付

寄付者数
（特別寄付） 今期 

特別寄付 今期合計 個人平均 
寄付額

普通寄付金 
累計額

特別寄付金 
累計額 寄付累計額

個人 法人 個人
(%)

明 石 47 4,500 211,500 0 0 0 211,500 4,500 9,972,000 19,041,270 29,013,270

明 石 東 50 4,000 196,000 26 0 52.0 280,000 476,000 9,520 13,929,600 25,778,710 39,708,310

明 石 北 40 4,000 162,000 29 0 72.5 390,000 552,000 13,800 8,188,000 17,830,000 26,018,000

高 砂 39 7,000 276,500 25 14 64.1 390,000 666,500 17,089 10,411,650 17,936,740 28,348,390

加 古 川 77 4,000 308,000 20 0 26.0 624,000 932,000 12,103 10,853,450 29,202,960 40,056,410

加古川中央 58 6,000 345,000 30 0 51.7 570,000 915,000 15,775 8,556,500 25,388,660 33,945,160

高 砂 青 松 43 4,000 174,000 39 0 90.7 390,000 564,000 13,116 7,566,250 27,098,467 34,664,717

加古川平成 17 4,000 68,000 9 0 52.9 90,000 158,000 9,294 4,174,000 16,070,000 20,244,000

三 木 54 5,000 275,000 9 0 16.7 600,000 875,000 16,203 10,489,400 24,027,000 34,516,400

小 野 加 東 49 4,500 216,000 48 0 98.0 928,450 1,144,450 23,356 7,927,400 27,123,924 35,051,324

北 条 38 5,000 187,500 7 0 18.4 450,000 637,500 16,776 7,512,150 13,416,270 20,928,420

西 脇 46 5,000 232,500 6 0 13.0 600,000 832,500 18,097 9,761,860 15,419,685 25,181,545

三木みどり 26 4,000 104,000 16 0 61.5 117,000 221,000 8,500 4,395,000 7,303,758 11,698,758

洲 本 37 5,000 182,500 23 0 62.2 459,000 641,500 17,337 8,767,820 20,309,080 29,076,900

南 淡 路 33 5,000 165,000 1 0 3.0 91,000 256,000 7,757 9,062,950 5,267,315 14,330,265

淡 路 三 原 19 5,000 100,000 11 0 57.9 240,000 340,000 17,894 6,866,850 15,091,000 21,957,850

津 名 32 6,000 192,000 31 0 96.9 330,000 522,000 16,312 8,663,200 20,904,000 29,567,200

あわじ中央 23 4,000 92,000 5 0 21.7 60,000 152,000 6,608 2,883,500 4,885,000 7,768,500

姫 路 83 4,000 330,000 42 0 50.6 599,000 929,000 11,192 17,893,210 32,079,098 49,972,308

姫 路 南 72 4,000 288,000 53 0 73.6 1,090,000 1,378,000 19,138 14,495,700 51,441,580 65,937,280

姫 路 西 63 10,000 660,000 1 0 1.6 100,000 760,000 12,063 12,604,300 13,406,000 26,010,300

姫 路 東 69 5,000 355,000 49 0 71.0 606,000 961,000 13,927 13,628,000 43,602,023 57,230,023

神 崎 28 4,000 112,000 3 0 10.7 73,500 185,500 6,625 5,238,250 7,671,554 12,909,804

姫 路 中 央 4 2,000 16,000 0 0 0 16,000 4,000 4,796,000 10,500,000 15,296,000

赤 穂 34 5,000 170,000 2 0 5.9 260,822 430,822 12,671 8,074,700 21,026,511 29,101,211

相 生 35 4,500 157,500 20 1 57.1 473,750 631,250 18,035 7,863,300 16,109,752 23,973,052

龍 野 43 6,000 261,000 26 0 60.5 340,000 601,000 13,976 13,476,250 25,455,107 38,931,357

上 郡 佐 用 23 4,000 92,000 1 0 4.3 200,000 292,000 12,695 3,893,100 5,596,906 9,490,006

豊 岡 39 4,000 154,000 1 0 2.6 419,150 573,150 14,696 8,542,600 19,298,046 27,840,646

生 野 22 4,000 88,000 1 0 4.5 10,000 98,000 4,454 4,059,700 2,919,144 6,978,844

香 住 14 4,000 56,000 0 0 0 56,000 4,000 5,325,400 1,625,838 6,951,238

豊岡円山川 27 4,000 108,000 27 0 100.0 216,000 324,000 12,000 5,974,000 8,169,362 14,143,362

和 田 山 26 6,000 156,000 0 0 0 156,000 6,000 4,674,500 4,181,020 8,855,520

2680その他 0 0 0 0 0 0 0 0 15,145,820 43,317,467 58,463,287

2,757 12,886,450 1,157 25 42.0% 24,495,891 37,382,341 13,559 576,924,195 1,224,267,938 1,801,192,133 

2020年6月30日現在（単位：円）
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プロバスクラブ スポンサー
クラブ 創立年月日 例会場・日時

会員数

男性 女性

上 　 郡 
（清流会） 上郡佐用 1988.1.9 上郡商工会館

第2水曜　11:00～12:00 11 2

神 戸 北 
（すずらん） 神戸北 1989.4.7 しあわせの村研修館研修室

第2水曜　13:30～15:30 7 5

垂 　 水 
（ちどり会） 神戸垂水 1991.6.12 シーサイドホテル舞子ビラ神戸

第2水曜　12:00～14:00 16 5

姫 　 路 姫路東 1992.4.14 姫路キヤッスルグランヴィリオホテル
第2水曜　12:30～14:30 不明 不明

赤 　 穂 赤　穂 1993.4.16 赤穂商工会館3F
第3金曜　12:00～14:00 18 2

加 古 川 加古川 1993.6.22 ヤマトヤシキ7F
第3金曜　12:30～14:00 14 0

三 　 田 
（せせらぎ会） 三田南 1994.4.23 三田商工会館

第２木曜 12 7

小 野 加 東 
（さわやか） 小野加東 1995.6.18 小野商工会館3F

第2火曜　12:30～14:30 8 10

西 　 脇 
（松籟） 西　脇 1996.5.26 西脇商工会議所2F

第2金曜　12:30～14:00 13 5

尼 　 崎 
（琴壽会） 尼崎北 1996.12.8 ホテル「ホップイン」アミング

第2月曜　11:30～13:30 26 13

高 　 砂 高　砂 1999.12.16 高砂商工会議所2F
第2木曜　11:00～13:00 10 1

明 　 石 
（かけはし） 明石北 2000.9.15 ホテルキャッスルプラザ西明石

第２水曜　12:00～14:00 10 4

篠 　 山 
（鼓） 篠　山 2000.12.10 潯陽楼

第１月曜　12:30～ 19 2

伊 　 丹 伊丹有明 2001.4.21 伊丹シティホテル
第１土曜　11:30～13:00 16 4

神 戸 東 神戸東 2001.7.19 小泉製麻会議室「いずみルーム」
第2木曜　12:30～14:30 15 6

加 　 西 北　条 2001.7.29 加西市健康福祉会館
第2水曜　12:30～14:30 3 0

豊 　 岡 豊　岡 2001.9.23 じばさんTAJIMA3F
第2火曜　12:30～14:00 11 7

明 石 西 
（悠の会） 明石東 2001.10.6 毎回会場を持ち回り

第４水曜　12:30～14:00 7 1

姫 路 南 
（二水会） 姫路南 2003.5.14 ホテル日航姫路3F

第2水曜　12:30～14:00 21 4

西 　 宮 西　宮 2005.9.17 西宮市民会館
第2金曜　13:00～ 6 5

柏 　 原 柏　原 2008.4.20 柏原ターミナルホテル喜作
第3木曜　11:30～13:30 16 7

宝 塚 中 宝塚中 2008.7.1 ホテル若水
第3月曜　18:30～20:30 6 4

淡 　 路 洲　本 2011.11.6 厳島神社　弁天斎館
第４水曜　12:30～14:00 8 13

相 　 生 相　生 2013.1.17 相生商工会議所
第２木曜　12:30～14:00 18 2

（会員数：2020年5月31日現在）
   プロバスクラブ
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インターアクトクラブ名 スポンサークラブ 創立年月日 部員数
中学 高校 大学

滝 川 中 学 校 ・ 高 等 学 校 神 戸 須 磨 1965年　6月29日 3 14

県 立 柏 原 高 等 学 校 柏 原 1968年　8月　6日 30

日 ノ 本 学 園 高 等 学 校 姫 路 1983年　6月　6日 3

園 田 学 園 女 子 短 期 大 学 尼 崎 北 1983年　9月10日 5

啓 明 学 院 中 学 校 ・ 高 等 学 校 神 戸 西 1986年10月11日 9 11

市 立 明 石 商 業 高 等 学 校 明 石 東 1986年12月13日 14

滝 川 第 二 高 等 学 校 ・ 中 学 校 神 戸 西 神 1987年　1月27日 4 31

雲雀丘学園中学校・高等学校 宝 塚 1987年　2月　5日 2 21

三 田 松 聖 高 等 学 校 三 田 1989年　6月29日 12

県 立 篠 山 鳳 鳴 高 等 学 校 篠 山 1992年12月22日 10

神 戸 国 際 大 学 附 属 高 等 学 校 神 戸 垂 水 1995年11月23日 6

神戸山手女子中学校・高等学校 神 戸 1997年12月17日 2 23

姫 路 女 学 院 高 等 学 校 姫 路 2000年　2月23日 16

県 立 西 脇 高 等 学 校 西 脇 2000年10月28日 42

県 立 篠 山 産 業 高 等 学 校 篠 山 2002年　9月26日 2

百 合 学 院 高 等 学 校 尼 崎 西 2004年　2月24日 75

芦 屋 学 園 中 学 校 ・ 高 等 学 校 芦 屋 川 2007年　5月21日 9

蒼 開 中 学 校 ・ 高 等 学 校 洲 本 2009年　4月22日 5

県 立 豊 岡 総 合 高 等 学 校 豊 岡 2010年　4月19日 19

篠 山 市 立 篠 山 中 学 校 篠 山 2012年　4月　1日 12

県 立 氷 上 高 等 学 校 柏 原 2013年　4月　1日 17

県 立 氷 上 西 高 等 学 校 柏 原 2013年12月　1日 100

県 立 神 崎 高 等 学 校 神 崎 2014年　9月25日 24

神戸学院大学附属中学校・高等学校 神 戸 中 2016年　6月17日 14 14

県 立 篠 山 東 雲 高 等 学 校 篠 山 2017年　4月　1日 80

県 立 西 脇 北 高 等 学 校 西 脇 2017年10月17日 29

県 立 明 石 高 等 学 校 明 石 2019年　6月　1日 16

甲 南 高 等 学 校 ・ 中 学 校 芦 屋 2019年11月　1日 5

小　　計 46 628 5

合　　計 679

（部員数：2020年6月30日現在）

   インターアクトクラブ
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ク ラ ブ 名
提唱ロータリー

クラブ
創立年月日 例　会　日 例 会 時 間 例 会 場 所

会　員　数

男性 女性

姫 路 姫 路 1969年　6月24日 第２・第４水曜日 １９：３０～２０：３０
イーグレ姫路４F
ボランティア室

4 1

神 戸 神 戸 1975年　5月17日 第２・第４木曜日 １９：３０～２０：３０ 神戸市青少年会館 11 5

淡 路
洲本・南淡路

淡路三原・津名
1976年　4月18日 第１・第３月曜日 １９：３０～２０：３０

洲本商工会議所4階会議室
(洲本RC事務局)

2 1

姫 路 独 協
大 学

姫 路 南 2003年　6月　7日 第２・第４火曜日 １８：００～１９：００
姫路獨協大学内

クラブ部室
0 0

神 戸 須 磨 神 戸 須 磨 2006年　4月12日 第１・第３水曜日 １９：４５～２０：４５ 信行寺 3 3

柏 原 柏 原 2014年　6月　1日 第２・第４金曜日 １９：３０～２０：３０
㈱吉住工務店

こだま館
5 2

豊 岡 豊 岡 2015年　8月20日 第２・第４火曜日 １９：３０～２０：３０ 来迎寺 3 3

芦 屋 川 芦 屋 川 2015年11月27日 第１・第３水曜日 １９：００～２０：００
ラポルテ本館3F 

芦屋川ロータリークラブ事務局
6 4

加古川中央 加 古 川 中 央 2019年　2月18日 第２・第４木曜日 １9：３０～20：３０
兵庫大学

13号館104室
2 5

尼 崎 西 尼 崎 西 2019年12月　7日 第１・第３木曜日 １9：３０～20：３０
尼崎市御園町５番地
土井ビルディング８F

15 14

合　計
51 38

89

（会員数：2020年6月30日現在）

   ローターアクトクラブ
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派遣生
派遣生氏名 江本　晴子 内田　理愛 瀨川　夏葵

出身校 百合学院高等学校 神戸山手女子高等学校 武庫川女子大学附属高等学校

スポンサーRC 尼崎西 神戸 明石東

受入国 ハンガリー／1911 ベルギー／1630 ブラジル／4430

ホストRC Budapest‐Sasad Plombieres-Welkenraedt Guarulhos-Vila Galvão

カウンセラー 髙野　克洋 横山　政夫 宮崎　年容

早期帰国日 2020/3/21 2020/3/20 2020/3/27

派遣生氏名 木曽　夢未 木村　乃依 中井　琴音

出身校 蒼開高等学校 姫路市立飾磨高等学校 姫路市立飾磨高等学校

スポンサーRC 洲本 姫路東 姫路東

受入国 ブラジル／4730 ベルギー／1620 イタリア／2032

ホストRC Curitiba Sítio cercado Braine-le-Comte Cuneo-Alpi del Mare

カウンセラー 柳　弘一郎 郡山　佳也 小倉　克輝

早期帰国日 2020/3/28 2020/3/16 2020/3/16

来日生
来日生氏名 KORDÁS Anna LEJEUNE Lara Fernanda Salles de Oliveira

受入校 百合学院高等学校 神戸山手女子高等学校 兵庫県立明石西高等学校

ホストRC 尼崎西 神戸 明石東

カウンセラー 高野　克洋 石坪　浩一 松田　洋子

派遣国 ハンガリー/1911 ベルギー/1630 ブラジル/4590

スポンサーRC Bordás Zoltán ESNEUX-AYWAILLE LIMEIRA

早期帰国日 2020/3/21 2020/3/16 2020/3/20

来日生氏名 JULIA MARASCHIN STIENNE Charlotte MARIE Daniela DI FLORIDO

受入校 蒼開高等学校 姫路市立飾磨高等学校 琴丘高等学校

ホストRC 洲本 姫路東 姫路東

カウンセラー 高鍋　直人 有方　壯介 壷阪　康裕

派遣国 ブラジル/4730 ベルギー/1620 イタリア/2080

スポンサーRC Araucária LE ROEULX Guidonia-Montecelio

早期帰国日 2020/3/20 2020/3/16 2020/3/24

   青少年長期交換　派遣生・来日生 ※COVID-19のため、来日生、派遣生ともに早期帰国。
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クラブ名 相手クラブ名 国名 地区番号

尼 崎 東

南ブリスベン オーストラリア 9630

ソウル城東 韓国 3650

鯖江 日本 2650

尼 崎 西

ホーンビィー ニュージーランド 9970

ノースベイイースト フィリピン 3800

台中中州 台湾 3460

パタンウエスト ネパール 3292

尼 崎 南 バンラック タイ 3350

川 西 豊原西南 台湾 3461

伊 丹 有 明 台北西門 台湾 3480

西 宮 スポケーン アメリカ合衆国 5080

甲 子 園

SPOKANE-NORTH アメリカ合衆国 5080

LONDRINA-NORDESTE ブラジル 4710

東華 台湾 3520

西 宮 夙 川

高雄東北 台湾 3510

North Napa アメリカ合衆国 5130

Sunnybank Hills オーストラリア 9630

宝 塚 中 熊本水前寺公園 日本 2720

クラブ名 相手クラブ名 国名 地区番号

尼 崎 北

篠山 日本 2680

台南東區 台湾 3470

リッカートン ニュージーランド 9970

尼 崎 南 南淡路 日本 2680

尼 崎 中 台北蓬莱 台湾 3480

伊 丹 有 明 佐沼 日本 2520

西 宮
彰化 台湾 3460

倉敷 日本 2690

宝 塚

WHITBY イギリス 1040

HAVERFORD-WEST イギリス 1150

LUND スウェーデン 2390

松江 日本 2690

松江南 日本 2690

SANTO ANTONIO DA PATRUIHA ブラジル 4670

篠 山

ワラワラ アメリカ合衆国 5080

尼崎北 日本 2680

仙台西 日本 2520

宝塚武庫川
松江東 日本 2690

La Habra アメリカ合衆国 5320

神 戸
新竹 台湾 3501

シアトル アメリカ合衆国 5030

クラブ名 相手クラブ名 国名 地区番号

神 戸 東
シンガポール シンガポール 3310

ブリスベン オーストラリア 9600

神 戸 東 灘 高崎シンフォニー 日本 2840

神 戸 南 千歳 日本 2510

神 戸 ベ イ 台中松竹 台湾 3460

神 戸 西 横浜西 日本 2590

神 戸 須 磨 大漢溪 台湾 3490

神 戸 垂 水 基隆東 台湾 3490

神戸ハーバー 高雄中区 台湾 3510

神 戸 西 神 板橋北區 台湾 3490

神 戸 中
東京大崎 日本 2750

静岡北 日本 2620

明 石 東 鳳山東區 台湾 3510

洲 本
脇町 日本 2670

静内 日本 2510

南 淡 路 尼崎南 日本 2680

淡 路 三 原 小矢部中 日本 2610

津 名 一宮中央 日本 2760

あわじ中央 高尾圓山 台湾 3510

姫 路 中 央 台北パロンポン 台湾 3480

赤 穂
東京芝 日本 2750

山鹿 日本 2720

クラブ名 相手クラブ名 国名 地区番号

神 戸 西
新竹北 台湾 3500

ハワイコナ アメリカ合衆国 5000

加 古 川 彰化南区 台湾 3460

加古川平成

熊本平成 日本 2720

中津平成 日本 2720

仙台平成 日本 2520

北 条 嘉義南区 台湾 3470

洲 本 NOOSA HEAD オーストラリア 9600

姫 路 西 漢江 韓国 3650

姫 路 東 松本西南 日本 2600

赤 穂
笠間 日本 2820

真壁 日本 2820

生 野
EEKLO ベルギー 1620

TURNHOUT ベルギー 1630

   ツインクラブ

   友好提携クラブ



57

収　　入

３年前の年次基金の50％ 198,259.12

利用できる恒久基金利息の50％ 10,325.47

前年度からの繰越DDF 180,263.60

2019-20年度期首残高 388,848.19 

2020.6.30現在

（単位：ドル）

（単位：ドル）

（1）2019-20年度期首残高

（2）2019-20年度DDF使用状況

収　　入 支　　出 左記小計

2019-20年度期首残高 388,848.19 （１）寄　　贈

ポリオプラスへの寄付 40,000.00 

平和センターへの寄付 10,000.00 50,000.00 

（２）地区補助金 DG2087049 107,578.00 107,578.00 

（３）グローバル補助金

【プロジェクト進行中】

GG2092296　�マサロ教会シェルター改造計画 5,000.00 

GG1989953　奨学金（金山篤志） 21,989.00 26,989.00

地区補助金返金額 6,546.94 

2020年6月30日現在 残高	 210,828.13 

合　　計 395,395.13 合　　計 395,395.13 184,567.00 

   DDF使用状況
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提唱クラブ
(協同提唱) プロジェクト名

プロジェクト
予算総額
（円）

地区補助金
配分決定額

返金等修正後の
最終地区補助金額

円 ドル 円 ドル

奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

尼 崎 西 三世代将棋交流大会 562,888 281,444 2,559 97,750 889 

尼 崎 南 市立特別支援学校児童・生徒へのボッチャ普及支援 401,807 200,903 1,827 200,903 1,827 

甲 子 園 青少年の健全育成のための「野球教室」 243,220 121,610 1,106 121,610 1,106 

西 宮 夙 川 阪神淡路大震災で活躍した船舶の乗船体験 294,500 147,250 1,339 147,250 1,339 

宝 塚 子供の未来を応援するお菓子づくりイベント 221,107 110,553 1,006 83,678 761 

篠 山 認知症に強い地域づくり支援事業 535,415 267,707 2,434 157,492 1,432 

柏 原
（申請取り下げ） 福祉観光地丹波市の「車いすマップ」作成プロジェクト 216,959 108,479 987 0 0 

宝 塚 武 庫 川 少年少女ちびっ子野球大会 224,400 112,200 1,020 112,200 1,020 

宝 塚 中 「子ども食堂」の活動を支援するクリスマスコンサート 206,000 103,000 937 103,000 937 

神 戸 南 青少年のためのダンスフェス 1,004,115 502,057 4,564 502,057 4,565 

神 戸 須 磨 国指定重要無形民俗文化財の「車の翁舞」保存支援 380,360 190,180 1,729 190,180 1,729 

神 戸 垂 水
（コロナ禍のため中止） 再発見日本、日本人としての生き方を考える講演会 750,015 375,007 3,410 29,810 271 

神 戸 モ ー ニ ン グ
（コロナによる中止） 小児がんへの正しい理解と小児がんの子どもたちへの職業体験 283,610 141,805 1,290 0 0 

加 古 川 中 央 児童養護施設入所者の職業体験学習と発表・交流会 270,000 135,000 1,228 135,000 1,228 

三 木
（コロナ禍のため中止） 子供たちのテニス・レッスンを通じてする国際交流支援 290,855 145,427 1,323 145,427 1,323 

北 条
（コロナ禍のため中止） プロチームによる小学生バレーボールへの技術指導 700,000 350,000 3,182 0 0 

三 木 み ど り
（コロナ禍のため中止） ゴルフの魅力を知ってもらう小学生スナッグゴルフ大会 421,513 210,756 1,916 74,078 674 

相 生 子供の屋外遊び場設置のためのワークショップ 345,000 172,500 1,569 172,500 1,569 

上 郡 佐 用 介護福祉施設での会員による自作自演の寸劇公演 94,460 47,230 430 47,230 430 

豊 岡 豊岡で暮らす外国人と市民との国際交流イベント 463,350 231,675 2,107 231,675 2,107 

2 6 8 0 地 区 2020-21年度補助金管理セミナー 345,805 172,902 1,572 172,902 1,572 

適用レート：１ドル=108円

１．入金
　　ロータリー財団から地区へ、11,618,423円（107,578ドル）の入金

２．実施プロジェクトおよび地区補助金配分額

   地区補助金プロジェクト（地区補助金番号DG1971916）
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提唱クラブ
(協同提唱) プロジェクト名

プロジェクト
予算総額
（円）

地区補助金
配分決定額

返金等修正後の
最終地区補助金額

円 ドル 円 ドル

奨
　
学
　
金

神 戸 地区奨学金（タイプ１）　 400,000 320,000 2,910 320,000 2,910 

明 石 北 地区奨学金（タイプ１）　 600,000 480,000 4,364 480,000 4,364 

高 砂 青 松 地区奨学金（タイプ１）　 200,000 160,000 1,455 160,000 1,455 

西 脇 地区奨学金（タイプ１）　 400,000 320,000 2,910 320,000 2,910 

姫 路 東 地区奨学金（タイプ１）　 800,000 640,000 5,819 640,000 5,819 

宝 塚 武 庫 川 地区奨学金（タイプ２）　 1,320,000 1,056,000 9,600 1,056,000 9,600 

宝 塚 武 庫 川 地区奨学金（タイプ２）　緊急帰国費 113,500 113,500 1,032 113,500 1,032 

臨
　
時
　
費

甲 子 園 訪問介護士に対する新型コロナウイルス感染症対策支援 506,750 405,400 3,685 405,400 3,686 

篠 山 丹波篠山市医師会への新型コロナウイルス相談外来用テン
ト寄贈 1,119,900 800,000 7,273 800,000 7,273 

神 戸 東 灘 医療従事者の皆様　‘ありがとう’ 660,000 528,000 4,800 528,000 4,800 

神 戸 西 新型コロナウイルス感染防止のための手指の消毒 495,000 396,000 3,600 396,000 3,600 

明 石 北 幼稚園へ消毒用アルコールを寄贈プロジェクト 800,000 640,000 5,818 640,000 5,819 

高 砂 新型コロナウイルスに向き合う医療現場への防護服提供 495,000 396,000 3,600 396,000 3,600 

加 古 川 平 成 特殊支援学校へのコロナ対策支援プロジェクト 950,000 760,000 6,909 760,000 6,910 

西 脇 フェイスフィールド寄贈 563,130 450,504 4,095 450,504 4,096 

淡 路 三 原 南あわじ市にマスクを寄付 264,000 211,200 1,920 211,200 1,920 

龍 野 当地医療従事者への不織布マスクの贈呈 625,000 500,000 4,545 500,000 4,546 

管理費
振込手数料 10,008 91 10,008 91 

為替差損  1,822

合　　計 10,911,354 101,032 

３．返金
　　地区からロータリー財団へ、７０７，０６９円を返金
　　　【内訳】
	 （ロータリー財団から入金）	 　（最終配分額及び管理費）	 　　（ロータリー財団へ返金）

	 11,618,423円（107,578ドル）　－　10,911,354円（101,032ドル）　＝　707,069円（6,546ドル：返金時のロータリーレート1ドル＝108円）
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①人道的プロジェクト

提唱/
協力

提唱クラブ
（協同提唱クラブ）

補助金
番号 プロジェクト名（日本語）

2680地区 相手国側
（協力国も含む） 上乗せ

WF
プロジェクト 
総額 進捗状況

現金拠出 DDF 現金拠出 DDF

提
　
　
　
唱

新
　
　
規

西　　宮 2014096

彰化の高大気汚染地域における
C型肝炎のケア 
実施国側：台湾3492地区
　　　　　Chan-Tai Chen RC

4,000 4,000 10,000 7,000 18,000 43,000 財団審査中

地　　区 2016873 3250地区透析センター 0 12,000 30,000 2,650 29,626 74,276 財団審査中

過
去
年
度
か
ら
の
継
続

尼 崎 南 2097103

幼児教育と学校カリキュラムの準備のた
めの教師の開発とトレーニング 
実施国側：タイ3350地区
　　　　　バンラックRC

1,000 15,000 0 1,000 16,500 33,500 プロジェクト 
立ち上げ中

神戸西神 2095198

Siluo郷およびErlun郷でのC型肝炎
スクリーニングプロジェクト 
実施国側：台湾3490地区
　　　　　ピンチャオノースRC

1,000 0 29,475 33,000 48,238 111,713 プロジェクト 
進行中

加 古 川 2092296 マサロ教会シェルター改造計画 
実施国側：台湾3462地区　彰化南区RC 5,000 5,000 13,000 7,000 21,000 51,000 プロジェクト 

進行中

尼崎中 
(尼崎、尼崎東、尼崎西、
尼崎南、伊丹、川西猪名川、
芦屋、甲子園、西宮恵美寿、
宝塚中、神戸、神戸東、
神戸ベイ、神戸西神、高砂、
加古川、加古川中央、西脇、
淡路三原、神崎、龍野）

1978327

縫製および図案作成技術の研修 
及びミシンの提供による生計支援 
実施国側：フィリピン3800地区
　　　　　ノースベイイーストRC

9,800 14,535 1,800 2,000 28,135 50,170 プロジェクト 
進行中

尼崎西 
(尼崎、尼崎北、尼崎東、
尼崎南、尼崎中、芦屋、
甲子園、西宮恵美寿、
宝塚武庫川、神戸、神戸東、
明石、高砂、加古川平成、
西脇、龍野）

1876820

健康インフラの整備による彰化慈生福祉
施設の知的障害者に対するリハビリ及び
健康管理支援 
実施国側：台湾3461地区
　　　　　Taichung Jong Jou RC

6,476 9,793 6,000 10,000 25,731 58,000 2020.5.7 
CLOSE

協
　
　
力

新
　
　
規

甲 子 園 2011098

カンボジア・プティサストラ大学の歯科
専門家向けの臨床研修 
実施国側：台湾3522地区
　　　　　Taipei Tunghua RC 
　　　　　カンボジア3350地区
　　　　　Phnom Penh Capital RC

3,000 0 14,000 12,000 19,227 48,227 プロジェクト 
立ち上げ中

西宮夙川 2093661

医療資源が乏しい地域のデンタルステー
ション（春日郷デンタルステーション） 
実施国側：台湾3510地区　高雄東北RC 
　　　　　韓国3740地区　清州中央RC

2,000 0 34,000 18,000 36,000 90,000 プロジェクト 
進行中

提
　
　
唱

過
去
年
度
か
ら
の
継
続

地　　区 1865602

新生児の集中治療機器（N.I.C.E.）
供給プロジェクト 
実施国側：インド3131地区
　　　　　Pune Metro RC

0 10,000 36,837 11,500 39,918 98,255 2019.11.25 
CLOSE

あわじ中央 1863632

恵まれない子供たちの放課後教室 
実施国側：インド3510地区 
　　　　　フィリピン　3800地区
　　　　　North Bay East RC

1,000 10,000 14,000 0 17,000 41,000 2019.11.19 
CLOSE

地　　区 1752614

セネガルにおける子宮頸がん予防
サービスの構築 
実施国側：アメリカ6450地区
　　　　　シカゴRC

0 20,000 43,950 79,500 122,653 266,103 プロジェクト 
進行中

（単位：ドル）

2020.6.30現在   グローバル補助金プロジェクト
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提唱クラブ
（協同提唱クラブ）

補助金
番号 プロジェクト名（日本語）

2680地区 相手国側
（協力国も含む） 上乗せ

WF
プロジェクト 
総額 進捗状況

現金拠出 DDF 現金拠出 DDF

二
〇
二
〇
年 

秋
入
学

三木 
(小野加東、北条、西脇、
三木みどり）

2013027

奨学金：高岡加絵 
実施国側：アメリカ5950地区
　　　　　Minneapolis-University RC 
留学先大学：ミネソタ大学 
カウンセラー：前田　静也

19,473 39,485 0 0 31,856 90,814 財団審査中

加古川中央 2011930

奨学金：橋口綾香 
実施国側：イギリス1130地区
　　　　　St. Marylebone RC 
留学先大学：クイーンメリー大学 
カウンセラー：宇田川　隆

4,743 23,715 0 0 26,087 53,163 財団審査中

西　　宮 2011694

奨学金：平山　励 
実施国側：イギリス1145地区
　　　　　Brighton & Hove Soiree RC 
留学先大学：サセックス大学 
カウンセラー：大迫　康二

3,961 19,780 0 0 21,758 45,499 財団審査中

二
〇
一
九
年 

秋
入
学

西　　宮 1989953

奨学金：金山篤志 
実施国側：イギリス1090地区
　　　　　Oxford Isis RC 
留学先大学：オックスフォード大学 
カウンセラー：高橋　秀仁

4,397 21,989 0 0 24,183 50,569 コロナ帰国せず 
現在留学中

二
〇
一
八
年 

秋
入
学

姫路中央 1876890

奨学金：毛利剛士（姫路中央冠名奨学金） 
実施国側：イギリス1090地区
　　　　　Oxford North RC 
留学先大学：オックスフォード大学 
カウンセラー：山本美比古

0 30,000 0 0 0 30,000 2020.4.30 
CLOSE

三　　田 1876069

奨学金：野地真未 
実施国側：アメリカ7300地区
　　　　　Oakland(Pittsburgh) RC 
留学先大学：ピッツバーグ大学 
カウンセラー：脇田　昌和

4,039 20,195 0 0 22,205 46,439 最終報告を 
財団審査中

提唱/
協力

提唱クラブ
（協同提唱クラブ）

補助金
番号 プロジェクト名（日本語）

2680地区 相手国側
（協力国も含む） 上乗せ

WF
プロジェクト 
総額 進捗状況

現金拠出 DDF 現金拠出 DDF

提
　
　
唱

過
去
年
度
か
ら
の
継
続

神戸東 
(神戸、神戸南、神戸六甲、
神戸ベイ、神戸東灘、
神戸西）

1981392

VTTカンボジア：カンボジアにおける
病理人材育成プロジェクト 
援助国側：カンボジア3350地区
　　　　　プノンペンメトロRC

4,500 22,500 767 0 25,133 52,900 2020.5.30 
CLOSE

伊丹 
(尼崎、尼崎東、伊丹有明、
伊丹昆陽池、
西宮イブニング、柏原、
宝塚武庫川、宝塚中、
HYOGOREC,神戸、
神戸東、神戸西、神戸垂水、
明石北、高砂、加古川、
加古川中央、西脇、赤穂、
相生）

1865145

VTTバヌアツ：ホテルマネジメント能
力向上研修プロジェクト 
援助国側：バヌアツ9910地区
　　　　　Port Vila RC

5110 15188 500 0 17,992 38790 2020.1.16 
CLOSE

②VTTプロジェクト

③奨学金
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世話クラブ 奨学生氏名 性別 国 学校名称 カウンセラー
（サブカウンセラー）

神 戸 南 邱　名鍾（チウ ミンチュン） 男 台 湾 神 戸 大 学 大川　邦浩
（近藤　弘人）

世話クラブ 奨学生氏名 性別 国 学校名称 カウンセラー

神 戸 六 甲 TOMBARI FEDERICO（トンバリ フェデリコ） 男 イ タ リ ア 神 戸 大 学 山野　　仁

世話クラブ 奨学生氏名 性別 国 学校名称 カウンセラー

伊 丹 李　素熙（リ ソヒ） 女 韓 国 関西学院大学（兵庫） 中山　行夫

宝塚武庫川 VO THI BICH TRAM（ヴ ティ ビッチ チャム） 女 ベ ト ナ ム 神 戸 山 手 大 学 中尾　篤志

神 戸 西 神 張　聞（チョウ ブン） 女 中 国 神 戸 市 外 国 語 大 学 道永　憲兒

神 戸 東 灘 孟　暁東（モウ ギョウトウ） 女 中 国 神 戸 大 学 石田希世士

小 野 加 東 FRANCINI ELISA（フランチーニ エリーザ） 女 イ タ リ ア 兵 庫 教 育 大 学 田村　彰敏

世話クラブ 奨学生氏名 性別 国 学校名称 カウンセラー

三 田 穆　彦姣（ボク ゲンコウ） 女 中 国 関西学院大学（兵庫） 柴田　茂徳

尼 崎 北 ビャンバツォグト ドゥーレンビレグ
（ビャンバツォグト ドゥーレンビレグ）

男 モ ン ゴ ル 関西学院大学（兵庫） 武本　正照

明 石 李　亜晨（リ ヤチェン） 女 中 国 神戸芸術工科大学 米澤　元雄

神 戸 ベ イ 郭　貞瑋（カク テイイ） 女 中 国 神戸松蔭女子学院大学 嶺山　洋子

甲 子 園 マーストン ティラー ジェームス
（マーストン ティラー ジェームス）

男 ニュージーランド 神 戸 大 学 川﨑　史寛

神 戸 東 邵　帥（ショウ スイ） 男 中 国 神 戸 大 学 神田　孝平

姫 路 南 SYAHIRABINTILAMAZNUN
（シャヒラ ビンティ ラマズヌン）

女 マレーシア 姫 路 獨 協 大 学 安田　宏行

西 宮 夙 川 劉　媛（リュウ エン） 女 中 国 武庫川女子大学 奥野　温子

西 脇 陳　瑜（チン ユ） 女 中 国 兵 庫 教 育 大 学 藤阪　光一

神 戸 垂 水 チョー テッ ソー（チョー テッ ソー） 男 ミャンマー 神戸YMCA学院専門学校 永田　哲也

神 戸 中 ダン ティ タオ（ダン ティ タオ） 女 ベ ト ナ ム 神戸YMCA学院専門学校 河南　和幸

加古川中央 サルキ スシラ バセル（サルキ スシラ バセル） 女 ネ パ ー ル 公益財団法人PHD協会 三村　浩之

川 西 ゼンモーエー（ゼンモーエー） 女 ミャンマー 公益財団法人PHD協会 芝田　一夫

篠 山 プットリ ダリア（プットリ ダリア） 女 インドネシア 公益財団法人PHD協会 大見　春樹

2018学年度からの継続生（奨学期間：1年６ヶ月継続の2年目　2019/9/30まで）

2019年度からの継続生（奨学期間：２年継続の2年目　2020/3/31まで）

2019学年度奨学生（奨学期間：１年間　2020/3/31まで）

台湾学友（SYA）推薦生（奨学期間：１年間　2019/7/31まで）

   2019学年度　米山記念奨学生・世話クラブ
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世話クラブ 奨学生氏名 性別 国 学校名称 カウンセラー

明 石 北 PALAR RENDI（パーラー レンディ） 男 インドネシア 神 戸 大 学 柿野　明男

世話クラブ 奨学生氏名 性別 国 学校名称 カウンセラー

宝 塚 盧　宇虹（ロ ウコウ） 女 中 国 関西学院大学（兵庫） 山田　隆之

芦 屋 ド ティ フォン（ド ティ フォン） 女 ベ ト ナ ム 神 戸 山 手 大 学 酒本　藤雄

西 宮 ジェブリ イメン（ジェブリ イメン） 女 チュニジア 神 戸 大 学 品川　和隆

芦 屋 川 余　玟欣（ユ ウェンシン） 女 台 湾 神 戸 大 学 永瀬　隆一

加 古 川 張　主善（チャン ジュソン） 男 韓 国 神 戸 大 学 髙田　勝典

神 戸 徐　翌（ジョ ヨク） 女 中 国 神 戸 大 学 藤井　英映

神 戸 須 磨 洪　性舜（ホン ソンスン） 男 韓 国 流 通 科 学 大 学 金井　基広

2019学年度奨学生（奨学期間：2年継続の1年目　2021/03/31まで）

海外応募生（奨学期間：2年間継続の1年目　2020/9/30まで）
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グ
ル
ー
プ

クラブ名

会　員　数

2019年7月1日 2020年6月30日 増減

総数 うち
女性 総数 うち

女性 総数 うち
女性

尼　
　
　

崎 　
　

６

尼 崎 32 1 32 1 0 0 
尼 崎 北 38 0 40 0 2 0 
尼 崎 東 47 2 47 1 0 -1 
尼 崎 西 36 2 38 2 2 0 
尼 崎 南 37 4 30 4 -7 0 
尼 崎 中 24 3 23 3 -1 0 
小　　 計 214 12 210 11 -4 -1

阪
神
第
一　
　

６

伊 丹 39 0 42 0 3 0 
川 西 31 6 27 4 -4 -2 
伊 丹 有 明 17 0 16 0 -1 0 
川西猪名川 18 3 15 3 -3 0 
伊丹昆陽池 7 0 7 0 0 0 
西宮イブニング 16 8 16 7 0 -1 
小　　 計 128 17 123 14 -5 -3

阪
神
第
二　
　

６

西 宮 54 0 57 0 3 0 
芦 屋 40 0 41 0 1 0 
甲 子 園 39 2 41 3 2 1 
西 宮 夙 川 33 3 33 2 0 -1 
芦 屋 川 29 4 26 3 -3 -1 
西宮恵美寿 24 4 23 4 -1 0 
小　　 計 219 13 221 12 2 -1

阪
神
第
三　
　

８

宝 塚 16 1 15 1 -1 0 
三 田 20 0 20 0 0 0 
篠 山 46 0 45 0 -1 0 
柏 原 46 0 45 0 -1 0 
宝塚武庫川 36 1 35 1 -1 0 
三 田 南 8 0 8 0 0 0 
宝 塚 中 32 8 27 6 -5 -2 
HYOGO REC 25 6 20 3 -5 -3 
小　　 計 229 16 215 11 -14 -5

神
戸
第
一　
　

６

神 戸 161 4 160 2 -1 -2 
神 戸 東 119 0 118 0 -1 0 
神 戸 東 灘 29 5 29 5 0 0 
神 戸 南 83 0 84 0 1 0 
神 戸 六 甲 17 0 16 1 -1 1 
神 戸 ベ イ 20 2 17 2 -3 0 
小　　 計 429 11 424 10 -5 -1

神
戸
第
二　
　

６

神 戸 西 59 6 57 8 -2 2 
神 戸 須 磨 32 0 32 0 0 0 
神 戸 垂 水 26 6 25 6 -1 0 
神 戸 西 神 35 1 35 2 0 1 
神 戸 中 37 4 34 4 -3 0 
神戸モーニング 33 4 27 3 -6 -1 
小　　 計 222 21 210 23 -12 2

グ
ル
ー
プ

クラブ名

会　員　数

2019年7月1日 2020年6月30日 増減

総数 うち
女性 総数 うち

女性 総数 うち
女性

東
播
第
一
３

明 石 48 0 43 1 -5 1 
明 石 東 48 2 48 2 0 0 
明 石 北 41 0 40 0 -1 0 
小　　 計 137 2 131 3 -6 1

阪
神
第
一　

５

高 砂 40 3 35 2 -5 -1 
加 古 川 77 0 74 0 -3 0 
加古川中央 56 0 56 0 0 0 
高 砂 青 松 43 3 38 2 -5 -1 
加古川平成 17 1 17 1 0 0 
小　　 計 233 7 220 5 -13 -2

東
播
第
三　

５

三 木 56 1 52 1 -4 0 
小 野 加 東 47 1 50 2 3 1 
北 条 37 2 36 2 -1 0 
西 脇 47 1 43 0 -4 -1 
三木みどり 26 1 24 1 -2 0 
小　　 計 213 6 205 6 -8 0

淡　
　

路　

５

洲 本 36 0 31 0 -5 0 
南 淡 路 33 4 33 4 0 0 
淡 路 三 原 19 0 19 0 0 0 
津 名 32 1 30 0 -2 -1 
あわじ中央 23 0 22 0 -1 0 
小　　 計 143 5 135 4 -8 -1

西
播
第
一　

６

姫 路 82 1 75 1 -7 0 
姫 路 南 72 0 72 0 0 0 
姫 路 西 65 1 64 1 -1 0 
姫 路 東 69 3 64 3 -5 0 
神 崎 28 0 28 0 0 0 
姫 路 中 央 4 0 4 0 0 0 
小　　 計 320 5 307 5 -13 0

西
播
第
二　

４

赤 穂 34 0 34 0 0 0 
相 生 36 2 34 2 -2 0 
龍 野 44 5 41 5 -3 0 
上 郡 佐 用 22 8 25 7 3 -1 
小　　 計 136 15 134 14 -2 -1

神
戸
第
二　

５

豊 岡 46 1 38 0 -8 -1 
生 野 22 0 22 0 0 0 
香 住 14 0 13 0 -1 0 
豊岡円山川 27 0 27 0 0 0 
和 田 山 25 2 24 2 -1 0 
小　　 計 134 3 124 2 -10 -1

合
計 71RC 2,757 133 2,659 120 -98 -13 

国際ロータリー第2680地区　2019-20年度会員数報告

◆クラブ数 �  71RC
◆2019年7月1日　クラブ会員数 �  2,757人
◆2020年6月末　クラブ会員数 �  2,659人

◆2020年6月末女性会員数 �  120人
◆増　減 �  98人減
◆女性増減 �  13人減



The Four-Way Test
Of the things we think, say or do
     1.  Is it the TRUTH ?
     2.  Is it FAIR to all concerned ?
     3.  Will it build GOOD WILL and BETTER FRIENDSHIPS ?
     4.  Will it be BENEFICIAL to all concerned ?
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編 集 後 記

❖本号の表紙

一年を通じてまことに拙い編集ではございましたが、月信担当幹事と致しまして
皆様のご協力、ご通読にこころから感謝申し上げます。
とりわけ新型コロナウィルス禍の只中にあった年度後半に於いては「載せるべき

記事がない」という、かつてない危難に襲われ、しばしば絶望の態に陥ったことも
ありました。それを助けて戴いたのは、当時の浅木ガバナー、村尾代表幹事ほか多
くの方々から戴いた貴重なサジェッションでした。特に第10号（４月）の編集に苦
しんでいた折、村尾さんから戴いた「敢えて地区大会記録誌を待たず、パー・ホイ
エンRI会長代理のスピーチ全文を掲載しよう」というご提案には、その趣旨と共に
思わず膝を打ち、一挙に救われる思いがしたこと、またフェイスシールド・プロ
ジェクトにあっては、日々刻々と膨らむ発注～贈呈数の報告を文字通り固唾を呑ん
で見守っていたこと等々、つい昨日のことのように思い出されます。
また、毎号表紙画として貴重な作品をご提供戴いた福田泰弘会員（神戸）の御篤

志にも触れないわけには参りません。殊に第12号（６月）の「富士快晴」と本号の
「風見鶏の館と神戸遠景」は満を持しての描き下ろし、さらに後者はコロナ禍のさ
なか、現地に赴いて筆を執られたと聞き及んでおります。掲載当初から微妙な色合
いが出ていない等々、様々おかけしたご困惑のお詫びともども、長らくの手篤いご
協力に心から御礼申し上げます。
最後に終始編集をお手伝い戴いた、小林さんはじめガバナー事務所の皆さん、さ

らに菱三印刷（株）ご担当の皆さんにも一年間のご苦労を労うと共に、重ねて感謝
申し上げる次第です。
皆様ほんとうにありがとうございました。

月信担当幹事︓松岡　泰生（神戸）
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